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昭
和
十
年
十
月
五
日
、

巌
鷲
曾
一
行
清
遊
記
念

裏面のスタンプ

石狩海j賓建網の鮭陸揚げ、(其一)

石狩海j賓建網の鮭陸揚げ‘(其二)

鮭曳網(石狩河口堀神漁場)

観
光
絵
は
が
き
「
名
産
鮭
大
量
賓
況
」

「
石
狩
勝
景
」

石狩名産鮭新巻製造

石狩名産鮭新巻 宮内省御用品調製
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観
光
絵
は
が
き

「名
産
鮭
大
漁
質
況
」

「石
狩
勝
景
」
解
説

一.

絵
は
が
き
の
概
要

「
名
産
鮭
大
漁
賀
況
」
「
石
狩
勝
景
」
は
い
ず
れ
も
五
枚
組
の
絵
は
が
き
で
あ
る
。

縦
十
八
.
五
叩
幅
九
.
七
仰
の
紙
カ
パ

l
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
「
名
産
鮭
大
漁
費
況
」

は
カ
バ

l
の
表
面
に
灯
台
と
水
面
か
ら
飛
び
跳
ね
る
魚
が
濃
紺
で
印
刷
さ
れ
て
い

る。

「
石
狩
勝
景
」
の
カ
バ

i
は
灯
台
と
沖
を
ゆ
く
二
隻
の
帆
船
の
絵
で
少
し
淡

い
青
色
の
印
刷
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
カ
バ
ー
に
も
下
部
に
「
石
狩
町
三
輪
窮
民
館
」

と
あ
る
。
カ
バ
!
裏
は
白
無
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
直
径
五

三
仰
の
円
形
の
ス
タ
ン

プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ス
タ
ン
プ
は
灯
台
と
飛
び
跳
ね
る
魚
の
イ
ラ
ス
ト
で
「
石

狩
港
待
合
堀
松
電
話
二
十
四
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
「
名
産
鮭
大
漁
賓
況
」
に

押
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
の
右
側
に
は
ペ
ン
で
「
昭
和
十
年
十
月
五
日
、
巌
鷲
会
一
行

清
遊
記
念
」
と
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

絵
は
が
き
の
表
面
上
部
に
は
右
か
ら
「
郵
便
は
が
き
」
、
中
央
に
は
通
信
欄
と

区
分
す
る
点
線
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
の
写
真
は
縁
取
り
が
無
く
、
全
面
を

使
っ
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
コ
ロ
タ
イ
プ
で
は
な
く
写
真
印
刷
で
あ
る
。

二
.
絵
は
が
き
の
内
容

「
名
産
鮭
大
漁
賓
況
」
五
枚
の
絵
は
が
き
の
う
ち
3
枚
は
、
漁
場
に
係
わ
る
シ
ー

ン
(
海
浜
の
建
網
、
川
の
地
引
網
)
と
加
工
場
の
シ
l
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

海
浜
は
い
わ
ゆ
る
吉
田
漁
場
(
現
在
の
石
狩
浜
海
水
浴
場
付
近
)
と
推
測
さ
れ
る
。

掘
神
は
現
在
の
灯
台
の
少
し
下
流
側
で
あ
る
。
鮭
地
引
網
漁
が
最
後
ま
で
行
わ
れ

た
場
所
で
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。
「
石
狩
名
産
鮭
新
巻
宮
内
省
御
用
品
調

製
」
の
人
物
が
着
て
い
る
半
維
の
襟
に
「
石
狩
新
巻
。
出
深
海
産
商
」
と
見
え
る

こ
と
か
ら
こ
れ
は
、
高
沢
海
産
商
で
宮
内
省
に
納
品
す
る
新
巻
鮭
を
造
っ
て
い
る

場
面
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
石
狩
勝
景
」
の
五
枚
の
う
ち
凹
枚
は
右
岸
側
の
風
景
で
、
石
狩
灯
台
、
石
狩

八
幡
神
社
、
海
岸
風
引
で
あ
る
。
左
岸
側
は
渡
船
場
の
桟
橋
か
ら
木
町
側
を
望
む

景
色
で
あ
る
。
渡
船
場
の
絵
は
が
き
は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
「
八
幡
町
」
と
な
っ
て

い
る
が
写
っ
て
い
る
の
は
若
生
の
渡
船
場
で
あ
る
。
石
狩
灯
台
は
他
の
絵
は
が
き

で
も
良
く
用
い
ら
れ
る
題
材
だ
が
、

こ
の
カ
ッ
ト
は
初
見
で
あ
る
。

三
.
待
合
堀
松
と
三
輪
写
真
館

「
名
産
鮭
大
漁
実
況
」
の
カ
バ

1
裏
に
「
昭
和
十
年
十
月
五
日
、
巌
鷲
会
一
行
」

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
田
中
賓
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
「
巌
鷲
会
」
は
札
幌
岩
手

県
人
会
の
名
称
で
昭
和
十
年
十
月
六
日
に
秋
の
例
会
が
石
狩
町
の
金
大
亭
で
聞
か

れ
、
会
員
家
族
を
含
め
約
百
名
の
出
席
が
あ
っ
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
絵
は
が
き

は
県
人
会
員
の
中
で
前
日
か
ら
石
狩
に
入
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
一
人
が
購
入
し
た
も

の
で
あ
ろ
、
っ
。

「
待
合
堀
松
」
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵
は
が
き
は
待
合
堀
松

で
購
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
「
待
合
掘
松
」
は
、
本
町
側
の
渡
船
場
前
に
あ
っ

た
待
合
所
で
あ
る
。
待
合
所
を
経
営
し
て
い
た
堀
松
家
は
浜
益
出
身
で
、
石
狩
で

待
合
所
を
経
営
し
た
後
、
経
営
を
青
木
石
松
氏
に
譲
り
、
留
萌
に
転
居
し
た
。
留

萌
で
は
建
設
会
社
を
経
営
し
た
と
い
う
(
田
中
・
賀
氏
の
御
教
示
に
よ
る
)
。

三
輪
写
真
館
は
戦
前
に
石
狩
町
で
営
業
し
て
い
た
写
真
館
で
あ
る
。
の
絵
は
が

き
裏
面
の
全
面
が
写
真
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、「
石
狩
勝
景
」
「
名
産
鮭
大

漁
官
況
」
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
絵
は
が
き
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
名
産
鮭
大
漁
賢
況
」

「
石
狩
勝
以
」
の
絵
は
が
き
は
い
ず
れ
も
折
り
目
、
シ
ワ
な

ど
の
無
い
良
好
な
状
態
を
保
っ
て
お
り
、
当
初
の
組
み
合
わ
せ
が
保
た
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
用
い
ら
れ
て
い
る
写
真
の
多
く
は
単
体
で
は
知
ら
れ
て
い
る
も

の
だ
が
、
こ
の
五
枚
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
状
態
で
発
見
さ
れ
た
の
は
初
め
て

で
、
極
め
て
武
重
で
あ
る
。

こ
の
絵
は
が
き
、
井
口
利
夫
会
員
が
札
幌
の
古
来
日
庖
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
、
平

成
二
八
年
二
月

一
八
日
の
郷
土
研
究
会
例
会
で
工
藤
会
員
が
資
料
紹
介
を
し
、
出

席
し
た
会
員
が
供
覧
し
た
。
そ
の
後
、
井
口
会
員
か
ら
い
し
か
り
砂
丘
の
風
資
料

館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
(
工
藤
義
術
)
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絵葉書の表面

石狩八幡町桟橋より船場町を望む

石狩郡郷社八幡神社 (鳥居は文化十年の建立)

石狩河口燈台

香気漂ふ石狩海演のハマナス満開

ハマナスの正より石狩河口の燈台を望む
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「
村
山
家
文
書
解
読
」

飛
騨
屋
の
あ
と
石
狩
山
伐
木
を
請
負
っ
た
村
山
伝
兵
衛

北
海
道
博
物
館
収
蔵

収
蔵
番
号

1
0
0
3
4
5

多
乏
で

村
山

整
理
番
号

索
引
番
号
0
3
0
2

フ
ケ

i
5

耀

松
前
株
よ
り
申
渡
(
表
書
き
)

阿
部
屋

惇
兵
衛

阿
部
屋
伝
兵
衛
日
三
代
目

村
山
惇
兵
衛

先
年
よ
り
御
預
被

仰
出
候
西
蝦
夷
地
宗
谷

-5-

岩
内
と
ま
〉
い
東
蝦
夷
地

く
な
し
り
く
す
り
右
御
場
所

御
繰
合
之
儀
ニ
付
年
賦

-
年
賦
H

あ
る
金
額
を
一
年
に
い
く
ら

と
割
当
て
支
払
う
こ
と
。

之
内
御
引
上
被

仰
出
右
代
り
御
場
所
被

-
被
仰
付
H
言
付
け
に
な
る
。

・
被
召
置
(
め
し
お
か
れ
)

召
し
に
な
る
。

H
思
し

仰
付
度
被

召
置
候
得
共



是
迄
明
御
場
所
も
無
之

無
其
儀
候
然
ル
庭
此
度

をふ ヲ、

蝦
夷
槍
惣
山
新
宮
屋

久
右
衛
門
よ
り
返
上
ニ
付
願
人
も

可
有
之
哉
御
崎
被

ふ

仰
出
候
右
蝦
夷
檎
惣
山

其
方
江
御
運
上
ニ
申
請
候

様
被

仰
出
候
材
木
石

~ 

数
井
御
運
上
金
之
儀
者

槍
山
奉
行
江
以
書
付

可
申
達
候

ゆ
T
tt

Z
A
 

自・十
二
月

明

(あ
き
)

H
空
き
。
空
い
て
い
る

無
其
儀
日
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
。

-
蝦
夷
槍
H

エ
ゾ
松
。
ト
ド
松
。

・
新
宮
屋
久
右
衛
門
H
江
戸
の
材
木
商

石
狩
山
伐
木
を
請
負
、
っ
。

運
上
H
経
営
を
委
ね
ら
れ
、
そ
の
代

仰
を
納
め
る
こ
と
。
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-
檎
山
奉
行
H
松
前
藩
は
十
六
世
紀
後

半
頃
か
ら
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ

(ひ
ば
)
の
伐
採
管
理
の
た

め
上
ノ
国
に
松
山

(ひ
の
き

や
ま
)
番
所

・
奉
行
を
設
け

た
。

拾
伐
採
は
藩
の
重
要
な
財
源

で
あ
っ
た
。

・申
十
二
月
日
天
明
八
年

(
一
七
八
八
)

戊
申
十
二
月



同
州
閣
凹

{
解
説
}

江
戸
時
代
の
有
力
な
木
材
商
の
飛
騨
屋
久
兵
衛
は
元
禄
十
五
年
松
前
に
渡
り
、

松
前
藩
の
許
可
を
得
て
エ
ゾ
ヒ
ノ
キ
(
エ
ゾ
松
・
ト
ド
松
)
の
伐
木
を
請
負
い
、

尻
別
山
、
有
珠
山
、
沙
流
岳
、
目
名
山
な
ど
を
請
負
っ
た
。
宝
暦
三
年

(
一
七
五
三
)

三
代
飛
騨
屋
久
兵
衛
が
石
狩
山

(
漁
岳

・
札
幌
岳
)
の
伐
木
を
出
願
し
た
。
翌
々

年
の
宝
暦
五
年
(
一
七
五
五
)
石
狩
山
エ
ゾ
ヒ
ノ
キ
の
伐
採
を
開
始
し
た
。

明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
飛
騨
屋
の
南
部
大
畑
庖
の
支
配
人
嘉
右
衛
門
が
庖

の
金
二
八

O
O
両
の
使
い
込
み
が
分
か
り
解
雇
し
た
。
そ
の
嘉
右
衛
門
が
松
前

に
渡
っ
て
時
の
勘
定
奉
行
湊
源
左
衛
門
ら
と
結
託
し
て
、
飛
騨
屋
の
請
負
山
を

奪
お
う
と
た
く
ら
ん
だ
。
飛
騨
屋
は

一
か
年
の
運
上
金

一
0
0
0
両
を
増
額
、

献
金
な
ど
を
し
て
継
続
を
は
か
っ
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
明
和
六
年

(
一
七
六
九
)
、
飛
騨
屋
は

一
四
年
の
石
狩
山
伐
木
を
や
め
松
前
藩
直
営
と
な
っ
た
。

翌
年
九
月
、
四
日
市
出
身
の
江
戸
の
材
木
商
新
宮
屋
伊
藤
久
右
衛
門
が
命
じ
ら
れ

る
。
翌
明
和
八
年
よ
り
天
明
六
年
(一

七
八
七

)
ま
で
新
宮
屋
伊
藤
久
右
衛
門
石

狩
山
伐
木
を
請
負
っ
た
。

こ
の
文
書
は
天
明
八
年
十
二
月
に
松
前
藩
が
阿
部
屋
停
兵
衛
(
三
代
目
)
に
宛

て
た
申
し
渡
し
書
で
あ
る
。
こ
の
当
時
伝
兵
衛
は
飛
騨
屋
の
宗
谷
場
所
の
下
請
け

を
は
じ
め
、
西
蝦
夷
地
、
東
蝦
夷
地
の
請
負
も
任
さ
れ
て
い
て
、

経
営
的
に
は
安

定
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
飛
騨
屋
の
石
狩
山
伐

木
が
内
部
の
事
情
で
請
負
い
が
解
か
れ
、
そ
の
後
、
新
宮
屋
が
請
負
っ
た
が
、
こ

れ
も
天
明
七
年
で
終
了
し
た
た
め
、
松
前
藩
は
、
阿
部
屋
停
兵
衛
に
そ
の
後
を
継

ぐ
よ
う
に
申
し
渡
し
た
。

こ
の
頃
、
三
代
目
惇
兵
衛
は
松
前
藩
か
ら
苗
字
帯
万
を
許
さ
れ
町
奉
行
下
代
兼

町
年
寄
を
命
じ
ら
れ
問
屋
の
ほ
か
長
崎
俵
物
買
付
け
の
総
取
締
役
も
兼
ね
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
年
か
ら
三
代
目
阿
部
屋
村
山
停
兵
衛
は
石
狩
山
(
漁
岳

・

札
幌
岳
)
の
エ
ゾ
松
、
ト
ド
松
の
伐
採
を
七
年
間
の
契
約
で
請
負
う
こ
と
に
な
る
。

松
前
様
よ
り
の
申
し
渡
し

阿
部
屋

博
兵
衛

先
年
よ
り
(
惇
兵
衛
に
)

西
蝦
夷
地
、
宗
谷
・

岩
内

・
苫
前

・
東
蝦
夷
地

国
後

・
釧
路
の
五
か
場
所
は

年
賦
返
済
の
や
り
く
り
の
た
め
に

引
上
げ

そ
の
代
わ
り
の
場
所
を

(
惇
兵
衛
に
)
預
け
た
い
と
い
う
思
し
召
し
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
空
き
場
所
が
な
く
、

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び

蝦
夷
槍
の
全
て
の
山
を
新
宮
屋

久
右
衛
門
よ
り
返
上
さ
れ
た
の
で
、
(
請
負
の
)
願
人
が

い
る
か
ど
う
か
お
触
が
、

出
さ
れ
、
右
蝦
夷
槍
全
て
の
山
を

そ
な
た
(
伝
兵
衛
)
へ
請
け
負
わ
せ
る
よ
う
に

仰
せ
が
あ
っ
た
。
材
木
石
数

や
運
上
金
額
に
つ
い
て
は

槍
山
奉
行
所
へ
書
面
に
て

申
告
し
な
さ
い
。

申
(
天
明
八
年
)

十
二
月

預
け
て
き
た
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定
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文
之
事

守
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成
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手
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る
移
必
を
必
笈
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e老
笠
多
L
ω
β

妥
家
産
身
、

滋よ
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伊
へ
件
多
丸
一
泊
客

与
ゐ
y

雪ゐゆ
Z
V秀幼〆
L

?
?
n
tミ
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A
T島地

がふみあ
6
1

タみ
δ
W
A川ヲヂ
3
τ
i

ZAMV42芳
生
存
為
4
，

敬
ゆ
動
向
凡
の

?
o
vず
伶

A
A
U
?

?
弘
子

T
j
d命
受

会
ハ
マ
会
支
ィ
み

AiJvzr-

ヴ
ゆ
宇
内
4
h
p
-

ヤ
か
務
6

をか
'
W
L

大
牟

?
?
-
Z
?み
し手
十
本
各

沙

eA芸
品
今
、

P74ろ

-

定
鐙
文
之
事

貴
殿
御
所
持
之
石
狩
御
山
材
木
此
度

御
嘗
所
ニ
運
有
之
候
内
を
弐
百
挺
直
段
両
ニ

四
丁
替
ニ
相
定
買
受
惜
ニ
受
取
申
候
則
代
金

不
残
相
渡
申
所
実
正
御
座
候
尤
右
材
木
之

儀
者
外
ニ
類
木
無
之
ニ
付
江
戸
大
坂
共
貴
殿

御
宿
壱
軒
ニ
而
貰
抑
被
成
候
段
承
知

い
た
し

罷
在
候
依
是
御
嘗
所
ニ
而
外
江
御
挑
被
成
候
事

難
御
成
段
御
申
御
尤
ニ
奉
存
候
得
共
私
義
者

江
戸
大
坂
江
者
積
参
不
申
加
茄
表
江
積
参

買
梯
申
度
存
入
其
段
申
上
候
所
御
承
知
被
下

挺

・
丁

(ち
ょ
う
)

H
木
材
の

本
数
。
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加
刀
加

(か
し
ゅ
う
)

H
加
賀
国

申
時
者
無
拠
江
戸
大
坂
へ
積
参
申
事
ニ
御
座
候

御
梯
被
下
候
万
一
加
話
表
ニ
而
望
人
無
之
貰
兼

・
無
拠
(
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
)

H

や
む
を
え
ず
。
や
む
な
く
。

然
ル
時
者
貴
殿
御
貰
場
所
之
御
邪
魔
ニ
相
成
候



事
ニ
御
座
候
間
為
其
貴
殿
材
木
問
屋
江
戸

さ
い
か
い
屋
源
兵
衛
殿
大
坂
大
津
屋
九
兵
衛
殿
方
ニ
而

資
抑
貴
殿
之
御
邪
魔
ニ
者
少
し
も
仕
問
敷
候

何
方
ニ
而
も
御
邪
魔
者
急
度
仕
問
敷
候
万
々

一

御
邪
腿
ニ
相
成
候
時
者
請
人
加
判
之
者
罷
出

少
し
も
貴
殿
江
御
邪
魔
為
致
問
敷
候
為
其

一
札
読
文
依
而
如
件

誌がら行，、

ro--《ふ
η
υ容
が

qi

三
五
移
，
途
多
各
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を

b
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1
4
今

1274dM多
安

的

i
'
j
z
f
i
z
7
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安
土

A10ア
、
為
為
泳
三
乃
木
ψ
れ

冷
d
w

ぢ
ぬ
よ
r
境
ド

ブ
い

r
カゥ偽

材
木
買
主

古
酒
屋
半
兵
衛

宿
加
判

近
江
屋
三
郎
治

話ゑ?
越

固

寛
政
六
年

弓
ノ
八
月
一
一一日

a

啄
2
fみ
争
本
I

Z
J0
6
H
a
 

補
給

ぞ
g
本
2

z

j

，め
1
4
3一'
a
A
4
4
fめし

v

y
-
-d巧
必
ノ
ボ
匂
抑
考
め
A
旬」
F

ろ砂

E

全
身
ア
ウ
2

れ
J
d

村
山
利
兵
衛
殿

右
者
江
戸
大
坂
宿
之
義
貴
殿
御
宿
江
参
候
付

則
貴
殿
方
よ
り
送
り
状
壱
枚
被
遺
被
下
憶
ニ

請
取
申
候
右
送
り
状
を
以
両
家
之
内
江
急
度

資
抑
可
申
'
候
以
上

則
日

加
判
U
連
帯
保
証
人
の
連
判
。

@ 
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固
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寛
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六
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一
七
九
四
年

弓
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と
ら
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H

寅



回
附
悶
凹

定
め
証
文
の
事

一
、
貴
殿

(村
山
利
兵
衛
)
ご
所
持
の
石
狩
御
山
の
材
木
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
、

御
当
所
(
松
前
)
に
運
ば
れ
て
い
る
も
の
の
内
、
材
木
二
百
丁
を
、
値
段
を
一

両
に
つ
き
四
丁
と
定
め
て
買
い
受
け
、
確
か
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

代
金
を
残
ら
ず
、
確
か
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
右
の
材
木
に
つ
い

て
は
、
外
に
同
類
の
木
(
ヒ
ノ
キ
)
が
無
い
た
め
に
、
江
戸

・
大
坂
と
も
、
貴

殿
の
宿
一
軒
で
売
り
払
い
さ
れ
る
と
の
こ
と
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
御
当
所
(
松
前
)
に
て
、
外
へ
売
り
払
う
こ
と
は
難
し
い
と

の
仰
せ
、
ご
も
っ
と
も
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
、
江
戸

・
大
坂

へ
は
運
ば
ず
加
賀
(
金
沢
)
方
面
に
運
ん
で
売
り
払
い
た
い
と
考
え
、
そ
の
こ

と
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
ご
承
知
い
た
だ
き
、
売
り
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
万
が
て
加
賀
方
面
で
買
い
取
り
手
が
な
く
売
れ
な
か
っ
た
時
は
、
や
む

な
く
江
戸

・
大
坂
へ
輸
送
い
た
し
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
貴
殿
が
お
売
り
に
な

る
場
所
の
お
邪
魔
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
貴
殿
の
材
木
問
屋
で
あ
る
、

江
戸
の
さ
い
か
い
屋
源
兵
衛
殿
、
大
坂
の
大
津
屋
九
兵
衛
殿
へ
売
り
払
い
、
貴

殿
の
お
邪
魔
に
は
少
し
も
な
ら
ぬ
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
ど
ち
ら
に
し
ま
し
て

も
、
必
ず
お
邪
魔
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
万
が
て
お
邪
魔
に
な
っ
た
時
は
、
身

元
引
受
人
と
し
て
連
判
し
て
い
る
者
が
ま
か
り
出
て
、
少
し
も
貴
殿
の
お
邪
魔

に
な
る
よ
う
に
は
さ
せ
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
証
文
を
差
し
上
げ
ま

す
。

囲

材
木
買
主

古
酒
屋
半
兵
衛

宿
加
判

近
江
屋
三
郎
治

口
印

⑪ 

寛
政
六
年

寅
の
八
月
三
日

村
山
利
兵
衛
殿

右
、
江
戸

・
大
坂
の
宿
に
つ
い
て
は
、
貴
殿
の
御
宿
に
運
ぶ
の
で
、
貴
殿
よ
り
送

り
状
一
枚
を
お
遣
わ
し
く
だ
さ
れ
、
確
か
に
受
け
取
り
ま
た
。
右
送
り
状
に
て
両

家
(
さ
い
か
い
屋
・
大
津
屋
)
へ
必
ず
売
り
払
う
こ
と
に
致
し
ま
す
。
以
上

則
日
(
そ
の
日

・・

八
月
三
日
)

【
解
説
】

石
狩
山
(
漁
岳
札
幌
山
)
で
伐
採
さ
れ
た
材
木
は
、
川
の
流
れ
を
利
用
し
て
石

狩
川
河
口
の
木
場
(
八
幡
神
社
近
く
の
川
岸

・
ホ
リ
カ
ム
イ
)
ま
で
運
び
集
め
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
書
は
寛
政
六
(
一
七
九
四
)
寅
年
八
月
三
日
に

材
木
賞
主
の
古
酒
屋
半
兵
衛
と
保
証
人
近
江
屋
三
郎
治
が
村
山
利
兵
衛
(
五
代
目
)

に
宛
て
た
証
文
で
あ
る
。
石
狩
山
か
ら
村
山
家
が
切
り
出
し
た
材
木
を
古
酒
屋
半

兵
衛
が
買
い
付
け
た
こ
と
、
古
酒
屋
と
し
て
は
加
賀
方
面
で
販
売
し
た
い
が
、
も

し
買
い
取
り
手
が
い
な
い
場
合
は
江
戸
か
大
坂
で
売
り
払
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

の
場
合
、
村
山
家
の
販
路
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、

村
山
家
御
用
の
材
木
問

屋
で
あ
る
、
江
戸
の
「
さ
い
か
い
屋
」
、
大
坂
の
「
大
津
屋
」
で
売
り
払
う
よ
う

に
す
る
こ
と
が
-
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
書
か
ら
村
山
家
は
木
材
輸
送
や
販
路
の
拠
庖
を
江
戸
、
大
坂
に
持
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
村
山
家
が
石
狩
山
伐
木
請
負
事
業
六
年
目
の
安
定
し
て
い

た
時
代
の
文
書
で
あ
る
。
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謝
辞文

書
の
解
説
に
あ
た
っ
て
は
、
北
海
道
立
博
物
館
学
芸
員
の
三
浦
泰
之
氏
に
細

か
く
ご
指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



年表でみる 飛騨屋久兵衛の石狩山伐木事業と村山伝兵衛の関係
年号 幕府 田松商iH葺 飛S早足久兵衛関係 石狩|羽係 村山伝兵衛

元禄13mω) ー初代飛E単包久兵衛、南部大畑で木材業経位
-初代向苦Cbi付山隊兵街、 tr~1自に渡来A

造住1周のma~で村山家の基礎を~< ー

元禄 15(17'似
初代飛騨屋久兵衛松前にiま来。福山に支応

をl~ え、1.<":lì;h~の許可を得て約 10年にわ

たり鮫災地の山今の~'Htをするc

西鍛災地もm. 宗谷の向均所を，i'l~i.

宝永3(1706)
松'lìlJ ÍI~は石狩・ L'1.閉・ さらに石狩、 J以目、益毛場所を前日ぃ、百

益毛J9J所をl則〈。 狩Jlji計を手配元将として支配の根拠地とし

たu

事!:i¥4(1719)
飛都民久兵衛、蝦J~l白(ひのき)山を臼山

(有珠山}にひらく B

.一代目飛騨屋久兵衛、 この年より 5年r.1I.

元文2(1737) 尻別山のエゾひのきの伐木をfi'l.iし lカ年

の運上金12∞雨匂

-ニ代H飛御原久兵衛、尻宮IJ山尾申別Lh(沙

元文5(171ω i，jt岳) 忍iI'j山(rr;!i羊)のエゾひのきの伐

ホをtl1釘。5年間

延享2(1715)
-ニr-e闘機関品i久兵衛、 校前地昭i尺侃目名山

をtlí!'~ う 。 5if'1出、巡上金23∞ 向。

1!.延3(1750) 
初代村山{云Jt.・街、宗谷・包車jのー均所を出

れう。

ーこの年頃に飛邸時久兵衛、石狩か.:，n平川

沿いに定山i:}1.中山峠をこえて虻図方面に

宝暦2(1752) 通行.

.J!;!;tエゾ治山の伐採不河で石狩山尻別川筋

に伏線地所を移す。

玄j晋3(1753)
-ニ代目飛1;1¥照久兵衛、石狩I]J (波1岳 rr~近)

の伐木を出願。

石狩山伐木は飛車単

-三代田飛践11M久兵衛、石狩山エゾひのき(エ l云がtf1負う。

三年暦5(1755)
ゾt: トドt":)の!t木を開始g 石狩川河口に木地 . tJJ代村山伝兵衛、宗谷留政治所r;;{:1がお

毎年1主将向 l万2干石、 iIよ金1カ年ぽ氾 を12け、ここから I明になる。

両として8年間の印.iHIJ裂で開始さ 江声、大坂に移Il¥

した。

明和2(1765) ニ代目f去兵詩irしやつはら冷所」をti'ln

明和3(1766)
飛騨屋の1首都大畑1苫の支配人孫右衛l'
の金28∞商の使い込みが分かり筋属する。

飛蜘.ffiの冗支配人高右衛門は松I~rに波って
日書の勘定予12行設:湾左衛門らと結託して、

明和4(1767)
飛験i凶のt!ifl山を奪おう とたく らむ

飛騨屋は lプJ年の運上金 1000荷に増額、

献金などをして絞殺をはかったが受け入

れられなかった。

明和6(1769)
ー飛腐屋久兵街、行f守山伐木をやめ経前I蕃直

営となる。

. 9月、臼戸の材木商新宮屋fJli喜久自首il"j、

明和7(1770)
t":前l~の乎111のIRíl1を命じられる. 手山の

支配人間自"孫右府i門は石狩山のj，u入をi器に

J~.申。

松前lE正1-;;'¥'の名義をもって伊必久右衛門、

明和8(1771)
石狩山の伐木を始める。10カ年契約u 石狩山伐木は新宮

退上金 l万25∞両‘幕府支払下米代上納 毘が:ilnうa

を条件，

- 飛駒!邑久兵衛、1í'~'ln落への賃金8183両の
-三代目村山伝兵衛

松lj，r藩は村山伝兵衛
うち 2783向を冥加として献上、政金の号|

l:":lj~溶からカラ 7 ト ß[(i!}品f;.'!J査を命ぜら

安説2(1773) にカラ7トtdの漁業
当として来午年より 20年l問、 耳I鍛災地エ

れ、 持ち紛ニ笠にi荏士らを来せ松'Ij:rを出
モト・ア ッケシ キイタ ップ ヂナシリ四

1司貨を命じる。
劫所の交問いt'~jを受け取る。

机 i.即時向告のかたわらアイヌに新しい

(飛~'.ffi Jf.J所前向事業へ転換)
i.f(¥鎚i去を教える。(伝兵衛 35役)

安水3(1774)
-新-g・hi!久有衛門に、これより 12年liIJ、石
持111の伏木を命じる。

~~lj;j"は飛車草屈に対

安永4(1775) 
し、安永4年から 15

-司~Whlは商銀拠地主主谷場所を的負う e
-三代目村山伝兵街、飛騨底辺nの宗谷劫所

年側、西鍍;，n地宗谷 を下防けする。

場所をi.ft波する。

ι 



年号 ~府 松ïìíJ議 飛明屋久兵衛関係 石狩関係 村山{云兵i軒

天明2 (1782) 
-伝兵衛、福山町年寄葉町奉行所下代を命じ

られる。

ヲミl珂3 (l783) ー 飛民!Qの宗谷t~Ji9iお負!日]11日 25 年延長G ーニ代目村山(z;兵衛、 7長谷場所を下筒けする。

天明5(1785)
.一代目村山伝兵衛、

宗谷に大神宮(硯北門神社)を(jIJillする。

新'1'!1"51久右衛門の石狩山伐木の期限が満了
新宮医の石狩山伐 ー 新宮屋久右衛門の後を縦いで石1~f山伐木の

天明7(1787) 木の，11!1が終了す &:1負が{云兵I.jに移ったが凶後騒動のため柏
となるゆ

7.)Q • 夫不足で一か年総延べられた。

司V

村山伝兵衛が

石狩山伐木を訪n-松 ・ト ド松の伐木を問おう
ヲミi珂8(1788) う。

7 ~jô l町

文1'l'1 村山家文{!}r松前線より申i壇j(北海J1lIW物館i民法 収蔵jjj:~号 100345 技思!番り 215)

5 f.J、クナシリ 白書i 江戸本木材町小林

の乱
.8 月、飛h'i.ä~1土クナシ')・目梨の乱のw任ー1: 、

応将兵衛は石狩弁
9 月、三代日村山伝兵衛は~~llIi&Wt(だっ

ヲミヰ士に手水鉢を寄
'tl.政元 (1789) 斜里を含む;長谷tJ)J所をは巳め駁i(fJの発生し

送。
た宗谷、図後、 手喜多布、 f!;(伴、釧路の5t.品

たクナシ ') 、 キイ デ y プ、 ア y ケシ、却~:ii
奥州大畑で作られ

所のL~lねを命じられる。

なと'の防災場所を全部没収される。
た。

(伝兵衛 52 /~'i) 

[石狩市指定文化財l

立政2(17何)
宗谷場所を一分割し1辛

- 三代日付rlJ伝兵衛、 1主太 ・ 斜里t~ivr を E自負。
太.斜里t~;J所が独立九

松iì守地方大!!!.~風間 決この剤、三代目村山伝兵衛 (55投)の日盛期。椴災地35t弘所をfoliAぃ 「日本長一百寄付Jに名を残す。
ロシア使節ラッ 7スマ

立政~ (1792) 
ンが原流民大黒犀光太 暴風雨により伝兵衛は持給 Mfi告を 22!¥!を
失らを 1半ぃ銀室にう1; 失う g 多大なm;~: o
航。 -・・・・・------. ---_......_....__.- ......... f云兵衛初前i菩に1'i刷を負担する。
通柄、を求める。

党政6(179.1) 文也2 村山手文s'r定直文之司王J(北海滋h1j杓f~収絞 収政番号 100724 lI'i理i荏号216)

11政7(1795)
二代目付山伝兵街、問屋株を取得し段下位

UIlの豪商の地位を確立するe

他商人の妬みによる函

~iによ って松iì'lìi'iは伝 -三代目村山(f，兵衛、

兵衛に差配場所の引上 村山{云兵衛による 8月21口、斜里に弁天社(現斜里神社)を

究政8(1796) げ、町年寄り、下代役 石狩山伐木が終わ ;芽jffiする。

1是免、関所、居所払い、 る。

土地烹J.Ji‘!日161株の取 ・・・・・ ・ ・_....・-ーー...ー 一一一一一一一一一 一砂 く一時没誌の悲退にi自適する 〉

よげを命ずる=

-111町fil':般東地を直結 .. ・・........・・・・・・ a・・a・・・・・・，..・ー・ ・ ・・・..'
ー砂

〈 村山伝兵衛1Ut~ し一代侍となる〉

Z主1汗は伝兵衛を官用 ー三代目伝兵衛は居所払いを免ぜられ、家屋

JRt止u、にする。 並びにt:'N':数か所が還付されるv

党政 11(1796) -松ljilrtはあわてて住 再び"ミ谷斜里・{事太の三場所と、苫iiiJ.
居をf云兵(4fに返i宮、 匂iiii、石rfのf大味直営手付を命じられる。

一代侍大広間絡に持: 村山家の繁栄を取り戻す。

閉するe

上巻J['北海道史年表J['年表で見る村山家の沿!'i'ij(い しかり!跨 13号)

{説
明
}

初
代
飛
騨
屋
久
兵
衛
と
初
代
阿
部
屋
村
山
伝
兵

衛
は
元
禄
期
の
同
時
期
に
松
前
に
波
っ
て
い
る
。

飛
騨
屋
は
藩
の
許
可
を
得
て
蝦
夷
槍
の
伐
木
を
主

と
し
、
木
材
事
業
で
開
拓
を
進
め
た
。

一
方
、
初
代
伝
兵
衛
は
松
前
藩
御
用
の
廻
船
業

で
村
山
家
の
基
礎
を
築
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
安
永
四
年
ご
七
七
五
)
飛
騨
屋

が
松
前
藩
へ
の
貸
付
金
に
対
し
、
器
は
返
還
が

滞
っ
た
こ
と
で
飛
騨
屋
に

一
五
年
間
の
約
束
で
宗

谷
場
所
を
譲
渡
し
た
。
飛
騨
屋
の
場
所
請
負
の
始

ま
り
で
あ
る
。
こ
の
宗
谷
場
所
は
三
代
目
伝
兵
衛

が
下
請
け
を
任
さ
れ
た
。
天
明
三
年
(
一
七
八
三
)

に
は
、
飛
騨
屋
請
負
が
二
五
年
延
長
さ
れ
た
の
に

伴
い
、村
山
家
の
下
請
け
も
延
長
さ
れ
た
。
ま
た
、

石
狩
山
伐
木
も
飛
騨
屋
の
経
営
事
情
で
、
天
明
八

年

(一

七
八
八
)
か
ら
七
年
間
契
約
で
三
代
目
伝

兵
衛
が
請
負
っ
た
。
場
所
請
負
人
の
村
山
家
が
木

材
事
業
を
経
営
し
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。寛

政
元
年
の
ク
ナ
シ
リ
・
目
梨
の
乱
で
は
飛
騨

屋
が
責
任
を
問
わ
れ
飛
騨
屋
請
負
の
宗
谷
・国
後
・

蒜
多
布
・
厚
岸
・
釧
路
の
五
場
所
が
没
収
さ
れ
た
。

松
前
藩
は
そ
の
五
場
所
の
請
負
を
伝
兵
衛
に
命
じ

た
。
二
一代
目
伝
兵
衛
は
樺
太

・
斜
里
場
も
含
め
蝦

夷
地
三
五
場
所
を
請
負
う
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
飛

騨
屋
と
村
山
家
の
関
わ
り
あ
る
時
代
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

円
〆
臼

「石狩町誌参考文献



ハ
円
「
飛
騨
屋
石
狩
山
伐
木
図
」
(
部
分
)
(
宝
暦
年
間
頃
の
図
)

石
狩
川
口
付
近

川
口
左
岸
に
、
「
山
方
運
上
屋
」
「
排
財
天
」「
木
場
」
が
記
さ
れ
て
い

ゐ
娘
夫
地

{木
場
]

木
場
は
貯
木
場
、
も
し
く
は
木
材
の
切
り
出
し
場
の
こ
と
で
あ
る
。
石

狩
川
口
の
木
場
は
上
流
(
石
狩
山
)
で
切
り
出
し
た
木
を
筏
に
組
ん
で

豊
平
川
や
現
千
歳
川
か
ら
石
狩
川
本
流
に
流
し
て
川
口
の
木
場
に
集
め

ら
れ
、
そ
こ
か
ら
江
戸
・
大
坂
に
運
ば
れ
た
。

に)

石
狩
弁
天
社
の
手
水
鉢
(
平
成
二
六
年
三
月
石
狩
市
指
定
文
化
財
に
指
定
)

・
所
在
地
い
し
か
り
砂
丘
の
風
資
料
館
に
展
示

・
奉
納
年
月
日
寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)
三
月

・
大
き
さ
高
さ
五
六
叩
横
幅
六
九

m

奥
行
三
五

m

・
奉
納
者
江
戸
本
材
木
町
(
現
東
京
都
日
本
橋
)
小
林
庖
喜
兵
衛

〈
彫
字

v

寛
政
元
年
酉
三
月
吉
日
奉
納

江
戸
本
材
木
町
願
主
小
林
庖
喜
兵
衛

奥
州
南
部
大
畑
村

{
説
明
】
手
水
鉢
の
側
面
に
彫
ら
れ
た

「
南
部
大
畑
村
」
(
現
青
森
県
む
つ
市
)
は

木
材
業
経
営
者
飛
騨
屋
が
拠
点
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
飛
騨
屋
が
石
狩
山
伐
木

の
伐
木
を
請
負
い
、
南
部
か
ら
木
こ
り
を
豊
平
川
上
流
や
支
妨
湖
付
近
の
山
に
送

り
込
み
エ
ゾ
槍
の
伐
木
を
行
っ
た
。
伐
採
は
冬
に
行
わ
れ

一
定
の
規
格
に
加
工
し
、

春
に
雪
解
け
を
期
に
い
か
だ
に
組
ん
で
流
送
し
石
狩
川
口
の
木
場
に
集
め
ら
れ
、

江
戸

・
大
坂
に
移
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
関
係
で
、
こ
の
手
水
鉢
は
江
戸
本

材
木
町
で
材
木
を
扱
っ
て
い
た
小
林
庖
喜

兵
衛
が
飛
騨
屋
の
庖
の
あ
る
大
畑
村
に
手

水
鉢
の
作
製
を
依
頼
し
、
石
狩
弁
天
社
に

奉
納
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
前
頁
の
年
表
を
見
る
と
寛
政

三
年
は
村
山
伝
兵
衛
が
石
狩
山
の
請
負
を

任
さ
れ
て
い
る
時
(
天
明
八
年
か
ら
七
年

間
)
と
重
な
る
。
こ
の
手
水
鉢
は
明
治
七

年
石
狩
八
幡
神
社
が
、
石
狩
弁
天
社
の
あ
っ

た
現
在
地
に
遷
杷
し
た
時
か
ら
、
平
成

二
五
年
ま
で
の
一

三
七
年
間
、
石
狩
八
幡

神
社
の
手
水
鉢
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

(
側
面
)

丹
、

u

元石狩弁天社手水鉢



「
村
山
家
文
書
解
読
」

ト
ド
嶋
附
近
漁
業
慣
行
概
要

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

通
し
番
号

1
2
9
1

P 
1 

ト
マ
嶋
附
近
漁
業
慣
行
概
要

マ
シ
ヶ

L

，
.

石
狩
園
出
、
益
郡
ハ
往
古
益
毛
ト
称
ス
川
一
何
十
U
V
け
似

ス
宝
永
三
成
年
松
前
藩
ニ
於
テ
蝦
夷
地
ニ
石
狩
厚
田

益
毛
ノ
三
場
所
ヲ
設
ケ
其
家
臣
ノ
領
分
ト
定
メ
タ
ル

ニ
方
リ
下
園
野
宮
氏
ノ
支
配
ニ
属
シ
海
岸
南
ハ
「
ゴ
キ

ヒ
ル
川
」
北
ハ

「
ル
、
モ

ッ
ペ
」
川
ヴ
レ
ヲ
分
割
セ
リ
而
シ

テ
高
橋
源
兵
衛
氏
ノ
支
配
ニ
移
ル
ニ
際
シ
「
イ
ナ
ヲ
岬
」

以
北
ヲ
増
毛
領
ト
シ
「
ホ
ロ
モ
イ
」
ヲ
増
毛
ト
改
称
セ
シ

ハ
マ
マ
シ
ケ

ニ
由
リ
益
毛
ハ
漬
ノ
字
ヲ
冠
ラ
シ
メ
漬
益
毛
領
分
ト

公
称
セ
リ
故
ニ
沿
海
ノ
陸
地
ハ
「
イ
ナ
ヲ
岬
」
川
叶
け
か

山
川
町
一
一
岬
「
ゴ
キ
ピ
ル
」
川
中
央
ヲ
以
テ
南
北
他
郡
ニ
接

ス
ル
ノ
境
ト
シ
叫
川
村
…
…
鉱
山
一

4μ
川
位
以
M
酬
は
氏

pi円
ノ
臼

仰
湯
川
小
名
史
欽
害
よ
五
度
品
格
エ
仰
年
注
山
内
み
え
恥

+
み
常
品
川
3、
人
ネ
m
川
氏
』
丈
付
ナ
リ

7
ル
減
益
毛
M
M

一一
一川
L
V

純
一則一
M
M
は川町
ahuM
4
料
け
海
面
ハ
漁
扮
質

業
ヲ
替
ミ
来
リ
タ
ル
方
面
則
チ
従
前
他
二
階
碍
ヲ
血
(

ヘ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
還
タ
他
ノ
妨
害
ヲ
被
ム
リ
タ
ル
コ

ト
ナ
キ
範
囲
ニ
シ
テ
「
ト
、
嶋
」
附
近
ハ
該
方
面
一
一
匹
胎

村
山

耀

索
引
番
号
1
4
6
5

セ
リ
松
前
藩
ニ
於
テ
場
所
ヲ
設
ケ
タ
ル
ヨ
リ
年
所
ヲ

経
ル
コ
ト
百
九
十
年
ノ
後
明
治
二
年
八
月
十
五
日
ヲ

ハ
マ
マ
シ
ケ

以
テ
該
領
分
ニ
漬
益
ノ
郡
名
ヲ
命
セ
ラ
レ
石
狩
図
ニ

編
入
セ
ラ
ル
、
モ
高
橋
源
兵
衛
氏
支
配
後
未
タ
曽
テ

領
分
ノ
境
域
ヲ
愛
更
ス
ル
コ
ト
無
シ
仰
崎
似
一
泊
料

品
川
れ
判
決
ニ
於
テ
小
貫
孟
和
氏
ヲ
仇
シ
テ
主
投
ス
ル
処

ナ
リ
ト
叫
叫
毛
す
イ
ナ
ヲ
岬
以
命
え
ニ
+
何
ヲ
此
ル
宮

ヲ
フ
イ
ニ
札

-aス
ル
ハ
之
カ
返
品
仲
ヲ
M
H
ニ
セ
ス
長
シ

イ
ナ
ヲ
岬
ヲ
フ
イ
同
ハ
峰
山
今
/
点
后
嵯
峨
ト
シ
テ
定

‘zr
，
‘，ヘ
LT

h

・v
a
ゐ・
'νh'一w
、，‘，
iEf
』
F
d

制
川
削
一
三
川
仰
と
η
い
り
一
万
一
州
漁
狐
ハ
宝
永
年
度

以
来
三
場
所
ノ

一
タ
ル
コ
ト
ハ
歴
史
ニ
徴
シ
テ
顕
著

ナ
リ
ト
雄
モ
今
ヤ
数
百
年
ノ
後
ニ
在
リ
テ
土
人
ノ
緊

落
タ
ル
倉
時
ノ
状
況
ハ
之
ヲ
詳
悉
ス
ル
ヲ
得
ス
降
リ

テ
寛
政
年
間
ニ
在
リ
テ
松
前
藩
ノ
所
領
中
漁
業
請
負

人
タ
ル
伊
達
林
右
衛
門
氏
営
業
以
来
ノ
沿
革
慣
行
ヲ

叙
ス
ル
ニ
伊
達
氏
ニ
於
テ
漁
拐
ノ
種
類
ハ
練
鮭
鱒
海

鼠
姐
見
布
ノ
六
種
ニ
シ
テ
其
運
上
金
ハ
五
百
九
拾
両

ヲ
昇
ラ
ス
慶
感
ノ
度
荘
内
藩
ノ
所
領
ト
為
ル
ニ
当
リ

請
負
人
伊
達
氏
ハ
本
間
勇
助
氏
ト
更
替
ス
ル
モ
漁
扮

ノ
種
類
ハ
異
同
ア
ル
コ
ト
ナ
ク
濁
リ
運
上
金
ハ
千
五

百
九
拾
両
ニ
増
加
ス
ル
ノ
ミ
然
、
ン
テ
伊
達
氏
請
負
ノ

P
3
 

頃
漬
益
毛
領
北
方
ノ
境
界
「
イ
ナ
ヲ
岬
」
以
南

ス
ル
部
落
ヲ
撰
定
シ
テ
仰
が
4
ト
附
肘
れ
寸
州
…
附

見

通
行
家
ヲ
設
ケ
三
助
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
シ
テ
之
カ
留
守

番
タ
ラ
シ
メ
常
ニ
差
網
業
ヲ
以
テ
其
生
計
二
充
テ
タ

ル
モ
漁
法
整
ハ
ス
シ
テ
収
利
極
メ
テ
僅
少
ナ
レ
ハ
収

支
相
償
ヒ
難
ク
窓
ニ
於
テ
「
雄
冬
」
沖
ナ
ル
岩
礁
近
傍
ニ

誹
泳
出
没
ス
ル
海
馬
ヲ
捕
獲
シ
テ
生
計
ノ
歓
乏
ヲ
補

「
雄
冬
」

-14-

ト
称



ハ
シ
ム
ル
ニ
若
カ
サ
ル
ヲ
琵
見
シ
タ
リ
ホ
来
本
間
氏

請
負
ノ
業
ヲ
襲
ク
ヤ
慶
臆
三
卯
五
月
羽
後
人
佐
藤
重

吉
ヲ
シ
テ
通
行
家
番
人
タ
ラ
シ
メ
猶
ホ
差
網
並
海
馬

漁
ヲ
笹
マ
シ
メ
タ
リ
シ
カ
王
政
維
新
ニ
際
曾
シ
制
度

ノ
変
遷
ア
ル
ニ
遵
ヒ
明
治
五
申
年
重
吉
ニ
於
テ
更
ニ

海
馬
漁
ヲ
出
願
シ
テ
公
許
ヲ
得
随
テ
冥
加
金
ト
シ
テ

年
額
拾
回
ヲ
納
付
シ
同
二
十
一

年
迄
斯
業
ヲ
継
続
セ

リ
固定
レ
ハ
則
チ
「
雄
冬
」
沖
岩
礁
ヲ
シ
テ
「
重
吉
ト
J

嶋
」
ト

通
称
ス
ル
ニ
至
レ
ル
源
因
ナ
リ
ト
ス
量
二
本
道
鷹
地

理
課
ニ
於
テ
調
製
セ
一
フ
レ
タ
ル
地
形
図
ニ
右
岩
礁

へ
「
ト
J

嶋
」
ト
字
名
ヲ
掲
ケ
ラ
レ
タ
ル
ハ
葦
シ
コ
ノ
通

称
ヲ
採
納
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
子
又
胞
海
鼠
漁

ハ
伊
達
氏
請
負
ノ
時
二
在
リ
テ
ハ
其
製
品
ヲ
長
崎
港

ニ
回
送
シ
支
那
ニ
輸
出
ス
ヘ
キ
種
類
ナ
レ
パ
幕
府
御

用
荷
物
ト
唱
ヘ
入
稼
人
ノ
漁
獲
ヲ
禁
シ
専
ら
受
負
人

ノ
直
営
漁
携
ニ
属
サ
レ
タ
リ
当
時

「雄
冬
」
沖
ノ
岩
礁
ハ

車
ニ
「
雄
冬
ノ
嶋
」
ト
称
シ
u
肘
モ
姐
員
海
鼠
ノ
栖
息
ニ
適

ヲ
置
カ
レ
同
三
午
年
更
ニ
東
京
芝
増
上
寺
ノ
支
配
ト

ナ
ル
モ
本
間
氏
ノ
漁
業
ハ
依
然
断
行
シ
同
五
申
年
増

上
寺
支
配
ヲ
陵
シ
再
ヒ
演
益
出
張
所
ヲ
置
カ
レ
現
品

税
施
行
ア
ル
ニ
至
リ
テ
飽
貝
輪
捕
ノ
訂
約
ハ
消
滅
シ

一
般
各
自
ノ
捕
獲
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
現
ニ
漬
益
郡
漁
業

組
合
ハ
胞
突
期
節
制
限
ヲ
規
約
シ
本
道
膳
長
官
ノ
認

可
ヲ
受
ケ
(
貫
施
ス
ル
所
ナ
リ
又
鯨
漁
ハ
往
昔

「雄
冬
」
沖

ニ
於
テ
豊
多
ナ
リ
シ
コ
ト
ヲ
停
フ
ル
モ
口
碑
ニ
止
リ

之
ヲ
温
メ
ル
ニ
由
ナ
シ
明
治
九
年
群
別
村
長
谷
川
忠

助
船
頭
宮
本
里
四
郎
伊
藤
福
次
郎
松
山
石
松
等
ヲ
始

メ
建
網
拾
余
統
ヲ
準
備
シ

「
ト
ザ
嶋
」
附
近
へ
追
錬
漁
ヲ

試
ミ
タ
ル
ハ
維
新
後
該
方
面
ニ
於
ル
鯨
漁
ノ
濫
筋
ト

ス
爾
来
年
ヲ
追
フ
テ
出
漁
者
ヲ
増
加
ス
ル
モ
昔
時
枠

曳
ノ
困
難
ア
リ
テ
多
数
ノ
漁
具
ヲ
操
縦
ス
ル
ヲ
得
サ

リ
シ
カ
近
年
較
ヤ
軽
便
ナ
ル
川
崎
船
若
ク
ハ
鼠
船
ヲ

-15-

P
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シ
タ
レ
パ
之
カ
収
穫
モ
亦
多
量
ナ
リ
シ
コ
ト
ハ
現
ニ

渡
嶋
園
松
前
郡
福
山
町
二
住
ス
ル
片
桐
市
作
氏
ヨ
リ

申
継
キ
ヲ
得
タ
リ
例
制

MKm一
択
制
紅
M
b恥
村

μ
酎
一
片
一
川
本
間
氏
請
負
ノ
業
ヲ
襲
ク
ヤ
飽
漁
ハ
入

稼
人
ヲ
募
リ
テ
運
上
金
四
百
両
ヲ
徴
シ
貸
付
漁
場
ト

ナ
シ
渡
島
園
松
前
郡
福
山
生
符
町
総
社
堂
町
、
吉
岡
村

漁
夫
ヲ
シ
テ
毎
三
年
ノ
輪
捕
ヲ
訂
約
シ
「
雄
冬
」
通
行
家

番
人
重
吉
ヲ
シ
テ
密
漁
者
ヲ
監
セ
シ
メ
タ
リ
明
治
二

巳
年
十
一
月
請
負
人
膝
セ
ラ
レ
開
拓
使
演
益
出
張
所

P
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利
用
シ
漸
次
組
合
ヲ
器
ケ
テ
営
業
ス
ル
ノ
容
易
ナ
ル

ニ
至
レ
リ
偶
々
明
治
二
十
四
年
五
月
組
合
員
出
漁
中

暴
風
ニ
遭
遇
シ
隣
郡
増
毛
地
方
ニ
避
難
シ
該
嶋
ノ
漁

況
ヲ
談
話
シ
タ
ル
ニ
因
リ
増
毛
郡
組
合
ニ
於
テ
始
メ

テ
「
ト
マ
嶋
」
附
近

一
帯
ノ
海
面
ハ
練
魚
ノ
群
来
ア
ル
コ

ト
ヲ
聞
知
シ
突
然
鼠
船
大
漁
丸
ヲ
率
ヒ
テ
浸
漁
を
試

ミ
タ
リ
右
漬
益
郡
組
合
従
来
営
業
医
域
ヲ
践
醐
セ

ラ
レ
タ
ル
ノ
起
頭
ナ
リ
ト
ス
此
際
我
カ
組
合
ハ
穏
和

ニ
制
止
ス
ル
モ
彼
ハ
之
ヲ
拒
マ
ス
シ
テ
退
散
ス
ル
ノ

ミ
ナ
リ
シ
カ
逐
年
網
数
ヲ
加
へ
且
種
々
ノ
謀
客
ヲ
逗

フ
シ
遂
ニ
我
カ
組
合
建
網
場
タ
ル
字
「
タ
ン
パ
ツ
ケ
」
沖



迄
凱
観
ス
ル
ノ
勢
況
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
リ
年
々
多
少
ノ

紛
争
ヲ
絶
タ
サ
ル
モ
「
ト
ず
嶋
」
ノ
所
属
ヲ
争
ヒ
漁
槌
ヲ

主
張
ス
ル

コ
ト
ナ
ク
盟
主
漁
利
ヲ
食
ル
ニ
外
ナ
ラ
ズ

既
ニ
昨
二
十
九
年
三
月
ニ
於
テ
両
組
合
頭
取
ノ
問
ニ

於
テ
照
復
ノ
末
増
毛
郡
漁
業
組
合
ハ
演
誰
郡
漁
業
組

合
員
ノ
営
業
上
陸
碍
ヲ
為
ス
カ
如
キ
モ
ノ
無
之
様
懇

諭
セ
シ
趣
確
菩
ア
ル
ニ
モ
拘
ラ
ス
量
料
ン
ヤ
同
年
五

月
二
十
一
日
「
ト
ザ
嶋
」
附
近
沖
合
ニ
於
テ
彼
我
ノ
衝
突

ア
リ
為
メ

ニ
該
漁
期
ハ
各
所
轄
郡
街
吏
員
並
警
官
ノ

出
張
ア
リ
懇
諭
ス
ル
ニ
官
造
調
査
ヲ
要
ス
ベ
キ
廉
ア

ル
ニ
付
当
期
限
ハ
増
毛
郡
漁
業
者
ノ
入
込
ヲ
叫
酌
ス

ベ
キ
ノ
旨
ヲ
以
テ
セ
ラ
レ
タ
リ
此
際
我
カ
組
合
ニ
於

テ
官
諭
ヲ
峻
拒
ス
ル
ト
キ
ハ
献
テ
彼
カ
暴
挙
ヲ
煽
動

正
ニ
我
カ
組
合
ノ
享
有
ス
ル
庭
ナ
リ

前
叙
ヲ
約
言
ス
ル
ト
キ
ハ
「
ト
マ
嶋
」
並
附
近
沖
合
ハ

通
行
家
番
人
重
吉
ナ
ル
モ
ノ
海
馬
ヲ
猟
誕
シ
タ
ル
ニ

原
因
セ
ル
名
称
ヲ
不
朽
ニ
停
へ
其
岩
礁
ハ
幕
府
御
用

ノ
干
飽
煎
海
鼠
製
造
ノ
資
ニ
充
ヘ
キ
水
族
ノ
相
息
ニ

適
ヒ
請
負
人
直
接
ニ
営
業
シ
来
リ
タ
ル
漁
場
ナ
リ
鯨

猟
ニ
閲
シ
テ
ハ
明
治
九
年
以
降
演
益
郡
漁
業
組
合
ノ

追
鯨
匝
地
ト
シ
テ
十
有
余
年
間
他
ノ
妨
碍
ヲ
被
ム
リ

タ
ル
コ
ト
ナ
ク
賓
ニ
漬
益
郡
漁
業
者
ニ
於
テ
公
認
ヲ

経
タ
ル
既
得
ノ
漁
権
ヲ
行
使
ス
ル
コ
ト
オ
得
ベ
キ
範

囲
タ
ル
コ
ト
ヲ
疑
ハ
ス
加
持
其
所
属
ニ
於
テ
ハ
海
岸

「雄
冬
」

P
A
F
O
 

ス
ベ
キ
哉
ノ
庇
ヲ
抱
キ
臨
機
不
得
止
シ
テ
「
ト
マ
島
」
附

近
追
鯨
漁
ニ
限
リ
官
諭
ニ
雌
シ
偏
ニ
調
査
ノ
結
了
ヲ

寛
望
ス
ル
ノ
ミ
然
ル
ニ
増
毛
郡
漁
業
組
合
ハ
陰
カ
ニ

「
ト
ず
毘
」
ノ
所
属
未
定
ナ
ル
ノ
論
端
ヲ
惹
キ
起
シ
タ
ル

ニ
依
リ
官
辺
ノ
調
査
ハ
荏
再

一
星
霜
ヲ
経
過
シ
テ
決

ス
ル
庭
ナ
ク
伺
等
未
整
理
ナ
ル
旨
ヲ
以
テ
重
、
ネ
テ
懇

論
ア
ル
ノ
末
本
年
ノ
漁
期
モ
亦
客
歳
漁
期
ノ
例
ヲ
強

行
セ
ラ
ル
、
ニ
至
レ
リ
従
来
該
嶋
附
近
ニ
於
テ
彼
我

入
曾
稼
業
ノ
慣
習
ハ
絶
テ
之
レ
無
ク
特
ニ
客
歳
以
降

強
テ
官
諭
ア
ル
ニ
針
シ
一
時
我
カ
漁
業
組
合
ノ
索
望

ヲ
携
メ
復
タ
慣
行
ニ
搬
ラ
ス
臨
機
入
込
稼
行
ヲ
叫
酌

シ
剰
へ
巨
万
ノ
漁
利
ヲ
割
与
シ
タ
ル
ニ
止
リ
二
十
余

年
連
綿
シ
タ
ル
我
カ
漁
権
ハ
竃
厘
モ
傷
害
セ
ラ
レ
ス

P
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園
郡
界
タ
ル
「
イ
ナ
ヲ
岬
」
ヨ
リ

一
向
日
正
シ
テ
我
カ
園
郡
ニ

隷
属
ス
ヘ
キ
ヲ
疑
ハ
ザ
ル
ハ

一イ
ナ
ヲ
岬
一
「
雄
冬
」
間
ノ
距

離
二
十
町
程
ノ
海
面
ニ
露
出
ノ
嶋
此
則
チ
岩
礁
ナ
レ

ハ
測
器
ヲ
要
セ
ズ
シ
テ
元
演
益
毛
領
分
タ
ル
ヲ
測
断

ス
ル
ニ
足
レ
リ

po
 

明
治
三
十
年
九
月

日
調

北
海
道
石
狩
図

漬
益
郡
漁
業
組
合



{解
説
}

こ
の
文
書
は
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
村
山
家
文
書
」

に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
明
治
三

O
年
九
月
に
当
時
の
街
、
益
郡
漁
業
組
合

が
作
成
し
た
雄
冬
の
ト
ド
嶋
附
近
の
慣
行
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

松
前
薄
は
宝
永
三
年
(
一
七

O
六
)
、
西
蝦
夷
地
に
石
狩
、
厚
田
、
マ
シ
ケ
(
益

毛
)
の
三
場
所
を
設
け
た
。
こ
の
う
ち
マ
シ
ケ
場
所
は
現
在
の
石
狩
市
浜
話
区
と

増
毛
町
を
一
円
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
正
確
な
区
画
と
し
て
、
北
は
ル
ル
モ
ツ

ペ
(
留
萌
)
境
と
南
は
ト
ミ
サ
ン
ベ
ツ
の
ア
イ
カ
ッ
プ
岬
ま
で
と
さ
れ
、
広
い
区

域
で
あ
っ
た
。

松
前
藩
は
浜
益
川
河
畔
に
生
息
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
人
の
全
戸
を
へ
ロ
キ
カ
ル
ウ
シ

(
元
モ
イ
村
・
現
浜
益
支
所
の
あ
る
地
区
)
に
移
転
さ
せ
、
こ
の
地
に
マ
シ
ケ
場

所
と
い
う
名
称
を
付
け
、
藩
の
知
行
地
と
し
、
知
行
主
は
松
前
藩
士
下
回
要
季
が

当
た
り
、
幕
末
時
期
ま
で
下
国
家
が
継
承
し
た
。

天
明
五
年
(
一
七
八
五
)
、
松
前
藩
は
マ
シ
ケ
場
所
を
二
分
し
、
雄
冬
岬
北
の

地
ホ
ロ
ト
マ
リ
に
マ
シ
ケ
場
所
を
設
け
、
雄
冬
岬
か
ら
南
、
ト
ミ
サ
ン
ベ
ツ
、
ア

イ
カ
ッ
プ
岬
ま
で
の
区
域
を
マ
シ
ケ
に
ハ
マ
の
字
を
加
え
て
ハ
マ
マ
シ
ケ
と
称
し

た
。寛

政
二
年
(
一
七
九

O
)
、
ハ
マ
マ
シ
ケ
場
所
の
区
域
は
南
は
送
毛
、
尻
苗
を

越
え
て
ゴ
キ
ピ
ル
川
ま
で
と
改
め
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
ハ
マ
マ
シ
ケ
の
区
域
は
北

は
雄
冬
よ
り
南
は
波
容
一
ま
で
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
伊
達
林
右
衛
門
が
両
場
所

請
負
っ
た
。

浜
益
海
岸
に
は
む
か
し
か
ら
ト
ド
が
多
数
出
没
し
て
い
た
よ
う
で
、
雄
冬
も
そ

の
群
棲
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
寛
政
八
年
、
ハ
マ
マ
シ
ケ
運
上
屋
は
雄
冬
に
通
行

家
を
設
け
、
三
助
と
い
う
者
を
雇
っ
て
番
人
と
し
た
。
三
助
は
春
に
は
腕
刺
網
を

行
い
、
そ
の
暇
を
見
て
は
ト
ド
の
猟
を
し
て
生
計
の
補
給
を
し
て
い
た
。

安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
、
蝦
夷
地
の
笠
備
を
目
的
と
し
て
幕
府
の
命
を
受
け

た
庄
内
藩
が
ハ
マ
マ
シ
ケ
に
本
陣
を
構
え
た
。
慶
応
元
年

(一

八
六
五
)
五
月
、

ハ
マ
マ
シ
ケ
場
所
請
負
人
伊
達
林
右
衛
門
が
場
所
請
負
を
放
棄
し
、
中
川
鹿
本
間

要
助
が
場
所
を
請
負
っ
た
。
中
川
屋
は
羽
後
の
住
人
佐
藤
重
吉
を
雇
っ
て
雄
冬
通

行
家
番
人
を
行
わ
せ
て
い
た
。
佐
藤
重
吉
は
鯨
刺
網
と
、
ト
ド
猟
を
許
可
さ
れ
前

の
番
人
三
助
同
様
鯨
刺
制
の
か
た
わ
ら
矛
を
操
っ
て
雄
冬
沖
の
島
(
岩
礁
)
で
ト

ド
猟
を
行
っ
て

い
た
。

佐
藤
重
吉
に
よ
る
ト
ド
猟
は
、
明
治
二
十

一
年
ま
で
続
い
た
。
重
吉
が
ト
ド
猟
を

し
た
烏
は
「
重
吉
ト
ド
島
」
と
呼
ば
れ
、
ト
ド
島
(
海
馬
島
)
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

明
治
の
初
年
頃
の
浜
益
の
鯨
漁
は
前
浜
沖
の
建
場
で
網
を
建
て
て
漁
を
し
て
い

た
が
、
鯨
の
乗
網
率
が
か
ん
ば
し
く
な
く
、
建
場
所
を
離
れ
て
他
の
地
域
に
鯨
を

追
っ
て
漁
業
を
行
う
追
腕
漁
が
明
治
九
年
頃
か
ら
浜
益
で
も
取
り
入
れ
る
よ
う
に

な
り
雄
冬
の
「
ト
ド
島
附
近
は
鯨
の
好
漁
場
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
ト
ド
島
の
追
錬

漁
を
巡
っ
て
浜
益
村
と
増
毛
村
の
錬
漁
師
の
聞
で
紛
争
が
お
こ
っ
た
。
こ
れ
を
後

に
「
雄
冬
事
件
」
と
称
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
は
明
治
二
四

年

(
一
八
九
こ
五
月
、

ト
ド
島
付
近
に
追
練
出
漁
し

た
浜
益
漁
業
者
が
、
た
ま
た
ま
南
東
の
強
風
に
遭
い
、
増
毛
領
内
雄
冬
に
避
難
し

凪
を
待
っ
て
い
た
。
こ
の
避
難
し
た
浜
益
の
漁
夫
と
増
毛
領
雄
冬
の
漁
民
の
間
で
、

避
難
の
状
況
や
腕
漁
の
状
況
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
浜
益
漁
夫
は
「
ト
ド
島
附
近

は
腕
の
好
漁
場
」
と
い
う
話
を
し
た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
増
毛
雄
冬
領
の
漁
業
者

は
凪
を
見
て
向
島
附
近
に
出
漁
投
網
し
て
見
る
と
、
予
想
以
上
に
鯨
の
群
来
で
最

高
の
漁
場
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
本
来
増
毛
の
漁
業
者
が
ト
ド
島

附
近
で
投
網
す
る
こ
と
は
、
密
漁
行
為
で
あ
り
、
浜
益
の
抗
議
で
退
去
し
た
。
し

か
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ま
た
出
漁
と
い
う
こ
と
で
、
紛
争
が
絶
え
る
こ
と
が
な

い
事
態
に
発
展
し
た
。

当
時
の
古
老
の
話
に
よ
る
と
、
追
鯨
出
漁
船
に
は
小
石
を
積
み
増
毛
漁
船
と
の

簡
易
石
合
戦
を
行
い
、
ま
た
船
頭
の
中
に
は
日
本
刀
を
所
持
し
て
出
漁
し
た
と
も

い
わ
れ
て
い
た
。
明
治
二
十
九
年
(
一
八
九
六
)
三
月
、
浜
益
漁
業
組
合
は
、
こ

の
事
実
を
管
轄
の
札
幌
外
九
郡
長
に
訴
え
、
そ
の
制
裁
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
年
度
内
解
決
に
は
到
ら
ず
、
翌
明
治
三

O
年
(
一
八
九
七
)
一

O
月、

両
漁
協
は
ト
ド
島
地
域
を
「
雄
冬
海
馬
嶋
追
腕
漁
業
入
会
区
域
」
と
す
る
調
停
案

司-



を
定
め
、
入
会
規
約
を
締
結
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
漁
場
紛
争
も
解

決
さ
れ
た
。

こ
の
文
書
は
「
ト
ド
嶋
」
に
関
わ
る
鯨
漁
の
歴
史
的
経
緯
が
記
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
貴
重
な
も
の
と
考
え
る
。
と
く
に
浜
益
領
と
増
毛
領
の
境
界
が
「
イ
ナ
ヲ
岬
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

『浜
益
村
史
』
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

※
文
書
の
行
書
体
で
表
し
た
部
分
は
、
説
明
を
加
え
た
部
分
で
割
注
で
表
記
さ
れ

て
い
る
部
分
で
あ
る
。
P
の
数
字
は
文
書
の
罫
紙
の
順
番
で
あ
る
。

2001日!

海
鳥
鳴

A
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山
内
い

|
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{
説
明
】

ハ
マ
マ
シ
ケ
領

(浜
益
)
と
マ
シ
ケ
領

(増
毛
)
の
境
界
に
当
た
る

「イ
ナ
ヲ

岬
」
は
、
現
在
の
雄
冬
地
区
内
の
浜
益
区
、
増
毛
町
の
境
界
地
点
に

一
致
す
る
。



石
狩
川
沿
い
の
ア
イ
ヌ
地
名

(2) 

マ
ク
ン
ベ
ツ

井
口

利
夫

地
名
マ
ク
ン
ベ
ツ
を
残
そ
う
と
し
た
配
慮
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
が
、

狩
川
そ
の
も
の
で
、
元
々
の
地
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ミ白

石

狩

川

改

形

似

バ

修

工

事

前

の

地

引

ク

。

明

治

二

O
年

の

引

マ

頃

日

「

M

代
の
地
図
(
図

川

目

引

約

2
)
を

見

る

以

汁

の

の

:

、

日ー

らf

什

1
地

る

2

7

f

手

年

団

地

均

川

が

大

き

く

川

副

所

化

ル

曲

が

っ

て

囲

胎

広

町

枇

ま

れ

た

湿

地

f

側

バ

抄

の

中

に

川

が

品自一

p
-

い

4
2
E

一舶

M
W

と

あ

っ

て

、

こ

川市
付

汁

こ

に

「
マ
ク

ン
ベ
ツ
」
と
書
か

れ
て
い
る
の
が
分

か
り
ま
す
。
こ
れ

が

元

々

の

川

の

名

だ

っ

た

よ

う

で
、
こ
の
川
の
一

部
は
、
ど
う
や
ら

現
在
も
ゴ
ル
フ
場

の
中
に
わ
ず
か
に

残
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

前
回
に
も
紹
介

し
た
伊
能
間
宮
図

(
図

3
。
約
二
百

ー__，I --

一
図2図3 r伊能間宮図J

(1800年代に魔宮林蔵が測量)

図2と同じ川に「ホロマクンベツ」と書かれている。

此
処
は
旧
石

ハ
可
d



年
前
、
文
化
一

0
年
代
の
間
宮
林
裁
の
測
量
に
よ
る
)
に
も
こ
の
川
が
描
か
れ
て

い
て
、
こ
こ
で
は
「
ホ
ロ
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
(
こ
の
図
の
地
名

に
何
故
「
ホ
ロ
」
が
付
い
て
い
る
の
か
は
後
で
述
べ
ま
す
)
。

(2
)
マ
ク
ン
ベ
ツ
と
は
何
か

ア
イ
ヌ
時
代
の
元
々
の
地
形
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
「
マ
ク

ン
ベ
ツ
」
と
い
う
ア
イ
ヌ
語
の
地
名
が
ど
う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
か
を
推
測
す
る

の
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

山
田
秀
三
の

『北
海
道
の
地
名
』
(
以
下
、
山
田
地
名
)
に
は
石
狩
市
の
マ
ク

ン
ベ
ツ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宗
谷
の
幕
別
(
マ
ク
ン
ベ
ツ
)
と
十
勝
の
幕
別
(
ま

く
べ
つ
)
町
の
項
に
「
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
の
解
説
が
あ
り
ま
す
。

〈宗
《
ロ
の
幕
別
〉

・
:
道
内
各
地
に
マ
ク
ン
ベ
ツ
(
注
l
)
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
桐

流
州
引
剣
州
判
対
川
州
制
司

1
d
u伺
寸
引
剖
刈
刻
淵
剖
制
U
引
川
刻
川
釧

の
名
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
山
側
に
入
っ
て
い
る
川
」
と
い
う
意
味
で
マ
ク
ン

ベ
ッ
と
呼
ん
で
い
た
。

:
:
:
(
傍
線
H
井
口
)

注
l

ア
イ
ヌ
語
で
は
清
音
と
濁
音
の
区
別
が
な
い
の
で
、
「
ベ
ツ
」
で
も

「
ペ
ツ
」
で

も
意
味
は
同
じ
で
す
。
ペ
ツ
の
ア
イ
ヌ
語
宮
門
は
、
「
t
」
で
終
わ
っ
て
い
て
母
音

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
イ
ヌ
語
の
表
記
で
は
「
t
」
で
終
わ
る
場
合
は
小
文
字
の
「
ツ
」

で
表
す
の
が
慣
例
で
す
。
以
下
、
ア
イ
ヌ
語
そ
の
も
の
を
表
す
場
合
は
小
文
字
で

書
く
こ
と
に
し
ま
す
。

〈十
勝
の
幕
別
町
〉

:
少
し
前
ま
で
は
、
こ
の
字
を
書
い
て
「
ま
く
ん
べ
つ
」
と
呼
ん
で
い

た
の
だ
が
、
後
に
漢
字
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
現
称
に
な
っ
た
。
こ
の
町
内
に

あ
っ
た
マ
ク
ン
ベ
ッ
「
B
島

tg，U
E
・
後
(
山
の
方
)
に
・
あ
る
(
入
っ

て
い
る
)
川
」
か
ら
出
た
名
で
あ
ろ
う
。

大
川
の
分
流
が
山
側
を
回
っ
て
ま
た
本
流
に
合
し
て
い
る
場
合
に
、

そ
の

分
流
を
こ
の
言
葉
で
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
、
:
:
:
大
川
筋
に
は
方
々
に
あ
っ

た
名
で
、
す
ぐ
下
流
、
豊
頃
町
に
入
っ
た
処
に
も
あ
っ
た
が
、
幕
別
町
の
名

の
も
と
に
な
っ
た
マ
ク
ン
ベ
ッ
の
記
憶
は
ひ
ど
く
お
ぼ
ろ
げ
に
な
っ
て
い

る
。
:
・

地
形
と
し
て
の
意
味

町
名
の
元
に
な
っ
た
幕
別
町
で
す
ら
、
元
の
ア
イ
ヌ
語
の
地
名
に
つ
い
て
の
記

憶
が
お
ぼ
ろ
げ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
幸
い

「
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
の
地
名
は

道
内
各
地
に
残
っ
て
い
て
(
注
2
)
、
そ
の
共
通
す
る
地
形
は
山
田
秀
三
の
解
説

に
あ
る

「本
流
か
ら
分
か
れ
た
小
分
流
で
、
少
し
行
っ
て
ま
た
本
流
と
合
し
て
い
る
川

筋
」
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

注
2

「
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
の
地
名
は
、
氷
田
方
正
の
「
北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解
』

(以
下
、

永
田
地
名
解
)
で
は
7
ヵ
一
的
採
録
、
松
浦
武
四
郎
の
『
東
西
蝦
爽
山
川
地
理
取
調
図
』

(
以
下
、
松
浦
山
川
図
)
で
も
叩
ケ
所
以
上
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
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は
帯
広
の
例
で
、
本
流
か
ら
外
れ
て
寄
り
道
を
し
て
か
ら
再
び
合
流
し
て
い
る
こ

と
か
ら
「
道
草
川
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
石
狩
市
の
マ
ク
ン
ベ
ツ
の
場

合
は
、
図
で
見
る
と
お
り
石
狩
川
が
大
き
く
蛇
行
す
る
部
分
に
あ
っ
て
、
古
く
か

ら
船
路
の
近
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、
早
田
の
云
う
よ
う
な
「
道
草
川
」

で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
近
道
川
」
で
す
。

い
ず
れ
も
各
地
に
共
通
す
る
よ
う
な
ピ
ッ
タ
リ
の
訳
語
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
語
で
表
す
適
当
な
訳
語
が
無
け
れ
ば
、
少
々
回
り
く
ど
い
表
現
に
な
り
ま
す
が
、

岡
部
方
幾
や
山
田
秀
三
の
解
説
の
よ
う
に
説
明
す
る
他
な
い
で
し
ょ
う
。
(
小
生

は
密
か
に

「
出
戻
り
川
」
が
ピ
ツ
タ
リ
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う

も
語
感
が
良
く
な
い
の
か
、
御
賛
同
を
得
て
い
ま
せ
ん
)
。

山
田
秀
三
は
「
マ
ク
ン
ベ
ツ
」

マ
ク
ン
ベ
ツ

H
E呉

'g，
uz

「
後
(
山
の
方
)
に

・
あ
る

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

知
里
真
志
保
の
『
地
名
ア
イ
ヌ
語
小
辞
典
』
(
以
下
、
知
里
小
辞
典
)

百

件

ま

ク

う

し

ろ

、

奥

、

山

手

。
(対
↓

包
)
。

目
鼻

'E
マ
く
ン

《
完
》
奥
に
あ
る
(
奥
に
ゆ
く
)
、
後
に
あ
る
。

と
あ
り
ま
す
。
山
田
秀
三
の
「
山
側
に
入
っ
て
い
る
川
」
と
い
う
解
説
は
、
こ
の

知
里
真
志
保
の
語
源
解
説
を
踏
ま
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
地
名
の
説
明
と

し
て
は
意
味
が
ピ
ッ
タ
リ
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
ア
イ
ヌ
語
の
意
味
と
地
名
の
付
い
た
古
い
時
代
の
意
味
と
は
変
わ
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
「
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
と
い
う
ア
イ
ヌ
語
は

長
い
間
に

「普
通
名
詞
」
と
し
て
使
い
込
ま
れ
て
、
語
源
と
は
少
し
離
れ
た
意
味

の
地
形
を
指
す
言
葉
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

の
ア
イ
ヌ
語
の
語
源
に
つ
い
て
、

(
入
っ
て
い
る
)
・
川
」
か
ら
出
た
語
、

で
は
、

マ
ク
ン
ベ
ツ
は
古
い
石
狩
川
の
跡

ア
イ
ヌ
語
の
語
源
解
釈
は
し
っ
く
り
し
な
い
と
し
て
も
、

石
狩
川
の
ア
イ
ヌ
地

る流名
分なの 「
流お地マ
で、名ク
は石でン
な狩あベ
く市るツ

の予」

古マとが
いクは
時ン確本
代ベか流
のツでか
石はしら
狩洪よ分
) 11水う岐
本な 。し
流どて
ののま
痕たた
跡め本
だに流
つーに
た時合
こ的流

六年記 垣であい道川か すものとに す
ゴ(」 西、つうだのらま 2 明 結は出 る

間 学来よ
以一文蝦遠 た伝つ 古 、たすら果術た
七八化夷山よ聞たい石古てかか調単 な
にO 三 日村うがと河狩く u でら査な 支

10 
メ

図5 マクンヘツ附近の石狩川の河道の変遷

「河道変遷図J(科学技術庁 1961)

何本かひかれた曲線は石狩川の古い河道の跡

で、マクンベツが石狩川の古い時イtの河道だ‘っ

たことカfわかる。

円，
b

遠
山
村
垣
)
に
も
、

「
マ
ク
ン
ベ
ツ
川
幅
七
八
間

右
剖
矧
側
副
川
に
て
、

当
時
川
瀬
の
右
の
方
(
注
目
左
岸
)
に
有
之
、
本
川

迄
の
間
雑
木
口
口
菰
等
生
ひ
立
候
洲
有
之
、
船
右
川
を
漕
抜
て
凡
六
七
町
に

て
本
川
え
出
、
:
・
:
(
傍
線
、
注
H
井
口
)
」

と
あ
り
、
石
狩
川
の
昔
の
流
れ
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
起
源
を
持
つ
川
で
す
か
ら
、
百
年
や
二
百
年
で
容
易
に
流
路
の
変

わ
る
よ
う
な
こ
と
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
の
旅
行
者
は
遠
回
り

に
な
る
本
流
側
を
通
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
マ
ク
ン
ベ
ツ
の
方
を
通
っ
て
い
ま

す
。
川
の
大
き
さ
に
つ
い
て
の
記
録
も
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、



ミ

図 6 r西蝦夷地イシカリ御場所略絵図j

安政年間の図。「蝦夷全地Jより手写。島が二つ

捕かれていて、「ホンマクンへツJとt生かれている。

調隆弘 i・ik; 
骨骨j 

g u  
fJ今宝珠.jA'仇'1-.
~片手ゐ

図 7 r飛騨屋久兵衛石狩狩山伐木図j

下呂町戴。宝暦年間 (1750年代)の図。日は

一つしか描かれていないが、本流側に 「小マ

コ別Jと舎かれている。

でと
すあ
。 つ 長川

てさ l幅
、はは

|幅
は 2
4 六七忠
j 一、、1，1-1
七八村18 

m 町間垣

(再
航
)

(

観
図
録
)

十

間

・

二

間

二
十

丁

・

十

町

以

上

長
さ
は

1
1
2
Mと
、
数
字
は
か
な
り
ば
ら
ば
ら

(
3
)
「ポ
ロ
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
と
「
ポ
ン
マ
ク
ン
ベ
ツ
」

伊
能
間
宮
図
に
あ
る
「
ホ
ロ
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
は
旅
行
記
な
ど
に
「
マ
ク
ン
ヘ
ツ
」

「
ま
ご
べ
つ
」

「
マ
コ
ン
ベ
ツ
」
な
ど
と
し
て
頻
繁
に
で
て
く
る
川
と
同
じ
川
を
指

し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
何
故
、
伊
能
間
宮
図
で
は
単
に
マ
ク
ン
ベ
ツ
で
は
な
く
、
ホ
ロ
マ

ク
ン
ベ

ツ
と
「
ホ
ロ

(ポ
ロ
)
〈

u
o
g
H
大
き
い
」
が
付
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
理
由
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
江
戸
時
代
の
こ
の
附
近
の
細
か
い

地
形
や
忘
れ
ら
れ
て
い
た
幾
つ
か
の
ア
イ
ヌ
地
名
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
を
復
元
す
る
手
掛
か
り
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

-22-

ポ
ン
マ
ク
ン
ベ
ツ

古
文
書
や
古
図
の
中
に

「
ホ
ン
マ
ク
ン
ヘ
ツ
」
「
ほ
ん
ま
ご
べ
つ
」
と
い
う
地

名
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

安
政
年
間
(
一
八
五

O
年
頃
)
の
「
西
蝦
夷
地
イ
シ
カ
リ
御
場
所
略
絵
図
」
(図

6
)

に
「
ホ
ン
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
と
あ
り
、
こ
の
附
近
に
こ
の
地
名
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
が
、
こ
の
図
だ
け
で
は
何
処
を
指
す
地
名
か
は
判
断
が
で
き
ま
せ
ん
。

先
出
と
同
じ
文
化
三
年
の
遠
山
景
晋
の
別
の
記
録

『未
曾
有
後
記
」
に
は
、
石

狩
か
ら
遡
上
す
る
途
中
の
地
名
と
し
て
、

「
:
:
:
と
く
ひ
ら

・
よ
こ
し
べ
つ
・
剖
ゴ
ペ
斗
ィ
叫
刈
剖
斗
寸
A
4
・
と
う
や
う
し
・

は
っ
し
ゃ
ふ

・
び
と
い
・
し
か
な
ゐ
、
と
う
べ
つ
、
と
い
し
か
り
等
の
名
有
。

・
(傍
線
H
井
口
ご

と
あ
り
ま
す
。
地
名
の
順
か
ら
み
て

「
ま
ご
べ
つ
」
は
「
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
、
「
ほ
ん



ま
ご
べ
つ
」
は
「
ホ
ン
マ
ク
ン
ベ
ツ
H
ポ
ン
・
マ
ク
ン
ペ
ツ
」

思
わ
れ
ま
す
。

の
靴
り
の
よ
う
に

ま
た
宝
暦
年
間

(
一
七
五

0
年
代
)
と
さ
れ
る
「
飛
騨
庭
石
狩
山
伐
木
図
」

(図

7
)
に
は
島
は

一
つ
し
か
拙
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
島
の
本
流
側
に
「
小
マ
コ
別
」

と
舎
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
飛
騨
屋
石
狩
山
伐
木
図
に
あ
る

「小
マ
コ
別
」
の
「
マ

コ
別
」
は
マ
ク
ン
ベ
ツ
で
、
「
小
」
は
ポ
ン
H
ホ
ン
の
和
訳
と
考
え
れ
ば
、
「
小
マ

コ
別
」
は

「
ポ
ン
マ
ク
ン
ペ

ツ
」
を
和
名
化
し
た
地
名
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
「
ほ
ん
ま
ご
べ
つ
」
も

「
小
マ
コ
別
」
も
、
恐
ら
く
各
図
に
あ
る

本
流
側
の
方
の
川
名
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ポ
ン

・
マ
ク
ン
ベ
ッ
は
、
マ
ク
ン

ペ
ッ
に
対
し
て

「
小
さ
い
・
マ
ク
ン
ペ
ツ
」

の
意
味
で
、
本
家
の
マ
ク
ン
ベ
ツ
に
対
し
て
こ
う
呼
び
分
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

ぺ
守
二
持
制
渇

v
fい
γ
J
ょ

に
明
治
六
年
の
「
札

?
;
、
:
じ
一
g
¥イ
ィ
je
f-
-

)
幌
郡
西
部
図
」

J
1
ム
烈
湘
閥
組
側
湘
¥
シ

:一ト

・

刑

制

(図
8
)
を
見
る

し

1縁
潔
抑
料
制
御
料
湖
、
一
口

、よ

み
¥
戸

駅

と

、
川
曲
が
り

一YV-Y

人
J
iurvぐ
NRfv)
い
い
いi
灘
説
F

れい
か
内
冷
ハ
二
明

和

に

よ

っ

て

閤

ま

:一今一了
一ιγ人-可
欠
i
r
J給
路
醤
悩
号
、取ザ
、
・
(
わ

ヴバヘ

4
1品

講

じ

一

-YE--副
川

ふ

れ
た
土
地
(
こ

いれれ
一-建

京

支

何
人
二
一
?

一
醐

ご

の

よ

う

な

土

地

裁¥J¥iJfJLZ
一三

三

品

川

忠

郡

サ

れ

を

ア
イ
ヌ
語
で

応札
誠一
-
J
lj¥
-
JJdyJIX

溺
線

総

叡

ぷ

守

閣

は

砂

ヌ

タ

プ

と

い

う

)

れ
界

fトリ
-
J
1
iJ
i

九一家
機
コ
一H
Lが
、
マ
ク
ン
ベ

川
明
、
ベ

3ζ
ゃ

ー
ゾ

J
J

J
51
ト
ト'
J
J
U
Pペ
i
Mグ
組
館
陛
融
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川

、

1
e.e・-f¥pr
od-尚
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¥
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;
/
;
ai--一円、uvfur--サ
綴
図
Y

1

1

ツ
に
よ

っ
て
分

1
也

V-1
-ト

パ
u
d
J
;

一一
心

γ
，一二
二v
j

一九

け
い
れ
け

ら

れ

て

島

F

、L1
t

:

一Jelv
-

-

B
1
.7
・

z

ト

も

(洲
)
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
吏
に
ま
た
、
マ
ク
ン
ベ
ツ
と
本
流
の
問
に
別
の
小
さ

な
流
れ
が
あ

っ
て
、
こ
の
小
さ
な
川
に
よ

っ
て
、
マ
ク
ン
ベ
ツ
と
本
流
の
聞
の
島

(洲
)
は
大
小
2
つ
の
島

(洲
)
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

小
さ
な
方
の
川
の
名
が

「
ポ
ン
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の

-23-



(
4
)
マ
ク
ン
ベ
ツ
附
近
の
地
名
の
復
元

ポ
ロ
マ
ク
ン
ベ
ツ
や
ポ
ン
マ
ク
ン
ベ
ツ
の
他
に
も
、
こ
の
附
近
に
は
ア
イ
ヌ
地

名
や
、
ア
イ
ヌ
地
名
を
流
用
し
た
ら
し
い
漁
場
名
な
ど
が
い
く
つ
か
散
見
さ
れ
ま

す
。
こ
の
内
に
は
現
在
で
は
全
く
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
地
名
も
あ
る
よ

う
で
す
。
以
下
に
、
そ
う
し
た
地
名
も
探
し
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
が
か
っ

で
あ
っ
た
は
ず
の
場
所
を
検
討
し
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
永
田
地
名
解
に
あ
る

「
モ
シ
リ
レ
プ」

「
ポ
ロ
モ
シ
リ
ー

と
い
う
地
名
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
ア
イ
ヌ
地
名
は
、
永
田
地
名
解
で
は
「
石
狩
川
右
岸
」
の
項
の
末
尾

に
載
っ
て
い
る
の
で
、
マ
ク
ン
ベ
ツ
や
ポ
ン
マ
ク
ン
ベ
ツ
に
関
係
す
る
地
名
と
は

気
が
つ
か
な
か
っ
た
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
o
m
E江

(注

1
)
B
U

モ
シ
リ
レ
プ
沖
島
(
石
狩
河
口
ニ
在
ル
島
ナ
リ

此
島
ノ
北
流
即
チ
「
ワ
ク
カ
オ
イ
」
ナ
リ
、

石
狩
及
上
川
ニ
テ
ハ
川
ヲ
沖
(
レ
プ
)
ト

一
玄
フ
)

H
U
O
B
E
S
E
E

ポ
ロ
モ
シ
リ
大
島
石
狩
川
ノ
中
島

阿

U
S
E
S
E江
ポ

ン

モ

シ

リ

小

島

同

上

注
1

永
田
方
正
は

E
S
E
2
(語
尾
が
母
音
)
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
ア
イ
ヌ
語
の

表
記
と
し
て
は
正
し
く
は
ヨ
g
y
R
(
語
尾
が
子
音
)
で
す
。

ま
た
、

B
a
y
-吋・
5
u
に
な
る
と

5
3
7
R
の

r
の
後
に
・
5
u
の
r
が
続
く
の
で
、

5
2
E円
の

r
が
音
韻
転
化
し
て

n
に
な
り
、

5
8
Eロ
4
5℃
H

モ
シ
ン
レ
プ
と
発

音
さ
れ
ま
す
。
後
出
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
記
録
に
も
「
モ
シ
ン
レ
プ
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
地
名
と
し
て
も
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
ま
す
。

「
ポ
ン
モ
シ
リ
」

-24ー

永
田
方
正
は
こ
の

3
つ
の
地
名
を
石
狩
川

(
石
狩
郡
)
右
岸
の
最
後
に
載
せ
て

い
る
の
で
す
が
、

一
方
「
モ
シ
リ
レ
プ
」
の
説
明
で
は
、
河
口
近
く
の
旧
渡
船
場

の
付
近
の
洲
の
名
前
と
考
え
て
も
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
後
の

2
つ
の
地
名
に

つ
い
て
は
場
所
の
説
明
も
な
く
、
当
時
(
永
田
方
正
が
石
狩
郡
の
ア
イ
ヌ
地
名
調

査
を
し
た
の
は
明
治
二
二
年
の
こ
と
で
す
)
既
に
ど
こ
の
地
名
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



「
ポ
口
モ
シ
リ
」
と
「
ポ
ン
モ
シ
リ
」

マ
ク
ン
ベ
ツ
附
近
の
そ
の
他
の
地
名
に
つ
い
て
、
松
浦
武
四
郎
の

帳
」
に
あ
る
石
狩
川
の
川
筋
図
(
図
日
)
を
見
て
み
ま
す
。

こ
の
図
に
あ
る
「
マ
ク
ン
ヘ
ツ
フ
ト
」
「
マ
ン
ク
ン
ヘ
ツ
チ
ヤ
ロ
」
に
つ
い
て
は
、

先
に
紹
介
し
た
山
田
秀
三
の
十
勝
の
幕
別
町
の
解
説
の
後
半
に
、

「
そ
の
上
流
側
の
分
流
す
る
処
を
チ
ャ
ロ

(
S
R
口
)
で
、

下
流
の
合
流
す

る
処
を
プ
ツ

(UE
口
)
で
い
う
:
:
:」

と
あ
る
と
お
り
、
「
ヘ
ツ
フ
ト
(
ベ
ッ
プ
ツ
)
」
は
下
流
側
の
川
口

(川
尻
)、

「
ヘ

ツ
チ
ヤ
ロ
(
ペ
ッ
チ
ャ
ロ
)
」
は
上
流
側
の
川
口
を
意
味
し
ま
す
(
注
2
)。

注
2

川
口
(
川
尻
)
は
ア
イ
ヌ
語
で
ベ
ツ
プ
ツ
〈
官
庁
也
E
(川
・
口
)又
は
ペ
ッ
プ
ト
ゥ

〈官庁
'
u
EC
(
川
・
そ
の
口
)
と
一
玄
い
ま
す
。

マ
ク
ン
ベ
ツ
の
よ
う
に
上
流
・
下
流
の
両
方
に
口
の
有
る
場
合
、
上
流
の
方
の

口
を
ペ
ッ
パ
ル
音
色
，
U
R
(
川
・口
)
、
又
は
ペ
ツ
パ
ロ
〈
U
2・E円
O

(

川
・そ
の
口
)、

あ
る
い
は
ペ
ッ
チ
ヤ
ル
〈
宮
市
内
町
田
町
(
川

・口
)
、
又
は
ペ
ツ
チ
ャ
ロ

8
2tn
g円。

(川

・
そ
の
口
)
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

石
狩
地
方
で
同
様
の
呼
び
方
の
あ
る
例
を
あ
げ
る
と
、

〈モ
エ
レ
沼
〉

入
口
H

モ
ヱ
レ
ヘ
ツ
ハ
ロ

(※
へ
ツ
リ
ペ

ッ、

「
川
々
取
調

ハロ
H

パ
ロ
)

図 11 マクンベツ附近の川筋図

松浦武四郎 i)11々 取調帳」より部

分抄写。川筋はかなり変形して描

かれている。原因は川筋が太く描

かれていていて文字が見にくいの

で、 川筋を細くして写した。

出
口
日
モ
ヱ
レ
ヘ
ツ
フ
ト

(※
フ
ト
H

プ
ト
ゥ

・
プ
卜
)

〈
江
別
川

(千
歳
川
の
長
都
沼
よ
り
下
流
の
旧
川
名)〉

入
口
(
長
都
沼
)

U

イ
ベ
ツ
パ
ロ

出
口
(
石
狩
川
へ
の
合
流
点
)

H

イ
ベ
ツ
プ
ツ

が
あ
り
ま
す
(
池
田
一
九
九
六
、
井
口
二
O
O九)。

な
お
、
こ
の
図
に
は
「
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
の
地
名
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
上
述
の
と

お
り
、
下
流
側
川
口
に

「
マ
ク
ン
へ
ツ
フ
ト
(
マ
ク
ン
ベ
ツ

・
そ
の
川
尻
)」
、
上

流
側
川
口
に

「
マ
ク
ン
ヘ
ツ
チ
ヤ
ロ
(
マ
ク
ン
ベ
ツ
・そ
の
川
口
)
」
と
あ
る
の
で
、

こ
の
川
が
マ
ク
ン
ベ
ツ
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
紛
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

川
筋
が
変
形
し
て
い
る
の
で
分
か
り
に
く
い
で
す
が
、

「
ホ
ロ
モ
シ
リ
」
の
右

側
の
「
ホ
ン
モ
シ
リ
」
を
囲
ん
で
い
る
川
が
「
ポ
ン
マ
ク
ン
ベ
ツ
」
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
マ
ク
ン
ベ
ツ
と
ポ
ン
マ
ク
ン
ベ
ツ
に
は
さ
ま
れ
た
大
き
な
島
(
洲
)
が

先
の
、
水
田
地
名
解
に
出
て
い
る

「ポ

ロ
モ
シ
リ
(
大
き
い

・
島
)
」
で
、
ポ
ン
マ

ク
ン
ベ
ツ
と
本
流
に
挟
ま
れ
た
小
さ
い
島
(
洲
)
が
「
ポ
ン
モ
シ
リ
(
小
さ
い
・
島
こ

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

， 

/:. 

い

F
i
e
'
?
v
'

F
h
d
 

円

L

「安政五午年寄上絵図J(1858年)

札幌中央図書館所蔵図に一部加筆。(村山家

文書に同一図がある。)

「モシンレツフ」が綱引場(漁場)

て使われていたことが分かる。

の名前と し

図 12



「西蝦夷地石狩場所絵図J

安政年聞の図。

川岸に「マクンベツ」とあ り、島には「モシンレ

ツフIとある。

図 13

モ
シ
ン
レ
プ

永
田
地
名
解
の
「
モ
シ
リ
レ
プ
」
は
、
注
記
し
た
よ
う
に
普
通
は
「
モ
シ
ン
レ
プ
」

と
発
音
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
「
安
政
五
午
年
書
上
絵
図
」
(図
日
)
の
マ
ク

ン
ヘ
ツ
の
そ
ば
の
島
に
書
か
れ
て
い
る
「
モ
シ
ン
レ
フ
/
綱
引
場
/
元
小
家
」
の

「
モ
シ
ン
レ
フ
」
や
、
安
政
四
年
頃
か
と
さ
れ
る

「西
蝦
夷
地
石
狩
場
所
絵
図
」
(図

ロ
)
の
マ
ク
ン
ヘ
ツ
の
そ
ば
の
島
に
書
か
れ
て
い
る

「
モ
シ
ン
レ
ツ
フ
」
は
、

正
に
こ
の
地
名
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

先
に
挙
げ
た
永
田
地
名
解
の
モ
シ
ン
レ
プ
の
説
明
の
中
に

「
石
狩
及
上
川
ニ
テ

ハ
川
ヲ
沖
(
レ
プ
)
ト
云
フ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
意
味
は
「
石
狩
地
方
で
は

川
の
本
流
側
を
ア
イ
ヌ
語
で

(
日
本
語
の
「沖
」
と
い
う
窓
味
の
)
「
レ
プ
」
と
い
う
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
本
流
側
の
島
日
ポ
ン
モ
シ
リ
の
別
称
が
、
「
沖
の

・
モ
シ
リ
」
↓
モ
シ

ン
レ
プ
H

モ
シ
リ
・
レ
プ
(
島

・
沖
の
日
沖
の
・
島
H
本
流
側
の
・
島
)
と
い
う

意
味
で
あ
る
、
と
い
う
説
明
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ど
う
や
ら
「
モ
シ
ン
レ
プ
」
は
永
田
方
正
が
考
え
て
い
た
よ
う
な
川
口
付
近
の

地
名
で
は
な
く
、
マ
ク
ン
ベ
ツ
の
そ
ば
の
島
の
名
前
だ
っ
た
の
で
す
。

マ
ク
ン
ベ
ツ
阿
近
の
ア
イ
ヌ
地
名
の
復
元

こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
古
地
図
や
古
文
書
の
記
事
、
そ
の
他
加
点
余
り
の
古
い

記
録
の
様
々
な
情
報
を
総
合
し
て
整
理
す
る
と
、
マ
ク
ン
ベ
ツ
附
近
の
ア
イ
ヌ
地

名
は
図
凶
の
よ
う
に
復
元
で
き
そ
う
で
す
。

松
浦
武
四
郎
が
マ
ク
ン
ベ
ツ
の
近
道
を
せ
ず
に
、
石
狩
川
沿
い
に
大
回
り
し
て

ヲ
ヤ
フ
ル
の
前
を
通
っ
た
時
の
記
事
(
丁
巳
日
誌
/
再
高
石
狩
日
誌
巻
の
こ
も
、

こ
の
図
を
頭
に
入
れ
て
読
む
と
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

「
ヲ
ヤ
ウ
(
井
口
注
H

ヲ
ヤ
フ
ル
)

:マ
ク
ン
ヘ
ツ
通
り
を
行
く
時
は
、
此
下
よ
り
入
る
が
故
に
不
通
な
り

0

・
:
此
処
を
過
る
に
、
実
に
枝
川
(
井
口
注
H

マ
ク
ン
ベ
ツ
)
を
行
よ
り
は

一一一倍
と
も
思
わ
る
也
。
過
て

モ
シ
ン
レ
パ

右

p
h
u
 

q
L
 

図 14 マクンヘツ附近のアイヌ地名の復元

(井口二00八を一部改変)

古地図や古文書の記録から、かつてあったは

ずのアイヌ地名を復元した。

多くの地名がつけられていて、 このあたりが

アイヌの人々にとって関心の高い土地だった

こと物語っている。



曳
場
有
。
此
処
島
の
形
ち
に
成
居
る
也
。
是
を
ホ
ン
モ
シ
リ
と
云
な
り
。
ま

た
マ
ク
ン
ヘ
ツ
よ
り
入
て
出
る
時
は
、
此
処
に
島
二
ツ
出
来
て
居
る
こ
と
を

し
る
に
よ
ろ
し
。
少
し
行

ホ
ロ
モ
シ
リ

右

此
聞
の
川
を
マ
ク
ン
ヘ
ツ
と
云
也
。
各
引
場
有
。
(
傍
線
H
井
口
こ

つ
ま
り
、
マ
ク
ン
ベ
ツ
を
通
る
時
は
、
ヲ
ヤ
フ
ル
よ
り
下
流
側
で
マ
ク
ン
ベ
ツ

ン
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
、
ヲ
ヤ
フ
ル
の
前
を
通
ら
な
い
。
マ
ク
ン
ベ
ツ
を
通
る

よ
り
三
倍
も
か
か
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
過
ぎ
る
と
、
モ
シ
ン
レ
パ
(
即
ち
モ
シ

ン
レ
プ
の
こ
と
)
が
右
側
に
見
え
る
。
モ
シ
ン
レ
プ
に
は
網
引
場
が
あ
り
、
島
に

な
っ
て
い
て
、
別
名
を
「
ポ
ン
モ
シ
リ
」
と
云
う
、
と
書
い
て
い
ま
す
。
以
下
の

文
は
意
味
不
明
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
結
局
2
つ
の
島
に
な
っ
て
い
て
、
本

流
側
の
鳥
を
「
ポ
ン
モ
シ
リ」

と
云
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

ア
イ
ヌ
地
名
マ
ク
ン
ベ
ツ
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
る
地

名
で
す
が
、
こ
の
附
近
に
か
つ
て
こ
れ
だ
け
多
く
の
ア
イ
ヌ
地
名
が
あ
っ
た
と
い

、
つ
こ
と
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
と
っ
て
こ
の
附
近

一
帯
が
と
て
も
関
心
の
高
い
土

地
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
は
、
ア
イ
ヌ
の

人
々
の
み
な
ら
ず
、
和
人
に
と
っ
て
も
盛
ん
な
生
業
活
動
が
あ
っ
た
土
地
だ
っ
た

こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
地
名
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

{
引
用
・
参
考
文
献
】
(
引
用
古
地
図
類
は
本
文
参
照
)

井
口
利
夫
(
二
O
O
七
・二

O
O
八
・
二

O
O
九
)
「
伊
能
間
宮
蝦
夷
図
の
石
狩

ー
勇
払
横
断
線
の
地
名
川
」

・
同

ω・
向
川

・
『
ア
イ
ヌ
語
地
名
研
究

一
O
』
・
同

一
一
・
同
一
一
一
同
会

池
田
実
(
一
九
九
六
)
「
旧
地
名
を
訪
ね
る
|
川
の
名
・
パ
ロ
と
チ
ヤ
ロ
」
『
北

海
道
の
文
化
六
八
』
北
海
道
文
化
財
保
護
協
会

伊
能
忠
敬
・
間
宮
林
戒
(
一
八

一
0
年
代
/
文
化

一
0
年
代
・
二

O
一
四
)

『大

日
本
沿
海
輿
地
全
図
』
「
(仮
)
伊
能
大
図
写
」
ア
メ
リ
カ
談
会
図
書
館

蔵

『伊
能
大
図
総
覧
」
角
川
新
社

阿
部
方
幾
(
一
八
九
二

・二

0
0
こ

「地
理
上
の
「
ア
イ
ヌ
」
語
」
『人
類
学
会

雑
誌

7
1九
」
東
京
人
類
学
会
・
復
刻

『ア
イ
ヌ
語
考
第
二
巻
』
ゆ
ま

に
書
房

科
学
技
術
庁
(
一
九
六
二
『
石
狩
川
河
道
変
遷
調
査
」
科
学
技
術
庁
資
源
局
資

料
第
三
六

号

科
学
技
術
庁

遠
山
景
晋
(
一
八
O
六
・
二
O
O
二
)
「
未
曾
有
後
記
」

『
近
世
紀
行
文
集
成
川
蝦

夷
一
編
』
葦
書
房

永
田
方
正

(
一
八
九

一
・
一
九
八
四
)

『北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解
』
北
海
道
庁

・
復

刻
H
草
風
館

早
田
国
光
(
二

O
O
八
)
『十
勝
ア
イ
ヌ
語
地
名
手
帖
」
私
刊

松
浦
武
四
郎

(
一
八
五
七
/
安
政
四
・
一
九
司
会
乙
『
丁
巳
日
誌
/
丁
巳
東
西
蝦
夷

山
川
地
理
取
調
日
誌
』
秋
葉
賓
編
。

北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

l

l

(

一
八
五
六
j
五
八
/
安
政
三
1
五
・
一
九
八
八
)
「川
々
取
調
帳
」
『武

四
郎
蝦
夷
地
紀
行
』
秋
葉
賓
編
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

山
田
秀
三
(
一

九
八
四
・二
0
0
0
)
『
北
海
道
の
地
名
』
北
海
道
新
聞
社

・
復
刊

日
草
風
館

あ
と
が
き

本
稿
は
石
狩
市
郷
土
研
究
会
の
例
会
で
発
表
し
た
内
容
を
ま
と
め
直
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
骨
子
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
ア
イ
ヌ
語
地
名
研
究
一

一』

(二
O
O
八
)

に
発
表
し
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ

た
絵
図
や
補
注
も
大
幅
に
増
や
し
て
、
な
じ
み
の
な
い
方
に
も
少
し
は
分
か
り
ゃ

す
い
よ
う
に
し
た
つ
も
り
で
す
。

な
お
、
前
報
「
花
畔
」
を
本
会
誌
へ
掲
載
し
て
頂
い
た
際
に
は
、
絵
図
を
見
や

す
く
す
る
こ
と
等
々
、
会
誌
編
集
担
当
の
工
藤
義
衛
氏
の
お
手
を
い
ろ
い
ろ
と
煩

わ
せ
ま
し
た
。
後
れ
馳
せ
な
が
ら
、
記
し
て
心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

可

t
円
ノ
“



石
狩
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蔵
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紹
介
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偶
予久
F 

ず
ね
狩
長
的
安
佐
選
者

私
島
ナ
湖
の
遺
墨

増
税
を
の
、
し
る
爺
や
畑
の
梅

十

(々
がi;

v1') 

切
費
、
し
ノ

¥
て
も
梅
の
花

十

舞
姫
の
鍍
も
う
す
れ
る
桜
か
な

十

-4ノ内
孫
が
え
伶

湖

松

島
十

湖

(ま
つ
し
ま
じ
っ
こ
)
・
本
名
吉
平
、
嘉
永
二
(
一
八
四
九
)
年
静
岡

県
浜
名
郡
豊
西
村
(
現
在
浜
松
市
)
生
ま
れ
。
俳
人
、
報
徳
運
動
家
、
県
議
、
松
島

源
左
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
名
吉
太
郎
、
吉
兵
衛
の
ち
吉
平
と
改
称
。

別
号
は
白
童
子

・
七
十
二
峰
庵

・
大
有
庵
・
犬
燕
庵
と
号
し
た
。
小
笠
原
郡
横
須
賀

撰
要
寺
住
職
、
戒
誉
玄
常
に
書
、
法
典
の
教
え
を
受
け
、
の
ち
に
国
学
を
有
賀
豊
秋

に
漢
籍
、
詩
文
を
高
橋
月
査
、
小
栗
松
誌
に
学
ぶ
。
十
五
歳
で
俳
諾
を
棚
木
夷
白
に
、

死
後
は
伊
藤
嵐
牛
、
橘
田
春
湖
に
教
え
を
受
け
た
。
俳
人
と
し
て
十
湖
は
全
国
に
門

人
が
お
り
、
地
方
俳
壇
の

一
つ
の
尾
根
を
形
づ
く
っ
て
い
た
。
十
湖
の
句
碑
は
全
国

に
八
十
基
以
上
建
っ
て
い
る
。

十
湖
に
は
二

つ
の
面
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
句
作
に
よ
る
芭
蕉
文
学
に
傾
倒
す
る
精

神
的
な
も
の
、
も
う
一
つ
は
二
宮
尊
徳
を
崇
拝
し
て
経
済
、
道
砲
に
よ
っ
て
指
導
す

る
実
践
的
な
も
の
で
あ
る
。
十
湖
の
句
に
教
訓
的
な
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
る
の
も
、

こ
の
二
つ
の
も
の
の
統

一
さ
れ
た
焦
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
小
田
原

の
報
徳
学
者
福
山
滝
助
に
つ
い
て
報
徳
思
想
を
学
び
、
明
治
元
(
一
八
六
八
)
年
中

善
地
村
報
徳
社
を
組
織
、
営
繕
司
に

一
時
出
仕
。
明
治
五
年
報
徳
遠
譲
社
を
結
成
、

社
長
と
な
る
。
翌
年
よ
り
戸
長
、
桓
武
学
校
幹
事
区
会
、
村
会
議
員
を
務
め
、
十
二

年
県
議
会
議
員
、
十
五
年
引
佐
愈
玉
郡
長
と
な
る
。
十
八
年
西
遠
農
害
館
を
創
設
。

二
十
二
年
遠
陽
大
同
倶
楽
部
を
組
織
、

翌
年
東
京
大
同
倶
楽
部
に
加
盟
、
再
び
県
会

議
員
と
な
る
。
明
治
三
十
一

年
に
は
、
北
海
道
毎
日
新
聞
俳
句
の
選
者
、
三
十
五
年

小
樽
新
聞
の
俳
句
選
者
を
務
め
て
い
る
。
『石
狩
尚
古
集
』
の
選
者
、
(
明
治
三
十
五

年
)
。
大
正
十
五

(
一
九
二
六
)
年
没
。

享
年
七
十
八
歳
。

著
書
に
『
夷
白
発
句
集
・道
の
莱
・俳
諾
三
匹
猿
」
明
治
十
八
年
『
十
湖
発
句
集
』
・

明
治
十
八
年
『草
深
集
・
賎
機
織
』
明
治
十
八
年
他
あ
り
。
『松
島
十
湖
翁
句
碑
と
遺
墨』

(
昭
和
五
十
七
年
・

六
十
二
)
牧
田
守
弘
。
平
成
三
年
浜
松
文
芸
館
で
十
湖
展
が
開

催
さ
れ
た
。
石
狩
市
に
あ
る
石
狩
尚
古
社
資
料
館
に
は
、
十
湖
の
掛
軸
・
短
冊
等
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

初
出
一

N
P
O法
人
石
狩
市
文
化
協
会
編

り
j
」
第
十
回
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
集
)

湖湖

二
O
一
四

中

島

勝

「
俳
句
の
ま
ち
j
い
し
か 久

。。
円
ノ
臼



石
狩
尚
古
社
資
料
館
所
蔵
俳
句
の
紹
介

6

ず
ね
狩
ぬ
止
。
社
選
考

眼
こ
こ
ろ
の
春
離
れ
け
リ
須
磨
の
浦

八
十
二
翁

杭

1
2
1
γ
んしむ
V

l

-

-

!

:

1

 

ほ
と
ど
ぎ
す

空
に
道
跡
-
』
そ
見
え
ぬ
子
規

八
十
二
翁4

J『
ニ

リ
h
噌

守い
んh

・1

ち
孔
こ

3-竺
・
ど
礼
リ
会
旬
、3
ユ
リ
叫
は

芳
野
に
て
悲
し
や
花
の
よ
し
野
中八

十
二
翁

タ
タ
ル
マ

1
y
ふウ
j
l
r
き
う
れ
何
一
しい吋

三
森
幹
放
の
遺
墨

み
さ
雄

み
さ
雄

み
さ
雄

中

島

勝

久

三
森
幹
雄
(
み
つ
も
り
み
き
お
)
・
文
政
十
二

(
一
八
二
九
)
年
十
二
月
十
六
日

i

明
治
四
十
三
(
一

九
一

O
)
年
十
月
十
七
日
。
年
八
十
二
歳
。
福
島
県
石
川
郡
中
谷

村
形
見
生
ま
れ
。
本
名
、
菊
治
ま
た
寛
。
俳
名
は
、
初
め
、
静
波
、
樹
下
子
、
笈
月

山
人
、
不
去
庵
、
み
き
雄
、
香
楠
居
、
潜
窓
、
桐
子
園
と
号
し
た
。
安
政
元
(
一

八
五
四
)

年
二
十
六
歳
で
江
戸
に
出
て
、
俳
諾
を
憧
庵
西
馬
に
学
ん
だ
。
明
治
六
(
一
八
七
三
)

年
二
月
、
教
部
省
の
教
導
職
登
用
試
験
に
合
格
。
明
治
七
年
八
月
、
同
じ
合
格
し
た

鈴
木
月
彦
と
と
も
に
「
俳
諸
明
倫
講
社
」
を
結
成
。
同
年
凹
月
に
設
立
さ
れ
た
関
為

山
社
長
の
「
俳
詰
教
林
盟
社
」
に
対
抗
し
た
。
明
治
十
三
年
十
二
月
「
俳
諾
明
倫
雑

誌
」
を
発
刊
し
、
そ
の
徒
二
千
五
百
と
称
し
た
。
明
治
十
七
年
教
導
職
が
廃
さ
れ
る

と
、
翌
年
一二
月
「
神
道
芭
蕉
派
明
倫
協
会
」
な
る
も
の
を
設
立
、
俳
詰
と
神
道
の
教

義
を
付
会
し
て
、
俳
詰
を
教
化
の
具
と
す
る
方
針
を

一
層
鼓
吹
し
、
ま
た
全
国
を
巡

教
し
て
同
士
を
増
し
、
門
弟
三
千
人
と
明
治
初
期
俳
壇
に
一
大
勢
力
を
な
し
た
。
明

治
二
十
二
年
三
月
「
俳
諾
矯
風
会
」
を
興
し
「
俳
詰
矯
風
雑
誌
」
を
創
刊
し
た
が
、

こ
れ
は
明
治
二
十
五
年
九
月
終
刊
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
六
年
七
月
、
春
秋
庵
十
一

世
を
襲
ぎ
、

二
十
七
年
深
川
に
転
居
、
「
古
池
教
会
」
を
設
立
、
古
池
吟
社
を
設
け

た
が
、
明
治
四
十
一
(
一
九
O
八
)
年
春
秋
庵
と
古
池
吟
社
を
嗣
子
準

一
に
譲
っ
て
、

天
寿
老
人
と
号
し
た
。
彼
は
努
力
家
の
上
、
意
志
強
固
で
、
俳
諾
を
道
と
し
て
確
立

し
よ
う
と
し
た
新
進
宗
匠
の
一
人
で
あ
っ
た
。
編
著
に
『
俳
話
新
選
明
治
六
百
題
』

『俳
諾
自
在
法
』
『
俳
譜
名
誉
談
』
な
ど
が
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
「
俳
句
」
(
昭
和

五
十
三
年
四
月
号
よ
り
十
一
月
号
ま
で
)
に
八
回
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た
関
根
林
吉

の

「
三
森
幹
雄
評
伝
」
が
あ
る
。
石
狩
市
に
あ
る
尚
古
社
資
料
館
に
は
三
森
幹
雄
雄

掛
軸
、
短
冊
、
句
帳
等
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

初
出
一

N
P
O法
人
石
狩
市
文
化
協
会
編

二
O
一
主

り
j
」
第
十

一
回
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
集
)

「
俳
句
の
ま
ち
j
い
し
か

-29一



石
狩
市
樽
川
、
南
線
地
域
の
戦
後
の
歩
み

ー
入
植
六
八
周
年
を
迎
え
て
ー

本

間

純

一

一
.
本
間
家
の
こ
と

第
二
次
世
界
大
戦
や
戦
後
の
混
乱
期
も
過
ぎ
、
も
う
七
O
年
に
も
な
り
ま
し
た
。

石
狩
町
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
市
へ
の
昇
格
、
厚
田
・
浜
益
と
の
合
併、

石

狩
湾
新
港
の
発
展
。
石
狩
市
の
人
口
も
六
万
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

樽
川
、
南
線
地
域
も
石
狩
市
の
人
口
の
半
数
三
万
人
弱
の
人
が
住
む
街
に
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
戦
後
の
苦
し
み
、
悲
し
い
出
来
事
や
楽
し
か
っ
た
事
な
ど

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
当
地
域
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
昭
和

一
一
年
三
月
に
新
潟
県
佐
渡
郡
両
津
町

(現
佐
渡
市
両
津
)
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
両
津
は
港
町
で
西
北
に
大
佐
渡
山
脈
、
東
南
に
小
佐
渡
山
脈
、
中

聞
が
国
中
平
野
で
す
。
佐
渡
島
は
周
囲
二
六
三
，
七
畑
、
面
積
八
五
五
，

二
七

M

あ
る
島
で
す
。

父
は
昭
和

一
六
年
春
よ
り
カ
ラ
フ
ト
の
真
岡
を
中
心
に
鉄
道
工
事
に
就
労
、
当

地
で
終
戦
を
む
か
え
J

昭
和
二
三
年
に
引
き
揚
げ
て
石
狩
町
大
字
樽
川
村
西
三
線

に
入
植
し
ま
し
た
。
食
纏
難
で
苦
労
し
た
の
で
'
畑
を
耕
作
す
る
こ
と
で
食
料
を

確
保
出
来
る
と
の
思
い
が
あ
り
、
開
拓
地
に
入
植
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

私
は

(当
時
二
一一歳
)
、
昭
和
二
四
年
一

二
月
五
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
新
潟
県

佐
渡
の
両
津
港
よ
り
沖
に
停
泊
中
の
連
絡
船
小
樽
丸
に
親
子
七
人
で
乗
船
し
、
午

後
五
時
頃
両
津
港
を
出
航
し
ま
し
た
。

翌
六
日
一

O
時
頃
よ
り
大
時
化
に
な
り
、
多
勢
の
乗
客
が
船
酔
い
で
苦
し
み
な

が
ら
七
日
の
朝
無
事
に
小
樽
港
に
着
き
、
汽
車
で
軽
川
駅
(
現
手
稲
駅
)
に
着
き

ま
し
た
。
駅
ま
で
父
親
が
馬
車
で
迎
え
に
来
て
い
ま
し
た
。
馬
車
に
は
弟
や
妹
が

乗
り
ま
し
た
が
、
私
は
乗
れ
ず
4
M
の
道
を
歩
き
夕
方
の
五
時
頃
始
め
て
石
狩
の

柿
川
に
着
き
、
石
狩
で
の
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
初
の
住
ま
い
は
、
バ
ラ
ッ
ク
建
て
で
し
た
。
家
族
八
人
で
八
畳
一
聞
に
四
畳
の

台
所
、
床
は
板
張
り
に
む
し
ろ
を
敷
き
、
窓
は
ガ
ラ
ス
戸
一
枚
、
玄
関
戸
は
板
張

り
で
、
内
側
に
は
ム
シ
ロ
を
下
げ
て
吹
雪
が
家
の
中
に
入
る
の
を
防
い
で
い
ま
し

た
。
玄
関
は
土
間
で
四
畳
、
馬

一
頭
を
八
畳
間
で
飼
育
す
る
と
い
う
生
活
で
し
た
。

本間家初めての家と父と兄、弟・昭和27年秋
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そ
の
頃
は
花
畔
、
南
線、

樽
川
地
区
で
も
旧
石
狩
川
や
旧
発
寒
川
か
ら
揚
水
に

よ
る
大
型
潅
蹴
用
水
路
の
工
事
が
康
ん
で
各
地
で
造
固
さ
れ
、

一
大
水
田
地
帯
と

し
て
発
展
し
て
い
く
途
上
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
我
が
家
の
入
植
し
た
土
地
は
泥
炭
地
で
、
酸
度
も
高
く
P
H
で
四
度

か
ら
四
.
三
度
と
い
う
強
酸
性
土
壌
で
し
た
。
作
付
け
し
た
作
物
の
収
穫
量
も
少

な
く
大
変
で
し
た
。
当
時
の
我
が
家
の
作
付
け
し
た
作
物
は
、
ラ
イ
麦
、
そ
ば
、



馬
鈴
薯
が
主
で
大
豆
、
小
豆
、
西
瓜
、
南
瓜
な
ど
で
し
た
。

昭
和
二
四
年
は
冷
害
で
作
物
が
取
れ
ず
、
食
物
の
帯
え
も
少
な
い
と
こ
ろ
に
、

家
族
が
増
え
た
た
め
大
変
な
思
い
で
親
子
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
翌
年
の
春
ま
で

頑
張
り
ま
し
た
。

昭
和
二
五
年
は
、
北
海
道
よ
り
生
後
一

0
ヶ
月
の
貸
し
付
け
牛
が
H

頭
当
た
り
、

綿
羊
二
頭
、
豚
三
匹
'
ニ
ワ
ト
リ

一
五
羽
を
飼
育
し
、
畜
舎
も
増
築
し
ま
し
た
。

昭
和
二
九
年
に
住
宅
も
新
築
し
、
酪
農
経
営
を
目
指
そ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

附

・
昭
和
二

0
年
代
の
樽
川
地
区
の
酪
段

昭
和
一
二

年

(
一
九
四
六
)

樽
川
村
西
回
線
附
近
に
、
開
拓
者
が
入
植
。
計
画

戸
数
は
入
植
二
三
戸
、
増
反

一
O
戸
、
面
積

一
五
O
凶
。

昭
和
二
三
年
(
一
九
四
八
)
親
和
開
拓
農
業
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ
た
。
(
初
代

会
長
は
岡
野
懲
)

名前 入植年度

岡野慧 昭和 21年

柴田信雄 // 

柾木福蔵 // 

中野文蔵 ~ 

斉藤時雄 // 

五十嵐八郎 ~ 

筒 井 功 // 

平井忠吉 22年

板井冗太郎 23年

千葉武 // 

本間幸吉 // 

尾崎守衛 (亀谷文信) // 

石川富也 30年

13名親和開拓農業協同組合表 1

昭
和
二
八
年
(
一
九
五
三
)

四
八
町
歩
に
八
戸
入
植

六
月
に
明
治
乳
業

(株
)
所
有
地
の

一
部
農
地
開
放
、

明
治
牧
場
従
業
員

(入
植
者
)

永

原

滝

男

菅

原

登

漆

謹

也

松

井

四

郎

越
野
貞
雄

萩
原
末
吉

菊
池
守
、
水

富
田
慶
二

ニ
.
南
線
学
習
会
・
酪
農
青
年
研
究
会
(
酪
青
研
)
・
4
H
ク
ラ
ブ
の
活
動

(昭
和
三

0
年
代
)

昭
和
二
八
年
頃
よ
り
南
線
小
学
校
の
教
室
で
冬
期
間、

青
年
学
級
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
私
は
昭
和
三
O
年
一
月
よ
り
参
加
し
ま
し
た
。
三
月
末
の
閉
校
の
時
に
、

夏
の
問
も
勉
強
を
続
け
た
い
と
思
い
受
講
生
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
賛
同
を

得
た
の
で
、
当
時
の
南
線
小
学
校
の
村
岡
幸
正
校
長
先
生
に
教
室
の
使
用
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
学
校
側
も
協
力
す
る
か
ら
頑
張
り
な
さ
い
と
励
ま
し
て
く
れ
ま

し
た
。南

線
青
年
団
の
会
合
で
、
野
幌
高
等
酪
農
学
校
の
通
信
教
育
を
受
け
る
話
を
し

た
と
こ
ろ
、

男
女
と
も
多
数
の
参
加
希
望
者
が
出、

一
七
名
で
南
線
学
習
会
が
発

足
し
た
。
学
習
会
発
足
後
も
会
員
が
増
え
続
け
、
三
二
名
に
な
り
ま
し
た
。

野
幌
高
等
酪
農
学
校
よ
り
、
野
喜

一
郎
教
頭
先
生
、
北
村
キ
ク
先
生
等
を
招
き
、

講
習
会
や
現
地
指
導
を
受
け
、
八
月
に
は
野
幌
酪
農
学
園
で
行
わ
れ
た
一
週
間
の

夏
期
講
習
会
に

一
O
名
ほ
ど
参
加
し
ま
し
た
。

南
線
学
習
会
役
員
名
昭
和
三
0
年
度

会
長

本

間
純

一

副

会

長

尾

団

法

幸

(

昭
和
三

一
年
度
会
長
)

副
会
長
菊
地
浪
子
(
現
鳴
海
浪
子
)

役

員

高

橋

英

夫
高
田
英
太
郎

萩
原
雄
吉

円
ベ
d



福
田
百
合
子

村
上
美
智
子

(旧
姓
)

(
旧
姓
)

昭
和
三

O
年
四
月
に
、
樽
川
酪
農
組
合
よ
り
学
習
会
に
、
乳
質
改
善
共
励
会
の

審
査
に
協
力
の
要
請
が
あ
り
、
会
合
を
開
き
協
議
し
た
結
果
、
酪
農
の
勉
強
に
な

る
の
で
協
力
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
尾
回
数
男
集
乳
所
主
任

の
指
導
も
と
、
三
、

四
人
で
数
班
に
分
か
れ
酪
農
家
を
巡
回
、
女
子
も
数
名
参
加
し
ま
し
た
。

冬
期
間
、
酪
農
組
合
主
催
の
乳
牛
飼
養

管
理
共
励
会
は
、
昭
和
三
一O
年

一一

月
に
発
足
し
た
。
樽
川
酪
農
青
年
研
究
会
が

審
査
に
あ
た
っ
た
。
学
習
会
か
ら
も
数
名
参
加
し
ま
し
た
。

野
幌
高
等
酪
農
学
校
を
卒
業
後
、
町
内

4
H
ク
ラ
ブ
主
催
の
技
術
競
技
会
、
研

究
発
表
会
に
会
の
名
称
を
南
線
学
習

4
H
ク
ラ
ブ
と
改
称
し
参
加
、
昭
和
三
三
年

五
月
石
狩
町
農
村
青
少
年
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
南
線
学
習

4
H
ク
ラ
ブ
も

一
五
名
程
参
加
し
た
が
、
私
が
青
年
団
を
退
団
し
た
こ
と
に
南
線
地
区
の
父
母
が

反
発
、
会
員
を
会
か
ら
退
会
さ
せ
た
為
、
会
は
解
散
し
ま
し
た
。

連
絡
協
議
会
に
参
加
し
た
ク
ラ
ブ
は
、
高
岡

4
H
ク
ラ
ブ
、
美
登
位

4
H
ク
ラ

ブ
、
花
畔
4
H
ク
ラ
ブ
(
後
に
北
生
振
み
ず
ほ
ク
ラ
ブ
が
加
入
)
で
し
た
。
当
協

議
会
は
農
業
改
良
普
及
所
所
長
田
中
賓
先
生
を
は
じ
め
、
改
良
普
及
所
の
先
生
方

の
指
導
を
受
け
発
展
を
続
け
た
が
、
昭
和
四
四
年
度
に
石
狩
連
合
青
年
団
と
合
併

1
レ
土
品

1
レ
れ
~
。

石
狩
町
民
村
青
少
年
連
絡
協
議
会
役
員
(
昭
和
三
三
年
度
)

会

長

本

間

純

一

(南
線
)

副

会

長

後

藤

文

夫

(
美
登
位
)

副

会

長

森

敬

子

(
美
登
位
)

書

記

福

田

勲
(
高
岡
・
昭
和
三
四
年
度
会
長
)

会

計

小

野

興

宏

(

花

町

)

外
役
員
数
名

£口』 牛 宮司 牛 牛舎創意手L 料 体
の の の の工

審査計 取 耳"、ら口 手 保夫
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j兄 る

100 10 20 20 50 f来
占

意衛 321 321  54321 
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て的 凍給 合 連敷ブ 窓各出天ス
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るし 飼の 的 ののシ 二 い口の間
かて 料 ;1犬飼 有状の 重のの 有4m:風 審
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よE』i 等 j見 塵 字L 中田
各戸審査

肪 級 l床
挨検 iA¥. 菌 牛 器 7首 審

Zて守合主プ -マ…づTb-r 検
検度

検 手し 具 1まtfnt 査
査 査 査 ~:ヨIヤ 類 種

7五11: 理 取扱
目

100 5 5 20 10 10 20 10 10 10 採
占

3.4% 100% A A 12
0

C 100万以下 A A A級
5点 5点 20点 10，点 10点 (20点) 10 10 10点

O.l 2 l 200万以下
。36 。%

B B 度 (15点) B B B級
j戚 減 上
る る 17点 7点 昇 300万以下 7 7 7点 t不
と と (10点)

占

l l 区
占 I~ C C 占 400万以下 C C C級 分
減 j戒 12点 5点 減 (5点) 5 5 5点

400万以上 5 5 
D D (0点)

8点 0点

戦
時
中
、
戦
後
の
極
端
な
食
料
不
足
と
、
農
家
の
長
年
の
米
作
り
の
思
い
は
す

ざ
ま
し
く
各
地
の
水
田
熱
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
昭
和
二
二
年
か
ら
二
七

年
頃
は
造
田
に
労
力
を
使
い
乳
牛
の
飼
育
は
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
八
年
、
二
九
年
頃
は
落
等
乳
が
全
乳
量
の
二
七
%
j
二
八
%
も
あ
っ
た
月

も
あ
り
、
樽
川
の
牛
乳
は
原
料
乳
で
受
け
取
る
と
云
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
原
料

乳
で
は
乳
価
も
低
く
収
入
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

昭
和
二
八
年
、
二
九
年
は
米
作
も
冷
害
と
病
害
虫
発
生
で
、
農
家
の
経
営
も
苦

し
く
な
り
ま
し
た
。
樽
川
、
南
線
地
区
で
は
酪
農
が
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

ず
乳
質
を
良
く
す
る
こ
と
。
乳
牛
の
管
理
と
飼
料
作
物
の
改
良
、
設
備
の
見
直
し

等
で
す
。

①
 

②
 

③
 

④
 

①
 

昭和 30年乳質改善共励会審査基準

乳
牛
の
健
康
管
理

合
理
的
な
飼
養
管
理
(
良
質
な
飼
料
給
与
)

牛
舎
の
採
光
、
換
気
、
衛
生

衛
生
的
な
器
具
の
取
り
扱
い
と
搾
乳

短
時
間
の
冷
却
、
撹
枠
の
励
行
冷
水
の
か
け
流
し

乳
質
改
善
共
励
会
も
最
初
は
理
解
で
き
な
い
人
も
い
ま
し
た
が
、
毎
月
牛
舎
を

廻
る
こ
と
に
よ
り
'
酪
農
家
の
理
解
も
深
ま
り
、
同
時
に
学
習
会
会
員
も
理
解
と

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
一
年
四
月
よ
り
、
学
習
会
会
長
は
尾
田
法
幸
さ
ん
に
代
わ
り
、
会
員

一

同
団
結
し
各
共
励
会
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
三
二
年
か
ら
は
樽
川
酪
青
研
会
委

員
が
主
体
で
し
た
。
三
三
年
四
月
に
樽
川
酪
青
研
会
長
は
川
上
勇
さ
ん
が
な
り
ま

し
た
が
、
秋
に
酪
農
の
勉
強
の
た
め
渡
米
し
ま
し
た
。
そ
の
後
樽
川
酪
青
研
会
長

は
私
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

昭
和
二
九
年
に
は
牛
乳
の
落
等
率
が
二
七

1
二
八
%
も
あ
り
ま
し
た
が
、
三
四

年
に
は
三
%
台
ま
で
に
な
り
良
質
な
牛
乳
を
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
五
年
度
は
、
樽
川
酪
青
研
会
員
の
い
る
酪
農
家
と
良
質
な
牛
乳
を
出
荷

し
て
い
た
酪
農
家
と
で
、
北
海
道
乳
質
改
善
共
励
会
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
、

表3

q
J
 

q
J
 



樽
川
酪
農
青
年
研
究
会
名
で
出
品
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
六

月

か

ら

九

月

の
四
ヶ
月
間
、
北
海
道
酪
農
検
査
所
の
厳
正
な
審
査
を
受
け
、
見
事
全
道
一
の
農

林
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

昭
和
三
六
年
度
か
ら
、
樽
川
酪
農
組
合
員
全
員
で
、
札
酪
組
合
主
催
の
石
狩
地

方
乳
質
改
善
共
励
会
に
出
品
し
、

三
七
年
最
高
位
賞
、
四
四
年
に
は
拙
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
毎
年
金
賞

一
・
席
か
、
優
秀
賞

一
席
よ
り
降
り
た
こ
と

は
な
く
、

樽
川
の
良
質
な
牛
乳
を
山
荷
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

樽
川
、
南
線
地
区
が
、
水
田
時
農
地
情
と
し
て
発
展
で
き
た
の
は
、
樽
川
集
乳

所
の
尾
田
主
任
の
良
き
御
指
導
と
歴
代
酪
農
組
合
長
、
組
合
役
員
の
御
指
導
、
若

き
酪
農
青
年
と
が
一
つ
に
な
り
経
営
の
改
善
、
良
い
飼
料
作
物
の
増
産
等
に
取
り

組
ん
だ
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

T 

北海道琴似農業試験場指導による親和開拓農業協同組合泥炭

の堆肥作り試験

前列右より五十嵐八郎、 柴田信雄。後列右より千葉武、危谷

文信、 本間純一

(昭和 31:'rf三8月2日)
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O
昭
和
三
六
年
一
一
月

極
東
第
二
地
区
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
着
手
、
翌
三
七
年
よ
り
開
墾
を
始
め

ま
し
た
が
、
笹
薮
や
泥
炭
地
で
排
水
も
完
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
困
難
を
極
め
ま

し
た
。
開
墾
作
業
中
に
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ぬ
か
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
ぬ
か
る
み
か
ら

出
そ
う
と
し
て
、

一
人
の
若
い
犠
牲
者
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昭
和
三
七
年

八
月
二
九
日
午
後
八
時
頃
の
悲
し
い
事
故
で
し
た
。

昭
和
三
七
年
六
月

一
日

七
月

一
日

昭
和
三
七
年

昭
和
三
八
年

極
東
第
二
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
地
区
認
可

起
工
式

フ
ァ

l
ガ
ソ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

大
型
牛
舎

ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ロ

車
庫

堆
肥
場

乳
牛

一一一ム
口

二
棟

六
基

三
棟

三
カ
所

約
七
O
頭

極
東
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
参
加
者

高
橋
晴
夫

・
福
田
健
二

・
川
上
勝

・
薮
中
俊
一

・
田
代
吉
治
・

伊
藤
幸
雄

・
村
田
敏
明

・
竹
冶
春
雄

・
本
間
純

一

以

上
九
名

O
昭
和
三
九
年
一
月

樽
川
地
区
農
業
改
善
事
業
に
よ
る
共
同
畜
舎
二
棟
が
完
成
し
た
。
樽
川
、
南
線

地
区
も
年
ご
と
に
乳
牛
が
増
え
て
経
営
大
型
化
を
目
指
す
方
々
も
出
て
き
ま
し

た
。戦

後
の
地
域
の
酪
農
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。-

町
の
偉
大
な
酪
農
指
導
者

安

藤

与

吉

明

治

一
九
年
生
ま
れ

戦
後
の
地
域
の
酪
農
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
指
導
者

尾

回

数

男

大

正

六

年

生

ま

れ

戦
後
の
酪
農
組
合
の
先
頭
に
立
ち
酪
農
組
合
の
基
礎
を
築
い
た
人

中
島
久

一

横
井
一
(
初
代
横
井
元
八
氏
よ
り
三
代
目
)
二
代
目
酪
農
組
合
長

高

砂

春

雄

大

正

三

年

生

ま

れ
。
三
代
目
酪
農
組
合
長

川
上
記

吉

明

治

三

八

年

三

月

五

日

生
ま
れ

(
初
代
川
上
市
造
氏
二
男
)

四
代
目
酪
農
組
合
長

2 3 654  
年次 昭和 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 32年15年

酪農家数 75 67 66 65 62 63 64 77 89 
乳業頭数 328 310 308 306 217 223 234 266 324 
乳量(t ) 570 370 390 395 370 410 430 550 610 

年次 33年 34年 35年 36年 37年 38年 39年 40年 41年

酪農家数 92 96 95 100 96 90 90 81 73 
乳業頭数 365 415 480 480 500 475 585 600 667 
乳量(t) 670 770 800 780 790 870 1，160 1，170 1，370 

年次 42年 43年 44年 45年 46年 47年 48年 49年 50年

酪農家数 70 60 57 53 49 39 23 22 21 
乳業頭数 647 581 634 676 665 647 484 580 480 
乳量 (t ) 1，420 1.510 l.700 l.630 1.620 1.435 l.241 1.487 l.243 

樽川酪農の年次別状況

po 

門
《
υ

表 3



(
一
部
北
地
区
を
含
む
)
・
樽
川
地
区
発
展
と
内
外
緑
地
側

(
氏
名
の
敬
称
略
)

内
外
緑
地
株
式
会
社
設
立
。
札
幌
市
。

・市
た
し

高
田
二
、
内
外
緑
地
附
に
原
野

一
O
町
歩
内
外
緑

地
に
売
却
。
続
い
て
高
田
三
、
高
田
五
郎
も
同
社

に
売
却
。

横
井
て
福
田
藤
男
氏
、
五
人
の
方
々
合
わ
せ
て

五
O
町
歩
を
昭
和
三
八
年
秋
ま
で
に
内
外
緑
地
附

に
売
却
し
た
。
い
づ
れ
も
紅
葉
山
砂
丘
の
原
野
。

見
上
勝
太
郎
氏
原
野
一

O
町
歩
を
大
洋
商
事
側

(
札
幌
)
と
売
買
契
約
成
立
。
現
、
樽
川
八
条
一

丁
目
、
二
丁
目

大
洋
商
事
側
が
平
和
団
地
を
宅
地
と
し
て
販
売
を

始
め
る

平
和
団
地
に
四
戸
が
住
宅
を
建
築
、
入
居
を
始
め

た
。

南
線
地
区
発
展
期
成
会
結
成
(
会
員
四

O
名
)

期

成

会

会

長

高

田

二

副
会
長
尾
田
延
義

事
務
局
高
田
光
一

役

員

他

数

名

内
外
緑
地
側
と
南
線
地
区
発
展
期
成
会
と
の
間
に

住
宅
団
地
建
設
の
た
め
の
用
地
(
農
地
)
三
六
O

E
(三
六

O
町
歩
)
の
土
地
売
買
契
約
が
成
立

し
た
。

花
畔
南
、
樽
川
東
二
地
区
の
世
帯
数
約
五

O
戸
、

人
口
二
四
一
人
。

内
外
緑
地
側
が
新
札
幌
起
工
式
開
催

三
.
花
川
南
地
区

昭
和
三
五
年
ご
一
月
五
日

昭
和
三
六
年
春

昭
和
三
八
年

昭
和
三
八
年
四
月

五
月

人
月

昭
和
三
九
年
三
月

一
八
日

昭
和
三
九
年
四
月
二
O
日

昭
和
四

O
年
九
月
一
七
日

一九
月月

昭
和
四

一
年
六
月

昭
和
四
一
年
一

二
月

一
日

昭
和
四
二
年

一
月

昭
和
四
二
月
五
月
二
日

昭
和
四
三
年
一
月
五
日

昭
和
四
三
年
九
月

昭
和
凹
三
年
九
月

昭
和
四
三
年

昭
和
四
四
年

一
月
三
日

昭
和
四
四
年
六
月
一
七
日

昭
和
四
四
年
一

O
月

一
O
日

同
社
は
第
一
次
二
O
万
坪
の
分
譲
を
開
始

新
札
幌
団
地
内
に
五
九
戸
の
貸
家
が
完
成
し
入
居

が
始
ま
る
。

新
札
幌
第
l
町
内
会
結
成
。
町
内
会
活
動
始
ま
る
。

内
外
緑
地
側
が
紅
葉
山
砂
丘

(
東
六
線
)
に
ボ
ー

リ
ン
グ
を
行
う
。
温
泉
が
湧
出

(温
度
二
六
.

五

度
、
湧
出
景
毎
分
五
O
t
d
泉
質
は
単
純
温
泉
)。

北
海
道
中
央
パ
ス
附
の
新
札
幌
団
地
線
開
通
。

花
川
南
町
内
会
婦
人
部
誕
生
、
初
代
婦
人
部
部
長

佐
藤
ヤ
エ
さ
ん
。

新
札
幌
団
地
第
二
町
内
会
発
足
。
会
長
小
泉
正
雄

内
外
緑
地
側
は
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
と
分
譲
住
宅
の

合
同
起
工
式
を
開
催
。

内
外
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
附
設
立
。
資
本
金
一

五
.

0
0
0万
円
。

新
札
幌
団
地
の
商
庖
が
商
庖
会
を
結
成
す
る
。

石
狩
町
関
町
一

O
O年

(開
基
三
O
O
年
)
記
念

が

~
hネ
戸
千
4
0

一
守

J

d
山
U
ノ、ッ，
Fl
d
γ
41

山
民
集
電
話
か
ら
団
地
集
合
電
話
に
切
替
、
共
同
電

話
方
式
で
開
通
。

内
外
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

(野
生
の
鹿
数

頭
飼
育
)
。

南
線
地
区
発
展
期
成
会
解
散
。

内
外
緑
地
附
が
新
札
幌
団
地
上
水
道
事
業
経
営

を
北
海
道
か
ら
認
可
さ
れ
る

(計
画
総
水
口
七
.

0
0
0
人

計
画
日
最
大
給
水
量

一
、
凶

0
0

ぱ
)。

石
狩
町
公
民
館
南
線
分
館
開
館
。
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四
四
年

一
一
月
凶
日

四
四
年
二
一
月
九
円

四
五
年
一

月

昭
和
四
五
年
四
月

一
八
円

四
五
年
五
月

一
九
日

四
五
年
七
月

一
日

四
五
年

一
O
月

一
日

昭
和
四
六
年
三
月

一
日

昭
和
四
六
年

一一

月
一
一
日

一
一
月
二

一
日

一
二
月
二
七
日

札
幌
北
警
察
書
新
札
幌
団
地
駐
在
所
公
務
始
ま

マ令
。

新
札
幌
団
地
集
会
所
落
成
式
。

第
二
町
内
会
か
ら
第
三
町
内
会
が
分
離
独
立
(
石

狩
市
年
表
)
。

石
狩
町
新
札
幌
団
地
出
張
所
開
所
式
。
業
務
始

石
狩
町
の
ゴ
ミ
収
集
が
始
ま
る
。

新
札
幌
団
地
新
浄
水
場
(
水
道
)
通
水
始
ま
る
。

国
勢
調
査
に
よ
る
、
新
札
幌
団
地
内
世
帯
数

六
二

一
世
帯
、
人
口
二
二

九
三
人
。

北
海
道
住
宅
供
給
公
社
と
南
線
地
区
地
主
の
間

で
、
住
宅
団
地
用
地

(南
線
と
花
畔
地
区
を
合

わ
せ
て
約
二
三
二
凶
)
の
完
買
契
約
が
成
立
し
た
。

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
る
(
田
中
年
表
追

・
石
・街

市
年
表
)
。

第
一

町
内
会
よ
り
'
斜
め
防
風
林
の
北
東
側

(旧

花
畔
南
線
)
で
第
同
町
内
会

・
第
五
町
内
会
、

第
六
町
内
会
と
し
て
分
離
独
立
し
た
。

常
設
の
南
線
保
育
園

(
定
員
九

O
名
)
開
閉

南
線
小
学
校
七

O
周
年
記
念
式
典
開
催

(児
童
数

二
五
九
名
)
。

石
狩
湾
新
港
開
発
地
域
内
の
用
地
買
収
に
つ
い

て
、
北
海
道
企
業
局
と
石
狩
町
地
主
会
と
の
交
渉

が
妥
結
二
八
日
か
ら
一
ニ
O
日
に
か
け
て
契
約
が
集

結
さ
れ
た
。
買
収
総
面
積
約
八
五
%
に
当
た
る
。

一
、
二
二
七

E
の
土
地
に
つ
い
て
制
印
。

地
主
二
九
六

名

(
石
狩
湾
新
港
史
、
地
連
協
で
は

一
、
二
六

O
M
)。

昭
和
山
七
年
二
月
二
日

四
月

七
月
一
一一

一
H

昭
和
四
八
年
八
月

一
日

昭
和
四
八
年

一
二
月一

一一一
一円

昭
和
四
九
年

四
九
年

一
一
月
二
四
日

昭
和
五

O
年
凶
月

一
五
日

五
月
一
五
日

一
O
月
一

日

日
本
万
国
博
覧
会
記
念
館
ス
カ
ン
ジ
ナ
ピ
ア

・
パ

ピ
リ
オ
ン
新
札
幌
団
地
に
オ
ー
プ
ン
。

新
札
幌
防
犯
協
会
が
設
立
さ
れ
、
迎
合
会
に
加
盟

l
vれ
~

平
和
団
地
世
帯
数

一
四
戸
、
平
和
団
地
町
内
会
設

立

(初
代
会
長
山
U
幸
吉
)

(現
、
樽
川
南
第

一
町
内
会
)

ボ
ー
リ
ン
グ
場
(ボ
ウ
ル
ニ
ュ

ー
サ
ッ
ポ
ロ
)
オ
ー

プ
ン

(五
二
レ
!
ン
コ

新
札
幌
団
地
連
合
町
内
会
結
成

(六
町
内
会
加
入

約

一
、
二
O
O戸
)。

加
入
町
内
会

・
第

一
町
内
会

・
第
二
町
内
会

・
第

三
町
内
会

・
第
四
町
内
会

・
第
一丸
町
内
会

・
第

六
町
内
会
。

南
線
協
栄
組
合
設
立

(初
代
会
長
・
横
井
一
夫
・

会
員
八
五
戸
)。

石
狩
臨
時
町
議
会
で
石
狩
町
樽
川
地
区
の

一
部
を

小
樽
市
に
編
入
す
る
事
を
可
決

(八
九

O
、六
回
)

そ
の
後
八
九
九
、
六
一
五

E
に
変
更
。

新
札
幌
団
地
交
通
婦
人
会
発
足
。

三
塚
ヨ
シ
エ
会
長
会
員

二
三

名

暴
走
車
に
よ
る
南
線
小
学
校
児
童
の
死
亡
事
故
が

き
っ
か
け
だ

っ
た
。

石
狩
町
と
小
樽
市
と
の
境
界
変
更
が
実
施
さ
れ

た
。

南
線
協
栄
組
合
が
新
札
幌
同
地
連
合
会
町
内
会
に

加
入

石
狩
町
単
独
で
医
療
資
無
料
を
六
八
歳
か
ら
六
七
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八
月
=
二

日

五
O
年

一
O
月
一
日

昭
和
五
一
年
六
月
三

O
日

五

一
年

一
O
月

一
日

昭
和
五
二
年
一
二
月

一
日

五
二
年

一
O
月
一
日

五
二
年

一
一
月
一
日

昭
和
五
三
年
四
月
一
日

五
三
年
一

O
月

一
日

五
三
年
二
一
月
一
日

五
三
年

昭
和
五
四
年

一
一
一
月
二
日

昭
和
五
五
年
一

O
月
一
九
日

歳
に
引
き
下
げ
を
実
施
す
る
。

新
札
幌
団
地
開
基

一
O
周
年
記
念
式
典
並
び
に
祝

賀
会
が
当
団
地
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

石
狩
町
の
世
帯
数
回
、
一二
七
八
・
人
口
一
六
、
二

一一

一人

・
国
勢
調
査
。

樽
川
農
事
組
合
(
現
、
樽
川
町
内
会
)
が
新
札
幌

団
地
連
合
町
内
会
に
加
入
。

新
札
幌
団
地
世
帯
数
二
、

O
四
六

・
人
口
六
、

八
三
二
人
。

字
名
改
正
施
行
に
よ
り
「
新
札
幌
団
地
」
の
通
称

名
か
ら

「花
川
南
」
、
「
花
川
北
」
に
変
わ
る
。

新
札
幌
団
地
世
帯
数
二
、
三
八

0
・
人
口
七
、

八
四
五
人

花
畔
の

一
部
の
字
名
が
改
正
さ
れ
、
新
し
い
住
所

(
北
六
条
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
と
北
七
条
一

丁
目
)
。

石
狩
町
立
花
川
南
中
学
校
が
開
校

新
札
幌
団
地
世
帯
数
三
、

O
O
四

・
人
口
九
、

八
三
六
人

住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
と
石
狩
町
の
世
帯
数
が

七
、
六
回
二
・
人
口
が
二
六
、
0
0
0人。

新
札
幌
団
地
出
張
所
が
花
川
南
出
張
所
と
改
称
。

花
川
南
連
合
町
内
会
婦
人
部
連
絡
協
議
会
が
結
成

(
七
町
内
会
婦
人
部
が
加
盟
)

第
六
町
内
会
よ
り
、
ニ
ュ
!
ア
カ
シ
ア
町
内
会
、

江
南
町
内
会
が
分
離
独
立
。

旧
新
札
幌
団
地
連
合
町
内
会
を
花
川
南
地
区
連
合

町
内
会
に
変
更
。

昭
和
五
六
年
四
月

一
日

昭
和
五
七
年
四
月
二
日

昭
和
五
九
年

五
九
年

一
二
月
二
二
日

昭
和
六
O
年

二
一
月

一
O
日

六
O
年

昭
和
六
三
年
二
月一一
一一
日

平
成
五
年

一
O
月

一
六
日

平
成
六
年

平
成
七
年

平
成
八
年
九
月
一
日

平
成
九
年
三
月

平
成

二
二
年
三
月

平
成
一
四
年
五
月

平
成
二
六
年

南
線
小
学
校
か
ら
分
離
し
て
新
設
校
石
狩
町
立
花

川
南
小
学
校
が
開
校
し
た
。

花
川
南
交
通
安
全
母
の
会
設
立
総
会

平
和
団
地
花
川
南
連
合
町
内
会
に
加
入

花
川
南
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
設
立
総
会

睦
美
町
内
会
創
立
総
会
。
第
三
町
内
会
か
ら
分
離

独
立
。

第
三一
町
内
会
よ
り
栄
町
内
会
分
離
独
立

第
二
町
内
会
よ
り
南
町
内
会
分
離
独
立

道
営
グ
リ
ー
ン
コ

l
ト
町
内
会
、
花
川
南
連
町
に

加
入
。

石
狩
湾
新
港
が
国
際
港
と
し
て
開
港
。

町
立
樽
川
中
学
校
開
校
。

明
乳
パ
ス
ト
ラ
ル
シ
テ
ィ
分
談
開
始
。

石
狩
市
と
北
広
島
市
が
市
政
施
行
と
な
っ
た
。

石
狩
市
は
道
内
三
四
番
目
の
市
昇
格

(
八
月

末
、
世
帯
数

一
八
、
二
六
八

・
人
口

五
三
、
五
六
五
人
)
。

樽
川
地
区
、
明
乳
パ
ス
ト
ラ
ル
町
内
会
設
立
(
初

代

会

長

西

尾

昭

二
。

南
線
協
栄
組
合
よ
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
町
内
会
独
立

(会
員
九
戸
)
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
町
内
会
花
川
南
連
合
町
内
会
に
加

入
。

花
川
南
連
合
町
内
会

入
町
内
会

一
六
町
内
会

・
加
入
戸
数
人
、

五
八
二

戸

・
未
加
入
町
内
会

一
町
内
会
・
戸
数
約
5
0
0

一戸

ハ同
d

司
、

υ



主
な
参
考
文
献

石
狩
町
女
性
史
年
表

石
狩
酪
農
今
昔
物
語

サ
ツ
ラ
ク
農
業
協
同
組
合
三
十
年
史

一
九
七
八
サ
ツ
ラ
ク
農
業
協
同
組
合
三
十
年
史
編
纂
委
員
会

潮
風
と
共
に
三
十
年

一
九
七
八
花
畔
農
協
創
立
包
周
年
記
念
誌
編
集
部
花
畔
農
業
協
同
組
合

日
本
酪
青
研
二
十
年
史

一
九
六
七
日
本
酪
農
青
年
研
究
連
盟
編

〔
風
紋
〕
南
線
協
栄
組
合
創
立
一

五
周
年
記
念
誌

一
九
八
七
南
線
協
栄
組
合
創
立
日
周
年
記
念
実
行
委
員
会

南
線
神
社
概
史
南
線
神
社
創
建
百
周
年
記
念
誌

一
九
九
八
南
線
神
社
創
建
百
年
祭
実
行
委
員
会

樽
川
神
社
沿
革
史

一
九
九
五
和
佐
正
明
編
宗
教
法
人
樽
川
神
社

石
狩
市
包
世
紀
に
伝
え
る
写
真
集

二
O
O
二
幻
世
紀
に
伝
え
る
写
真
集
編
集
委
員
会
石
狩
市
教
育
委
員
会

風
雪
に
耐
え
た
ア
カ
シ
ア
並
木
国
重
家
の
歩
み
二

O
O
四

国

重

義

臣

石

狩

市

年

表

二

O
O
二

石

狩

市

〔
流
歴
〕
花
川
南
連
合
町
内
会

三

十

周

年

記

念

誌

二

O
O
六

石
狩
町
誌
上
巻

一
九
七
二
石
狩
町

石
狩
町
誌
中
巻

一

一
九
八
五
石
狩
町

石
狩
町
誌
中
巻
一

一

一
九
九
一
石
狩
町

石
狩
町
誌
下
巻

一
九
九
七
石
狩
市

石

狩

町

年

表

石

狩

町

教

育

委

員

会

石
狩
町
年
表
追
記

樽
川
百
年
史

広
報
い
し
か
り

二
O
O
二

駒
井
秀
子
石
狩
町
郷
土
研
究
会

一
九
九
二
尾
回
数
男
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一
九
五
八

田
中
賛
編
(
自
筆
追
記
)

一
九
七
七

樽
川
地
主
会



ヤ
ン
し
ゅ
う

似
せ
ら
れ
、
若
衆

L:>、

井

光
男

こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
年
代
は
、
昭
和

一
六
年
頃
か
ら
私
が
本
格
的
に
漁
夫
と

し
て
体
験
し
た
作
業
や
生
活
の

一
部
と
曾
祖
父
母
か
ら
き
い
た
話
で
す
。

「
若
衆
」
と
言
い
ま
す
と
、
鰯
背
(
い
な
せ
)
で
格
好
が
良
い
た
く
ま
し
い
漁

夫
さ
ん
を
思
い
浮
か
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
場
合
は
「
映
画
の
寅
さ
ん
」

の
台
詞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
生
ま
れ
は
小
樽
市
豊
川
町
、
手
宮
と
い
う
繁
華

街
の
都
会
つ
子
」
な
ん
で
す
。

た
ま
た
ま
両
親
が
石
狩
町
弁
天
町
で
生
ま
れ
育
っ
て
、
母
親
の
実
家
に
漁
の
時

期
や
お
正
月
、
お
盆
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
石
狩
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
訳

で
す
。

母
親
が
結
婚
を
し
て
花
畔
村
北
六
線
に
住
居
を
移
し
た
の
は
、
昭
和
四
年
で
し

た
。
叔
父
、
叔
母
，
従
兄
等
は
志
美
尋
常
小
学
校
卒
業
で
し
た
が
、
援
父
の
今
井

進
一
等
兄
弟
は
石
狩
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
で
し
た
。
こ
れ
は
漁
業
の
漁
期
の
関

係
で
住
居
を
移
動
し
て
生
活
し
て
い
た
た
め
で
す
。

母
親
の
父
が
、
明
治
三
九
年
に
石
狩
川
河
口
で
水
難
事
故
に
遭
い
、
早
死
に
し

ま
し
た
。
父
親
が
亡
く
な
っ
た
一
家
は
、
父
親
の
義
兄
で
あ
る
伊
藤
幸
四
郎
の
世

上野よし宛の薬害

上野よ しは益者の義父伊藤幸四郎

の娘。住所の「玉川漁場jはかつ

て玉川啓吉の漁場だったことによ

る。

昭和十二年大塚由松宅前の旧道(石狩街道)

話
で
花
畔
村
北
六
線
に
弁

天
町
か
ら
通
い
漁
を
し
て

い
ま
し
た
が
.
住
居
を
構
え

定
住
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。義

兄
の
伊
藤
幸
四
郎
は

志
美
シ
ピ
ウ
ス
の
鮭
漁
の

親
方
、
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

漁
場
と
言
っ
て
も
鮭
鱒
の

流
し
網
漁
は
、
祖
父
達
が
零

細
漁
民
救
済
を
旗
印
に
河

川
で
の
流
し
網
漁
を
固
に

求
め
る
連
動
を
起
こ
し
ま

し
た
が
、
漁
業
者
代
表
理
事

等
が
騒
乱
罪
で
投
獄
さ
れ

る
こ
と
に
ま
で
な
り
ま
し

た。
昭
和
二
年
に
河
川
で
の
漁
が
許
可
さ
れ
、
石
狩
川
河
口
で
の
漁
業
は
大
き
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。
今
井
の
家
で
は
河
川
で
小
魚
を
捕
っ
て
佃
煮
に
し
た
り
、
ヤ

ツ
メ
鰻
漁
な
ど
を
し
て
生
計
を
た
て
て
い
ま
し
た
。

ヤ
ツ
メ
筒
の
資
材
は
、
本
州
方
面
の
男
葦
を
使
用
し
た
そ
う
で
す
。
ア
ン
カ
ー
も

木
の
板
で
作
り
、
使
用
後
は
川
水
で
腐
っ

て
な
く
な
り
、
曳
き
網
漁
や
流
し
網
漁

な
ど
の
邪
魔
に
成
ら
な
い
よ
う
に
し
、
浮
き
沈
み
の
調
整
は
、
錘
小
石
を
使
用
し

宇
品
、
レ
ム
た
。

筒
漁
の
仕
掛
け
は
、
五

O
個
か
ら
六

O
個
仕
掛
け
た
と
い
い
ま
す
。
大
正
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
の
漁
獲
量
は
、
昔
で
言
う
四
斗
樽
二
本
ほ
ど
あ
り
、
秋
口
九

月
か
ら
真
冬
の

一
月
末
の
寒
ヤ
ツ
メ
で
は
、
鮭
漁
と
漁
期
が
ぶ

つ
か
り
、
人
出
を

都
合
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
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殆
ど
の
ヤ
ツ
メ
は
、
乾
燥
さ
れ
東
京
方
面
の
薬
舗
問
屋
に
送
ら
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。ヤ

ツ
メ
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
、
夏
で
も
ス
ト
ー
ブ
が
燃
や
し
て
い
た
の
が
子
供

ヤ
笥庁吋

三ア

1) 

-小
'点
差
入
れ

Z

の
頃
の
私
は
不
思
議
に
思
っ
た
も
の
で
す
。

私
が
花
畔
の
実
家
に
出
入
り
す
る
様
に
な
っ
た
時
に
は
ヤ
ツ
メ
漁
の
面
影
が

残
っ
て
い
て
、
天
井
に
は
屋
根
を
突
き
抜
け
る
煙
筒
と
、
垂
木
の
張
り
に
フ
ッ
ク

の
よ
う
な
も
の
が
沢
山
並
べ
て
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ヤ
ツ
メ
鰻
の
乾
燥

場
所
確
保
に
頭
を
悩
ま
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
二
年
に
石
狩
川
の
鮭
鱒
流
し
網
漁
業
が
許
可
さ
れ
、
同
六
年
に
は
、
新
川

が
石
狩
川
本
流
と
な
っ
た
た
め
漁
場
の
位
置
が
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
ヤ
ツ
メ
漁

は
花
畔
北
六
線
の
前
浜
か
ら
矢
臼
場
に
、
鮭
鱒
漁
は
石
狩
川
シ
ョ

ー
ト
カ
ッ
ト
で

新
し
く
で
き
た
新
川
場
所
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
上
、
ヤ
ツ
メ
漁
は
自
宅
で
の
加
工

/
/

!
が
時
聞
が
か
か
る
よ
う
に
な
る
と
同
時

フ

-与

に
、
若
手
の
労
働
力
主
役
に
取
ら
れ
る

「/

昨

よ
う
に
な
り
漁
業
は
う
ま
く
い
か
な
く

/

/
和

な

っ
た
よ
う
で
、
旧
石
狩
川

(茨
戸
川
)

で
の
小
魚
漁
で
の

佃
煮
、
乾
し
魚
作

り
に
限
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。ま

た
、
戦
時
中

で
食
料
の
統
制
が

し
か
れ
、
佃
煮
に

使
わ
れ
る
砂
糖
や

水
飴
簿
油
等
も
手

に
入
ら
な
く
な
り
、

私
も
石
狩
へ
行
く

楽
し
み
も
ぐ
ん
と

少
な
く
な
り
ま
し

た
。

ェ......~曙 ..; ..~-

昭和二年鮭鱒流し網許可記念写真

於石狩町役場前(現石狩小学校付近)
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生
振
捷
水
路

石
狩
川
の
治
水
方
針
は
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
蛇
行
(
だ
こ
う
)
部
分
を
カ
ッ

ト
し
て
、
直
線
的
な
流
れ
に
修
正
す
る
「
捷
水
路
方
式
」
が
採
用
さ
れ
、
計
画

流
量
約
四
一
七

O
立
法
メ
ー
ト
ル
/
秒
を
流
す
こ
と
を
目
標
に
、
石
狩
川
沿
下

流
か
ら
上
流
へ
、
ま
ず

5
つ
の
捷
水
路
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
正

7
年
、
石
狩
川
で
は
じ
め
て
着
手
さ
れ
た
「
生
振
捷
水
路
」
は
、
石
狩

川
捷
水
路
の
な
か
最
長
三
六
五
五
メ
ー
ト
ル
で
、
開
通
ま
で
に
十
四
年
を
要
し

た
。
新
水
路
の
掘
削
は
、
陸
上
は
掘
削
機
エ
キ
ス
カ
ベ

l
夕
、
水
中
は
ポ
ン
プ

式
渡
諜
(
し
ゅ
ん
せ
つ
)
蛤
と
い
う
、
い
ず
れ
も
最
新
の
大
型
機
械
が
投
入
さ

れ
た
。
機
械
の
補
修
や
工
事
資
材
を
製
造
す
る
治
水
工
場
が
つ
く
ら
れ
、
工
事

関
係
者
の
た
め
に
商
庖
や
床
屋
、
芝
居
小
屋
ま
で
あ
る
通
称

「
生
振
治
水
市
街

地
」
が

一
時
的
に
で
き
た
。
ま
た
、
新
水
路
右
岸
に
は

「香
取
神
社
」
を
創
建

し
て
工
事
の
安
全
を
願
う
と
と
も
に
、
慰
霊
祭
も
行
わ
れ
た
(
現
在
は
石
狩
八

幡
神
社
に
合
把
)。

こ
う
し
て
昭
和
6
年
に
生
振
捷
水
路
は
完
成
、
通
水
時
に
は
石
狩
川
の
江
別

地
点
の
水
位
が
l
m
も
下
が
っ
て
、
係
留
中
の
外
輪
船

・
上
川
丸
が
陸
に
浮
い

た
と
い
う
。
捷
水
路
の
は
じ
ま
り
の
地
に
は
「
石
狩
川
治
水
発
祥
之
地
碑
」
が

建
っ
て
い
る

注
私
は
小
学
校
に
入
る
前
か
ら
母
親
に
連
れ
ら
れ
て
、
花
畔
の
北
六
線
に
遊
び
に

来
て
い
ま
し
た
。
ま
た
父
親
の
実
・
家
が
あ
る
八
幡
町
に
も
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
自
然
の
多
い
石
狩
が
好
き
で
し
た
.
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
も
休
み
に

な
る
と
石
狩
に
足
が
向
い
て
い
ま
し
た
。
母
親
は
幼
い
私
の

一
人
旅
を
良
く
許
し

て
く
れ
た
も
の
で
す
。

石
狩
の
自
然
は
、
春
に
な
る
と
手
の
ひ
ら
大
の
鮒
が
産
卵
の
た
め
に
、
群
れ
を

な
し
て
小
川
に
遡
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
夏
に
は
浜
の
波
が
肖
い
時
は
、
川
遊
び

を
し
ま
す
。
川
の
中
央
に
あ
る
中
島

(現
佐
藤
水
産
)
の
向
か
い
が
遠
浅
に
な
っ

て
い
て
、
シ
ジ
ミ
買
が
獲
れ
た
も
の
で
す
。
カ
ラ
ス
貝
と
い
っ
て
二

0
セ
ン
チ
位

の
貝
も
沢
山
猿
れ
ま
し
た
。

赤
ト
ン
ボ
の
大
き
さ
も

一
五
セ
ン
チ
以
上
あ
り
ま
し
た
し
、
盆
踊
り
の
頃
と
も

な
る
と
蛍
狩
り
が
昭
和

一
八
年
頃
ま
で
出
来
ま
し
た
。
今
思
う
と
、
嘘
の
よ
う
な

自
然
だ
っ
た
の
で
す
。

私
が
本
格
的
に
漁
夫
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
今
井
の
家
に
出
入
り
し
、

田
舎
に
馴
染
ん
で
い
た
こ
と
と
、
今
井
本
家
に
跡
取
り
が
い
な
い
た
め
で
す
。

遊
び
に
来
て
い
る
と
き
と
漁
夫
と
し
て
の
仕
事
に
入
っ
た
事
は
別
問
題
で
、
漁

夫
と
し
て
入
っ
た
次
の
日
か
ら
今
ま
で
と
は

一
変
し
て
、
礼
儀
作
法
か
ら
家
の
仕

一ゆ
角
去
、
スi

l

i

 

同
居
の
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従
姉
に
も

「お
姉
さ
ん
」
と
呼
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
婆
様
よ
り
先
に
食

事
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
お
茶
碗
の
縁
に
口
を
つ
け
て
は
な
ら
な
い

等
々
厳
し
い
者
で
し
た
。

親
方
よ
り
先
に
風
目
に
入
る
こ
と
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
親
方
が
組
合
の
会

談
で
遅
く
な
る
日
な
ど
は
、
暗
い
ラ
ン
プ
の
下
で
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
の
よ
う
に
電
気
や
テ
レ
ビ
も
無
い
時
で
し
た
の
で
、
幼
い
と
き
の

楽
し
さ
を
思
う
と
苦
痛
で
し
た
。

唯
一
の
救
い
は
、
戦
時
中

一
時
的
に
志
美
小
学
校
に
児
童
疎
開
入
学
を
し
て
い

た
時
の
学
校
仲
間
の
友
達
が
い
た
こ
と
や
、
従
弟
に
あ
た
る
人
達
が
近
く
に
住
ん

で
い
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
も
よ
く
知
っ
て
い
て
、
時
聞
が
あ
る
と
よ
く

遊
び
に
行
っ
て
話
を
し
ま
し
た
。
息
抜
き
に
行
っ
て
い
た
の
も
事
実
で
す
。

次
に
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
漁
を
す
る
場
所
で
す
。
川
筋
の
浅
瀬
、

深
見
で
漁
の
出
来
る
場
所
、
川
面
の
移
動
す
る
道
筋
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
時
代

が
時
代
で
す
の
で
、
船
外
機
な
ど
は
な
く
移
動
手
段
は
サ
ッ
カ
イ
(
早
擢
)
や
櫓
、

サ
オ
等
で
、
時
折
帆
な
ど
を
使
い
ま
し
た
が
、
川
の
中
に
沈
ん
で
い
る
万
年
木
等

を
さ
け
て
移
動
し
た
も
の
で
す
。

山
市

漁
場
は
、
茨
戸
観
音
橋
附
近
、
創
成
川
、
伏
龍
川
、
発
寒
川
の
交
流
付
近
は
小
魚

も
多
く
入
り
ま
す
が
、
ゴ
ミ
も
多
く
入
り
ま
す
の
で
、
魚
選
び
が
大
変
で
す
。
ォ

タ
ベ
リ
は
右
岸
も
左
岸
も
漁
場
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
川
を
下
っ
て
花
畔
渡
船

場
付
近
、
小
学
校
の
裏
側
に
な
り
ま
す
。

上
ト
ウ
ヤ
ウ
シ

(
一
本
木
)
は
北
八
線
当
た
り
の
左
岸
に
な
り
ま
す
。
下
ト
ウ

ヤ
ウ
シ
は

(現
、
石
狩
放
水
路
)
の
向
か
い
北
生
振
に
な
り
、
現
、
佐
藤
水
産
の

向
か
い
あ
た
り
に
、
畳
二
一i
四
畳
ぐ
ら
い
の
中
島
が
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
ま
で
川

の
三
分
の
二
ぐ
ら
い
ま
で
遠
浅
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
ク
ン
ベ
ツ
川
を
下
っ
て
石
狩
川
本
流
に
出
て、

上
流
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
が
、
ウ
ツ
ナ
イ
の
上
が
り
チ
カ
漁
場
と
な
り
、
更
に
上
流
の
川
止
め
の
沼

地
か
ら
新
川
の
新
漁
場
流
し
網
場
と
な
っ
て
お
り
、
左
側
の
堤
防
の
上
に
流
し
網

漁
の
人
達
の
集
落
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
二

0
年
代
に
は
、
川
の
主
の
よ
う
な
鯉
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
獲
れ
ま
し
た
。

志
美
用
水
路
口

同
閣
口
白

現
石
狩
放
水
路
口
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当時の志美用水路口

鮭
漁
の
流
し
網
の
漁
期
は
九
月
一
日
か
ら
で
す
。
毎
月
の

一
、
二
、
三
日
は
鮭
の

資
源
を
保
護
す
る
た
め
の
休
漁
と
な
り
ま
し
た
が
、
漁
夫
に
と
っ
て
は
網
な
ど
の

手
造
り
の
た
め
休
み
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

鮭
漁
は
、
投
網
時
聞
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
漁
を
す
る
順
番
も
一
週
間
ご

と
漁
夫
人
達
が
集
ま
り
決
め
ま
す
。
日
の
暮
れ
か
ら
日
の
出
ま
で
の
時
間
が
漁
を

す
る
時
間
で
す
の
で
、
北
生
振
九
線
、
右
岸
の
美
登
位
某
一
線
、
新
居
渡
船
場
付
近

か
ら
下
流
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
六
戸
と
い
う
墓
地
付
近
ま
で
の
漁
区
間
で
、
次

の
相
手
方
に
投
網
を
連
絡
す
る
に
は
、
旧
河
川
の
沼
地
に
到
達
し
た
ら
、
懐
中
電

灯
で
合
図
を
し
ま
す
。

川
の
流
れ
に
よ

っ
て
三
j
四
回
ぐ
ら
い
の
作
業
に
な
り
ま
す
が
、
七

i
八
回
の

時
も
あ
り
、
休
む
聞
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
年
間
の
生
計
が
鮭
漁
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
二
七
年
、
漁
業
法
が
改
正
さ
れ
河
川
で
の
鮭
鱒
漁
が
禁
止
さ
れ
、
組
合
に

よ
る
僻
化
事
業
と
北
洋
漁
業
、
茨
戸
川
の
内
水
面
漁
業
を
残
す
改
革
が
さ
れ
ま
し

た
。
組
合
に
よ
る
僻
化
事
業
参
加
で
、
私
も
急
に
養
父
か
ら
丁
寧
漁
場
に
行
く
よ

う
に
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

他
で
雇
い
経
験
の
な
い
私
に
と
っ
て
は
、
大
変
不
安
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

新
川
時
代
の
仲
間
や
青
年
団
の
仲
間
が
い
ま
し
た
の
で
多
少
気
持
ち
は
楽
で
し

た
。
家
の
方
で
は
、
内
水
面
漁
業
を
し
て
お
り
、
若
衆
を
賃
金
で
雇
い
入
れ
て
、

地
曳
網
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、
組
合
参
加
に
は
、
資
金
米
の
提
供
や
賃
金
の
支
払
い
は
無
く
、
組
合

か
ら
の
配
当
と
い
う
形
が
と
ら
れ
、
直
接
労
働
す
る
組
合
員
に
は
賃
金
が
支
払
え

ず
、
厚
田
、
浜
議
な
ど
地
方
か
ら
雇
い
入
れ
ら
れ
た
若
衆
に
賃
金
と
漁
獲
割
り
手

当
が
支
給
さ
れ
、
私
は
少
々
抵
抗
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
二
九
年
の
大
漁
の
年
を
除
い
て
不
漁
続
き
で
、
漁
夫
を
や
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
生
計
が
立
た
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
二
七
年
、
二
八
年
に
下
丁
寧

漁
場
で
、
二
九
年
、
三

O
年
、
三

一
年
と
上
丁
寧
漁
場
に
勤
め
ま
し
た
。
三
二
年

か
ら
は
石
狩
河
川
地
曳
網
最
適
の
場
所
と
さ
れ
て
い
た
堀
神
威
曳
所
に
配
置
転
換

"， えた、 努労4 
1.' ) 久元かマ

べv7/吊 p

)凶イイ&りりf勾生刈爪丈げ干

~ザ~<円ツグ!づ?
/、'> 餐 I ，守コ &町r 

きY Z 
71 ~ 

V 
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を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
も
、
帳
場
と
し
て
な
の
で
大
変
驚
き
強
く
断
っ
た
の

で
す
が
，
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ず
他
の
人
が
協
力
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た。

ど

上丁寧・下丁寧漁場の図

*
 

八
月
一
一
一
日
に
石
狩
役
場
裏
の
丁
寧
漁
場
の
番
屋
に
は
い
り
ま
し
た
。
番
屋
は

二
階
建
て
に
な

っ
て
い
て
、

一
聞
置
き
ぐ
ら
い
に
ガ
ラ
ス
の
は
ま

っ
た
小
さ
い
窓

が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
建
物
の
左
右
と
中
央
部
分
に
二
階
に
上
が
る
ハ
シ
ゴ
が
五

カ
所
あ
り
、
床
に
は
荒
む
し
ろ
が
敷
か
れ
て
い
て
ま
る
で
映
画
に
出
て
来
る
セ
ッ

ト
の
よ
う
な
貧
弱
な
寝
床
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
一鹿
い
漁
場
で
の
番
屋
と
称
さ
れ
る
も
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
帳
場
さ

ん
の
部
屋
は
ガ
ラ
ス
戸
で
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
立
派
な
畳
が
敷
か
れ
た
八
畳
間
で
、

座
り
机
や
棚
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
身
分
の
違
い
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

帳
場
の
部
屋
の
正
面
の
壁
に
は
、
縦
六
0
セ
ン
チ
、
横
三
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大

き
な
板
が
あ
り
「
提
」
と

い
う
文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
船
頭
頭
、
船
頭
、

若
者
頭
、
川
船
乗
頭
、
若
衆
の
名
前
が
、
最
後
の
方
に
は
岡
船
頭
(
岡
廻
り
大
工
)
、

そ
の
後
小
さ
な
文
字
で
炊
事
係
の
名
前
あ
り
、
そ
し
て
大
き
い
文
字
で
帳
場
さ
ん

の
名
前
が
審
か
れ
て
い
ま
し
た
。

一
隻
あ
た
り
一
五
名
の
組
員
で
し
た
。

翌
朝
早
々
に
三
組
み
ぐ
ら
い
に
分
か
れ
、
船
着
き
場
や
綱
曳
場
の
準
備
に
入
り

ま
す
。
網
曳
場
は
八
月
の
水
量
の
少
な
い
時
な
の
で
す
が
、
船
頭
の
指
示
し
た
個

所
に
、
直
径
三
0
1
五
0
セ
ン
チ
、
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
位
の
丸
太
の
杭
を
打
ち
ま

す
。出

綱
止
め
で
、
出
綱
を
流
れ
か
ら
支
え
て

F
F

!

く
れ
る
杭
で
す
o

二
本
組
で
五
カ
所
曳
き
網

，

fF
カ
ケ
ヤ
、

が
寄
せ
ら
れ
る
個
所
ま

で
打

っ
て
い
き
ま

「

-

t
i
j
d

す

o

s
u
M
「
l

'

E

い
ず
れ
の
作
業
に
も
音
頭
が
と
ら
れ

一
層

r
H
H川
刷
民
間
薗

力
が
出
ま
す
。
「
ヨ
イ
ト
チ
ョ
ン
ナ
、
も
ひ

』
脳
、
『

l
!

と
つ
、
チ
ョ
ナ
」
と
繰
り
返
さ
れ
、
掛
け
声
h

‘、

が
止
ま
る
と
作
業
も
止
ま
り
ま
す
。
河
岸
に

4

は
計
算
さ
れ
た
よ
う
に
二
本
ず
つ
杭
が
並
び
ま
す
。

杭
を
打
つ
に
は
「
カ
ケ
ヤ

(
掛
矢
こ
と
い
う
道
具
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
最
初
は
杭
が
長
い
の
で
「
カ
ケ
ヤ
」
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を
逆
に
用
い
ま
す
。

「
カ
ケ
ヤ
」

重
い
も
の
で
す
。

の
重
さ
は

一
人
で
は
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
ほ
ど

入
網
の
ロ
ク
ロ
場
は
、
河
岸
よ
り
一
段
と
高
い
所
に
位
置
し
、
少
々
の
増
水
で

も
作
業
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
，
大
き
な
入
網
専
用
の
も
の
と
、
ひ
と
ま
わ
り
小

さ
な
網
揚
げ
専
用
の
も
の
と
分
か
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ク
ロ
の
下
の
部
分
に
は
重
い
鉄
板
に
心
棒
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
て
、

土
に

埋
め
て
あ
り
ま
す
。

地
曳
を
入
れ
て
、
入
網
を
持
っ
て
若
衆
が
河
岸
か
ら
五
0
メ
ー
ト
ル
位
離
れ
て

い

る

ロ

ク

ロ

場

に

走

る

の

‘

で
す
が
、
徳
長
靴
や
カ
ッ

:i

，

パ
ズ
ボ
ン
を
履
い
て
い
る
~
称

p
h
'
l
v湖
甑
d
グ
/

た
め
，
若
者
と
は
い
え
大

!

4

U
司

』

y
t壁
、
，
伊

変
で
す
。
そ
の
重
い
入
綱

1

|
以

叩

乙

障

問

い

栃

内

l
l門〆

を

持

っ

て

走

っ

て

行

く

仲

‘

，

d
Z
¥
夢〆

E'L

聞

を

数

人

の

若

者

が

補

助

ぷ

砂

L
M〆
J
h晒

し
、
ロ
ク
ロ
に
綱
を
仕
掛

d
ι
A認
可

け
ま
す

o

i
d
v

失‘

「ヨ

イ

ト

巻

け

」

と

の

‘

掛
け
声
に
他
の
仲
間
も
加
わ
り
大
合
唱
。
音
頭
の
声
に
合
わ
せ
て
作
業
は
進
め
ら

れ
る
わ
け
で
す
。
「
心
棒
は
金
だ
」
「
頑
張
っ
て
巻
け
」
「
姉
ち
ゃ
ん
待
っ
て
る
ぞ
」

と
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
を
掛
け
声
に
し
ま
す
。

網
を
入
れ
る
時
は
、
昔
の
様
に
手
漕
ぎ
で
は
な
く
、
親
船
に
抱
き
か
か
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
つ
つ
、
動
力
船
で
船
頭
の
指
示
で
操
り
入
網
を
行
い
、
漁
が
終
わ
り

捕
獲
さ
れ
た
鮭
を
川
船
に
渡
す
と
網
を
船
に
取
り
入
れ
次
の
漁
に
備
え
た
。

今
度
は
サ
ッ

擢

で

川

上

の

出

船

場

所

ま

で

移

動

し

ま

す
。
「
ォ

ス

コ
l
」
と
船
頭
に
合
わ
せ
て
、
一
斉
に
擢
を
そ
ろ
え
て
漕
ぎ
だ
し
ま

す
。
音
頭
の
節
は
地
名
や
そ
の
時
々
の
天
候
や
廻
り
の
状
況
を
取
り
入
れ
た
り
し

ま
す
。

「浜
孫
、
毘
砂
別
涙
だ
こ
幌
よ
」
と
か
「

一
O
月
小
春
俺
の
カ
カ
お
春
」
「
な
ん

だ
送
毛
、
濃
毎
一
ま
で
よ
。
厚
田
渡
れ
ば
古
庫
、
古
酒
」
な
ど
と
、
故
郷
に
帰
り
た

く
な
る
と
い
う
意
味
で
、
上
手
に
音
頭
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

今
で
も
船
頭
の
名
台
詞
が
、
懐
か
し
く
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
、
や
ま
た
ま
村
田
商
庖
の
食
堂
に
「
リ
ン
ゴ
の
歌
」
の
並
木
路
子
が
食

事
に
寄
っ
た
時
、
若
衆
の
音
頭
を
聞
き
た
い
と
い
う
話
か
ら
、
下
丁
寧
の
若
衆
が

一
O
名
ほ
ど
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

船
漕
ぎ
音
頭
の

「オ
ス
コ

l
」
か
ら
網
揚
げ
の
「
ソ
1
ラ
ン
節
」、

鮭
を
川
船

に
捲
る
音
頭
を
歌
っ
た
の
で
す
が
、
座
敷
と
漁
労
中
で
は
ち
ょ
っ
と
異
な
る
音
頭

と
な
り
ま
し
た
。
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昭
和
=
二
年
か
ら
三
三
年
ま
で
、
堀
神
威
の
帳
場
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
が
、

先
輩
達
、
仲
間
違
の
お
陰
で
無
事
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
別
な
意
味
で
も

大
き
な
人
生
経
験
に
な
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

帳
場
と
し
て
の
私
の
仕
事
は
、

若
衆
の
一
週
間
の
献
立
と
商
庖
へ
の
注
文
、
川

船
船
頭
か
ら
の
鮭
の
受
け
取
り
、

日
報
の
記
入
、
即
売
り
鮭
の
庖
頭
並
べ
、
若
衆

の
胴
付
き
や
雨
合
羽
の
用
意
等
で
す
。
商
庖
か
ら
は
買
掛
で
買
い
ま
す
。
現
金
の

扱
い
は
組
合
事
務
所
の
人
が
行
う
仕
事
で
し
た
。
手
の
空
い
た
時
は
、
番
屋
や
事

務
所
の
清
掃
が
仕
事
で
し
た
。

帳
場
と
言
っ
て
も
帳
場
の
部
屋
は
使
う
こ
と
は
な
く
、
若
衆
と
同
じ
ム
シ
ロ
を

敷
い
て
あ
る
部
屋
を
使
用
し
ま
し
た
。
時
折
川
の
流
れ
が
早
く
な
り
、

一
日
三
回

の
食
事
が
四
回
に
な
っ
た
り
す
る
時
が
あ
り
、
急
い
で
納
豆
な
ど
を
買
い
に
走
っ

た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

若
衆
の
食
事
が
不
足
し
た
場
合
に
は
，
炊
事
場
の
女
子
衆
が
裸
踊
り
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
番
屋
の
決
ま
り
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ご
飯
不
足
を

知
る
と
若
衆
が
目
で
合
図
を
し
あ
い
、
無
理
に
ご
飯
を
食
べ
よ
う
と
し
ま

円
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堀神威漁場後獲り漁(昭和 30年 10月)

す
。
若
い
炊
事
場
の
女
子
衆
は
、
今
に
も
泣
き
出
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
古
参
の
女
子
衆
は
「
オ
ヒ
ツ
」
に
お
湯
を
入
れ
て
湯
気
を
立
ち
上
げ
さ
せ
、
「
オ

ヒ
ツ
」
の
縁
を
大
き
な
「
へ
ラ
」
で
叩
き
乍
ら

「若
衆
飯
タ
ン
ト
あ
る
よ

1
。
ょ

う
働
け
よ

1
」
と
声
を
か
け
ま
す
。
若
衆
は
諦
め
「
こ
り
ゃ
ダ
メ
ダ
」
と
仕
事
に

戻
っ
て
い
き
ま
す
。

古
参
の
女
子
衆
の
、
そ
の
機
転
の
早
さ
に
学
ぶ
べ
き
知
恵
と
経
験
を
感
じ
取
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
漁
期
の
終
わ
り
に
近
づ
い
た
時
、
一
人
の
若
衆
の
行
動
に
不
審
を
持
っ

て
岡
か
ら
見
て
い
ま
し
た
。
鮭
を
追
い
込
み
、
袋
網
を
途
中
で
捻
り
、
そ
の
部
分

に
自
分
が
入
れ
た
鮭
が
動
け
な
い
よ
う
に
両
足
で
鮭
を
押
さ
え
て
い
る
の
が
見
え

ま
し
た
。

覗
き
見
ょ
う
と
す
る
と
、
陸
の
船
頭
の
目
配
り
が
あ
り
、
「
見
て
見
な
い
ふ
り

を
す
れ
」
と
の
合
図
で
し
た
。
後
で
船
頭
に
聞
き
ま
す
と
、
切
り
上
げ
が
近
く
な

る
と
若
衆
の
労
を
労
う
形
で
、
ニ
シ
ン
漁
も
鮭
漁
も
漁
場
で
は

「見
逃
し
漁
」
と

い
っ
て
ホ
マ
チ
を
認
め
て
い
る
と
い
わ
れ
、
世
間
知
ら
ず
の
私
は
、
人
生
の
教
訓

と
し
て
学
び
ま
し
た
。

石
狩
魚
場
の
一鹿
い
で
の
人
生
経
験
は
、
家
で
は
学
ぶ
事
の
出
来
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
と
お
も
い
ま
す
。
触
の
寒
干
し
、
飯
鮪
の
漬
け
方
、
筋
子
の
樽
漬
け
な
ど

は
、
深
夜
業
務
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
ア
イ
ヌ
の
人
か
ら
ア
イ
ヌ
秘
伝
の
漬
け
方
や

保
存
方
法
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
直
接
の
指
導
で
し
た
の
で
口
承
で
は
感
じ

取
れ
な
い
体
験
で
し
た
。

一
O
月
二
O
日
に
は
切
り
上
げ
、
後
獲
り
漁
の
人
達
を
残
し
て
番
屋
の
〆
と
な

り
ま
す
。
最
後
に
は
給
金
の
支
払
い
が
行
わ
れ
ま
す
。
事
務
方
か
ら
地
方
か
ら
雇

わ
れ
た
若
衆
に
給
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

机
に
固
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、
順
番
に
盤
に
乗
せ
ら
れ
た
給
金
を
受
け
取
り
ま
す

が
、
出
口
に
は
二
ヶ
月
分
の
酒
代
、
胴
着
、
雨
合
羽
、
特
長
靴
な
ど
の
支
払
い
が

あ
り
、
そ
れ
ら
の
貸
付
金
の
支
払
い
が
終
わ
る
と
、
次
の
漁
場
へ
の
旅
費
し
か
残
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。
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そ
れ
で
も
若
衆
は
、
次
の
漁
場
の
話
を
し
て
、
仲
間
を
伴
っ
て
仕
事
を
求
め
て
流

れ
て
行
き
ま
す
。
思
い
思
い
に
寝
具
や
手
提
げ
袋
を
持
っ
て
、

「
ま
た
な
」
の
挨

拶
で
散
っ
て
行
き
ま
す
。

私
は
、
後
始
末
の
た
め
遅
れ
て
の
切
り
上
げ
と
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
た
め

「給

金
無
し
」
と
な
り
寂
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

石
狩
の
自
然
で
、
多
く
の
人
達

が
開
拓
し
、
生
活
し
、
今
日
の
石
狩
の
歴
史
が
文
化
と
し
て
残
さ
れ
て
来
た
こ
と

を
思
う
と
本
当
に
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

昭和31年頃の鮭の荷揚げ作業(筆者と平治さ

んの奥さん ・堀神威漁場)

I ，~司圃圃圃圃圃"""-.....J.. _ .'

昭和 30年頃の筆者(堀神威漁場にて)
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北
海
の
粒
買
船
早
春
の
日
本
海
を
征
く

は
じ
め
に

一
.
粒
買
船
と
鯨
買
い
付
け

(
二
粒
と
は

士
乙
粒
賀
船

(
三
)
粒
練
の
買
い
付
け

二
.
粒
寅
船
航
海
の
あ
ら
ま
し

三
.
愈
々
生
鯨
満
船
し
て
内
地
に
向
か
う

四

第

五

長

栄
丸
乗
組
員
及
び
昭
和
十
七
年
前
後
の
所
得

(
こ
粒
買
船
の
乗
組
員

(二
)
乗
組
員
の
所
得

五.余計一一一山

(
一
)
厚
田
村
青
島
丘
陵
か
ら
見
る
粒
買
船
の
勇
壮

士
乙
魚
柏
と
米
の
物
交
の
時
代

(
三
)
河
川
港
の
河
口
の
出
入
港
は
難
航
だ
っ
た

お
わ
り
に

話
者

資
料
①
昭
和

一
六
年
昭
和
一
七
年
石
狩
三
地
区
腕
生
積
漁

参
考
資
料

吉
岡

(
粒
買
)

玉
吉

船
調

は
じ
め
に

昭
和
初
期
の
本
道
の
交
通
網
は
、
内
陸
部
は
開
け
て
い
た
が
沿
岸
部
、
特
に
地

元
海
岸
部
の
陸
路
は
途
切
れ
途
切
れ
の
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
海
路
は
必
要
品

(
諸
物
資
)
輸
送
で
沿
岸
漁
業
の
発
達
に
伴
い
、
運
送
は
気
帆
船
(
漁
船
)
の
進

出
と
共
に
需
要
を
極
め
た
の

本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、

早
春
か
ら
五
月
中
旬
こ
ろ
に
か
け
、

北
は
樺
太
(
現

サ
ハ
リ
ン
)
西
海
岸
本
斗
(
現
、
ネ
ベ
リ
ス
ク
)
真
岡

(
現
ホ
ル
ム
ス
ク
)
南
は
本

州
新
潟
ま
で
主
要
食
糧
鮮
魚
で
あ
る
腕
を
運
搬
し
、
往
来
し
た
漁
船
の

一
端
を
纏

め
た
も
の
で
あ
る
。

練
生
買
い
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
転
用
船
が
増
え
、
不
謹
慎
で

「
て
ん
で
ん

ば
ら
ば
ら
」
(
不
統
制
の
意
)
に
行
動
す
る
船
舶
も
あ
っ
た
。
時
(
昭
和
十
年
代
)

は
戦
時
体
制
で
配
給
統
制
も
敷
か
れ
、
船
主、

従
事
者
の
規
制
、
円
満
(
円
滑
、

適
正
)
な
運
搬
事
業
を
図
る
た
め
、
練
運
搬
船
統
制
組
合
連
合
会
(
下
部
組
織
、

石
狩
鯨
運
搬
船
統
制
組
合
な
ど
、
総
計
船
舶
千
二
百
七
十
九
隻
、
昭
和

一
七
年
三

月
発
足
)
結
成
施
行
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

鯨
の
漁
期
は
早
春
で
あ
る
が
、
そ
の
地
域
沿
革
に
よ
っ
て
時
期
、
潮
流
、
水
温

等
に
よ
っ
て
接
岸
の
時
期
が
変
わ
る
が
、
概
ね
次
々
と
北
上
し
て
行
く
の
が
習
性

で
あ
る
。

本
道
西
海
岸
に
於
け
る
鯨
来
遊
の
枯
渇
を
見
る
に
大
正
十
三
(
一
九
二
四
)
年

以
降
松
前
杜
絶
、
昭
和
七
(
一
九
三
二
)
年
以
後
積
丹
以
南
皆
無
、最
大
漁
場
だ
っ

た
歌
棄
、
磯
谷
来
遊
杜
絶
。
昭
和
十

(一

九
三
五
)
年
以
降
余
市
、
古
平
方
面
杜

絶
と
な
っ
て
転
換
者
が
続
出
、
当
該
海
域
以
南
は
幻
の
魚
と
な
っ
て
い
た
。

扱
、
転
換
し
た
漁
業
者
や
中
小
型
漁
船
を
所
持
す
る
親
方
は
厚
田
、
浜
益
、
増

毛
以
北
で
今
だ
回
遊
漁
獲
す
る
鯨
を
目
当
て
に

「生
買
い
」
「
生
売
り
」
「
自
家
加

工
」
を
目
的
に
運
搬
を
始
め
た
。

四
月
上
旬
か
ら
五
月
中
旬
頃
ま
で
留
萌
沿
岸
、
「
天
売
、
焼
尻
」
「利
尻
、
礼
文
」

尚
、
樺
太
西
海
岸
ま
で
生
買
い
に
馳
せ
参
じ
た
。

生
制
別
で
あ
る
た
め
、
積
載
量
の
手
頃
で
慣
れ
(
生
き
が
さ
が
る
。
腐
る
の
意
)

が
少
な
く
な
い
独
航
船

(二
四

五

屯

前

後

・
北
千
島
鮭
鱒
流
網
漁
の
漁
船
)
が

最
適
で
遠
距
離
航
海
に
も
適
し
四
泊
五
日
位
を
有
す
る
樺
太
西
海
岸
か
ら
本
州
新

潟
港
の
運
行
に
も
堪
え
る
船
体
だ
っ
た
。

本
稿
で
は
北
海
道
、
本
州
東
北
部
粒
買
船
(
生
買
い
運
搬
船
千
二
百
数
十
隻
、

練
運
搬
船
統
制
組
合
連
合
会
)
の
う
ち
石
狩
港
船
籍
二
四
隻
中
、
転
用
粒
買
船
(
独

航
船
)
一

O
隻
を
中
心
に
北
千
島
へ
出
漁
(
五
月
二
O
日
)
ま
で
の

一
部
を
紹
介
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す
る
こ
と
と
し
た
。

一.
粒
買
船
と
鯨
買
い
付
け

(
こ
粒
と
は

広
辞
苑
の
解
説
、
一
部
に
人
又
は
物
の
集
合
体
を
構
成
す
る
個
々
の
人
ま

た
は
物
。
果
物
や
細
か
い
も
の
を
数
え
る
に
用
い
る
語
。
と
あ
る
。

と
れ
た

て
(
獲
れ
た
ば
か
り
)
の
生
腕
の
呼
称
。
ツ
ブ
(
ボ
)
ま
た
は
ツ
ブ

ニ
シ
ン

(粒

鯨
)
と
い
う
。
語
源
は
粒
立
つ
(
多
く
の
粒
に
な
っ
て
現
れ
出
る
。
つ
ま
り

あ
わ
だ
つ
)
よ
う
に
、
多
量
に
群
れ
を
な
し
て
接
岸
す
る
と
こ
ろ
か
ら
粒
鯨

の
異
名
が
生
ま
れ
た
も
の
と
推
定
す
る。

(
二
)
粒
買
船

「
ツ
ボ
カ
イ
セ
ン
」
ま
た
は

「
ツ
ブ
カ
イ
」
と
言
う
。

一
般
で
は
生
鯨
運

搬
船
の
こ
と
で
あ
る
。
船
は
百
屯
以
下
の
も
の
で
二
十
屯
か
ら
五
十
屯
位
で

小
型
内
燃
機
関
の
漁
船
が
主
、
他
輸
送
船
も
当
た
っ
て
い
た
。

漁
船
は
ダ
ン

ブ
ル
(
船
倉
)
に
ロ

ー
リ
ン
グ
(
横
揺
れ
)
で
荷
崩
れ
し
な
い
よ
う
に
仕
切
っ

て
「
ば
ら
積
み
」
し
て
航
海
す
る
。
(
以
下
拙
著
『
北
海
道
日
本
海
漁
労
漁

具
用
語
辞
典
』
参
照
)

(
三
)
粒
腕
の
買
い
付
け

粒
買
船
は
鯨
乗
綱
の
知
ら
せ
で
夫
々
の
建
場
に
至
り
浜
値
(
時
の
相
場
)

で
交
渉
、
鯨
能
(
割
り
竹
で
編
ん
だ
も
の
石
油
箱

一
個
半
か
ら
二
個
位
入
る

龍
、
古
く
な
る
と
二
.
五
個
位
入
る
よ
う
に
な
る
)
、
豊
漁
の
時
は
綱
元
も

船
頭
も
大
様
な
も
時
化
早
い
春
の
海
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
早
々
に
催
す

(処

理
)
べ
く
鯨
範
の
見
面
も
こ
だ
わ
ら
ず
万
棒

(
荷
役
な
ど
物
品
の
数
量
を
確

認
す
る
数
取
る
棒
。

『数
取
り
』)
を
取
る
。
(
数
え
る
の
意
)

綱
元
は
、
沖
売
り
は
手
間
も
省
け
安
値
に
な
る
が
素
早
く
現
金
に
な
る
の

で
、
経
旗
を
立
て
る
な
ど
し
て
沖
を
通
る
粒
買
船
を
誘
致
し
た
。

昭
和
初
期

(昭
和
十
年
代
)
の
買
値
は
奥

(
北
)
へ

行
く
程
安
く
な
り

一
能
五
十
銭
か

ら
一

円
五
十
銭
位
を
上
下
し
て
い
た
。
反
面
売
り
値
は
酒
田

(山
形
)
土
崎

(
秋
田
)
新
潟
と
南
に
行
く
ほ
ど
、
三
倍
、
五
倍
の
値
で
取
り
引
き
さ
れ
た
。

時
世
は
戦
時
色
(
日
中
戦
争
、
昭
和
十
二
年
七
月
支
那
事
変
)
が
強
く
な

り
昭
和
十
二
年
に
は
国
民
精
神
総
動
員
運
動
が
始
ま
り
国
家
総
動
員
法
が
制

定
さ
れ
同
十
五
年
に
は
米
穀
の
配
給
、
同
十
六
年
に
は
物
資
統
制
計
画
が
一

照
強
化
さ
れ
衣
食
住
の
諸
物
資
は
切
布
制
か
ら
配
給
制
へ
と
移
行
し
鯨
も
そ

の
一
部
と
な
っ
て
い
た
。

米
の
値
段
一
九
二
七
(
昭
和
二
)
年

一
俵
(
六
0
キ
ロ
)
一

一二
.
五
円

二
O
O
三
(
平
成
十
五
)
年
で
は
一
万
三
七
四
八
円
よ

っ
て
一

円
が

て

O
一
八
円
と
な
る
。
(
北
海
道
の
歴
史
が
わ
か
る
本
よ
り
)

昭
和
十
一

(
一
九
三
六
)
年
白
米

一
俵

一
，
三
六
六
銭
。
昭
和
一
六
(
一
，

九
四

一
)
年
、
同

一
，
九
五
O
銭
。

身
近
な
も
の
値
段
風
巴
貸
大
六
銭
、
小
三
銭
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
パ
ッ
ト
八

銭
、
昭
和
一
八
年
に
な
っ
て
風
呂
貸
八
銭
、
小
4
銭
、
金
鶏
二
三
銭。

昭
和
一
七

(一

九
四
二
)
年
石
狩
本
町
地
区
で
五
十
銭
持
っ
て
風
巴
に
入

り

(7
銭
)
石
狩
座
で
活
動
写
真
(
映
画
)
3
本
を
見
て

(
二
五
1
三
O
銭
)

本
町
の
岡
田
食
堂
で
鍋
焼
き
う
ど
ん
(十
五
銭
位
)
食
べ
帰
っ
て
も
お
釣
り

(二
j
三
銭
)
が
あ
っ
た
時
代
。

昭
和

一
六
年
頃
ま
で
の
鯨
生
買
い
付
け
、
生
売
り
業
者
は
て
ん
で
ん
ば
ら

ば
ら
気
ま
ま
に
操
業
し
て
い
た
が
戦
時
色
厳
し
く
な
り
統
制
経
済
が
強
化
さ

れ
る
に
従
っ
て
国
の
政
策
に
則
り
昭
和
一
七
年
三
月
小
樽
、
函
館
、
岩
内
、

本
道
四
海
岸
の
船
主
操
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
鯨
運
搬
船
統
制
組
合
連
合
会

(三
六
単
組
一
，

二
七
九
隻
)
を
設
立
、
適
正
な
集
荷
配
給
、
漁
獲
物
の
運

搬
事
業
の
統
制
に
服
し
て
運
航
し
た
。

戦
後

(
昭
和
二
十
年
以
降
)
尚
諸
物
資
不
足
し
需
要
が
見
込
ま
れ
た
が
、

漁
獲
量
の
減
少
、
そ
の
上
樺
太
の
放
棄
で
回
航
不
能
と
な
り
、
年
を
追
う
ご

と
に
運
航
を
取
り
止
め
る
船
主
も
出
て
組
織
も
自
然
消
滅
的
に
解
散
す
る
に

至
っ
た
。

P
「
M



二
.

粒
買
船
航
海
の
あ
ら
ま
し

注

(1
)
本
項
は
昭
和
一
七
、
八
年
ご
九
四
二
、
三
)
年
四
月
上
旬
よ
り
五
月

十
日
頃
ま
で
、
樺
太
西
海
岸
か
ら
本
州
秋
田
県
土
崎
港
(
現
秋
田
港
)
に
粒
買
船

と
し
て
航
海
し
た
五
月
二

O
日
北
千
島
鮭
鱒
流
網
漁
に
出
漁
す
る
独
航
船
、
吉
岡

漁
業
部

・
船
主
吉
岡
三
之
助
所
有
第
五
長
栄
丸

(二
五
屯
焼
玉
機
関
七
五
馬
力
、

速
力
9
ノ
ッ
ト
、
積
載
能
力

一
万
貫
)
。
及
び
金
田
漁
業
部
船
主
金
田
寅
之
助
所

有
第
五
吉
星
丸
(
三

O
屯
焼
玉
機
関
八

O
馬
力
、
速
力
9
ノ
ッ
ト、

積
載
能
力

一
万
二
千
貰
)
の
秋
田
一
航
、
海
、
新
潟
一
航
海
の
推
定
運
行
状
況
を
記
載
し
た
も

の
で
あ
る
。

士
乙
船
舶
の
操
縦
逆
転
に
つ
い
て

二
十
屯
以
上
の
船
湘
は
登
記
船
(
登
簿
船
)
と
呼
称
し
当
時
の
運
輸
通
信

大
臣
が
発
行
す
る
海
技
免
状

(航
海
士
甲
、
乙
、
丙
種
)
の
取
得
者
で
な
け

れ
ば
操
船
、
機
関
の
運
転
は
で
き
な
か
っ
た
。

粒
買
船
は
石
狩
港
を
船
出
し
て
一
昼
夜
弱
で
樺
太
西
海
岸
、
本
斗
(
現
ネ

ベ
リ
ス
ク
)
真
岡
(
現
ホ
ル
ム
ス
ク
)
沿
岸
の
練
場
に
至
っ
て
即
買
い
付

け
し
て
満
船
し
目
的
地
に
向
か
う
。
樺
太
西
海
岸
か
ら
土
崎
港
ま
で
凡
そ

五
二
五
哩
。
樺
太
西
海
岸
か
ら
新
潟
港
ま
で
凡
そ
八
七
九
哩
(
一
哩
は
て

六
O
九
メ
ー
ト
ル
)

昭
和
十
年
代
頃
の
小
型
漁
船
(
二
十
屯
以
上
)
や
小
型
運
搬
船

(二
十
屯

以
上
)
そ
れ
以
下
で
も
海
図
、
定
規
、
羅
針
盤
を
頼
り
に
操
船
、
陸
の
基
点
、

岬
を
見
て
、
船
長

(船
頭
)
始
め
堪
能
な
乗
組
員
に
よ
っ
て
ラ
ッ
ト
(
操
舵

輪
)
を
取
っ
て
航
海
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
鯨
な
ど
満
船
す
る
と
速
力
は
二

割
か
ら
三
割
方
落
ち
、
そ
れ
を
見
越
し
て
航
海
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
っ
た
。

此
の
処
の
練
の
回
遊
は
時
代
を
経
つ
に
従
っ
て
北
海
道
西
部
海
岸
を
厚

田
、
浜
益
、
増
毛
と
群
来
は
北
上
し
四
月
中
旬
か
ら
五
月
中
頃
ま
で
天
売
、

焼
尻
、
利
尻
、
礼
文
、
樺
太
西
海
岸
(
本
斗
、
真
岡
)
ま
で
移
動
し
て
行
き
、

多
く
の
粒
買
船
も
北
へ

北
へ
と
積
み
込
み
に
殺
到
し
た
。

漁
船
に
冷
凍
設
備
の
な
い
時
代
ダ
ン
プ
ル

(
船
倉
)
に
ば
ら
積
み
す
る
た

め
、
こ
な
れ

(生
き
が
下
が
る
。
く
た
く
た
に
な
る
こ
と
)
を
な
く
し
鮮
度

を
維
持
す
る
に
は
十
屯
未
満
の
小
型
船
が
適
す
が
、
遠
洋
航
海
で
秋
田
、
新

潟
ま
で
行
く
に
は
積
荷
に
比
重
の
か
か
ら
な
い
で
す
む
こ
O
屯
か
ら

3
0屯

級
の
漁
船

(独
航
船
の
よ
う
な
船
)
が
最
適
だ
っ
た。

漁
船
は
主
に
木
造
で
あ
っ
た
が
造
り
は
頑
丈
に
出
来
て
い
る
た
め
慢
心
し

て
慾
も
手
伝

っ
て
必
要
以
上
に
積
荷
を
す
る
乗
組
員

(船
長
)
も
い
た
。

満
船
す
る
と
停
止
し
て
も
甲
板
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
海
水
が
浸
き
、

長
靴

で
な
け
れ
ば
歩
け
な
い
ほ
ど
で
航
海
、
ヤ
マ
セ

(南
東
の
風
)
の
強
い
日
、
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波
浪
に
向
か
っ
て
進
み
波
間
に
突
っ
込
み
浮
力
を
失
い
そ
の
ま
ま
沈
没
し
た

漁
船
も
あ
っ
た
。

注
「
愛
冠
の
ヤ
マ
セ
」
「
寿
都
の
出
し
風
」
「
茂
津
多
の
ヤ
マ
セ
」
早
春
か
ら
初
夏
に
か

け
て
本
道
西
海
岸
の
航
海
の
雄
所
で
あ
っ
た
。

三
.
愈
々
生
鯨
満
船
し
て
内
地
に
向
か
う
。

注

粒

買

船

(積
船
)
は
、
満
載
す
る
と
凡

一
0
.
0
0
0
貰

(三
七
.

五
0
0
キ
ロ
)
ほ
ど
に
な

っ
た
。
こ
の
時
代
北
海
道
人
は
本
州
を
内
地
と
い
う。

多
く
の
船
は
新
潟
港
を
目
指
し
た
。
本
斗
沿
岸
の
鯨
建
場
(
定
置
網
)
で
買
い
付

け
し
荷
重
に
出
航
、
樺
太
南
端
の
ノ
ト
ロ
岬
を
交
わ
し
て
右
手
に
浮
か
ぶ
海
馬
島

(現
モ
ネ
ロ
ン
)
を
見
な
が
ら
本
道
西
端
の
野
寒
布
岬
(
稚
内
町
、
現
稚
内
市
)

に
進
路
を
取
る
。
稚
内
港

(粒
買
船
田
九
隻
(
昭
和

一
七
年
時
)
陸
揚
港
〈
生
売

り
、
自
家
加
工〉

避
難
港
)
、
日
和
を
見
な
が
ら
ピ
ル
ジ

(注
、
船
底
に
た
ま

っ

た
汚
水
や
和
み
荷
〈
ニ
シ
ン
〉
か
ら
出
た
水
)
を
手
押
し
ポ
ン
プ
で
汲
み
出
し
な

が
ら
礼
文
、
利
尻
島
の
山
岳
、
残
雪
の
残
る
利
尻
富
士
(
利
尻
岳
、
一
.
七
二

一

メ
ー
ト
ル
)
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
利
尻
水
道
を
南
下
、
天
売
焼
尻
島
に
進
路
を
取
る
。

留
萌
港

(粒
買
船
三一

一
隻
、
陸
揚
港

〈生
売
り
、
自
家
加
工
〉
避
難
港
)
を
左
手

に
見
て
通
過
。

肌
で
は
積
丹
半
島

(積
丹
岬
)
に
コ
ン
パ
ス

(注
縦
針
齢
、
進
路
の
俗
称
)

を
執
る
が
出
し
風

(ヤ
マ
セ
)
の
強
弱
に
よ
っ
て
小
樽
高
島
岬
、
強
風
に
な
れ
ば

雄
冬
岬
、
続
い
て
愛
冠
岬
(
十
屯
以
下
の
漁
船
で
は
通
常
の
コ

l
ス
)
と
石
狩
平

野
か
ら
石
狩
湾
に
吹
き
下
ろ
す
ヤ
マ
セ
を
避
け
な
が
ら
陸
伝
え
に
航
海
し
、
古
溜

沖
あ
た
り
か
ら
高
島
沖
に
暫
時
コ
ン
パ
ス
を
合
わ
せ
る
。

O
浜
益
村
(
粒
買
船
九
隻
、
陸
揚
港
〈
生
売
り
、
自
家
加
工
〉
)

O
厚
田
村

(
粒
買
船
十

一
隻
、
陸
揚
地

〈生
売
り
、
自
家
加
工
〉
)

O
石
狩
港

(粒
買
船
二
十
四
隻
、
陸
揚
港
〈
生
売
り
一

三
隻
、
自
家
加
工
六
隻
、

生
売
り
自
家
加
工
五
隻
、
避
難
港
〉
)

O
小
樽
港

(粒
質
船
二
二

O
隻
、
陸
揚
港

〈生
売
り
、
自
家
加
工
、

避
難
港
〉)

O
余
市
町

(粒
貿
船
一

O
六
隻
、
陸
揚
地

〈生
売
り
、
自
家
加
工
)

O
美
国
・
古
平

(粒
買
船
五
O
隻
、
陸
揚
地

〈生
売
り
、
自
家
加
工
、
避
難
港
〉)

積
丹
岬
を
越
す
と
即
神
威
岬
、
過
ぎ
る
海
路
は
開
け
嘗
て
は
鯨
の
メ
ッ
カ
神

恵
内
、
泊
漁
港
。

O
神
恵
内
村

(粒
買
船
八
隻
、
陸
揚
地

〈自
家
加
工
〉
)

O
泊
村
(
粒
買
船
十
八
隻
、
陸
揚
地
〈
生
売
り
、

自
家
加
工
兼
用
〉
)

神
恵
内
村
川
白
岬
の
沖
合
ま
で
来
る
と
岩
内
の
雷
電
山
(
二
二
一
二
メ
ー
ト

ル
)
か
ら
下
り
る
雷
電
仰
が
迫
り
進
路
を
執
る
。
ス
ケ
ソ
ウ

(
ス
ケ
ソ
ウ
ダ

ラ
)
の
主
産
地
、
岩
内
港
を
左
手
に
見
な
が
ら
進
む
。

O
岩
内
港
三
月
四
月
は
ス
ケ
ソ
ウ
は
い
縄
漁
は
魚
閑
期
と
な
り
在
籍
中
の
漁

船
は
粒
貿
船
と
し
て
就
航
し
た
。
(
粒
買
船

一
五一
一一隻
、
陸
揚
港

〈生
完
り
、

自
家
加
工
〉
)

山
岳
地
帯
の
海
岸
は
、
ヤ
マ
セ
は
山
系
に
遮
ら
れ
穏
や
か
だ
が
雷
電
岬

(刀

掛
岩
)
交
わ
し
て
磯
谷

(寿
都
)
沖
に
差
し
掛
か
る
と
寿
都
港
に
吹
き
降
ろ

す

「寿
都
の
出
し
風
」
(
注
狭
い
平
野
部
か
ら
吹
き
降
ろ
す
南
東
風
。
春、

秋
最
も
強
く
吹
く
。
小
型
船
舶
の
難
所
)

O
寿
都
港

(粒
買
船
二
九
隻
、
陸
揚
港

〈生
売
り
、
自
家
加
工
、
避
難
港
〉
)

強
い
と
き
は
寿
都
港
に
入
り
な
が
ら
航
行
す
る
が
弱
い
時
は
宜
候
(
直
進
の

こ
と
)
弁
慶
岬

(寿
都
)
に
針
路
を
執
り
、
交
わ
す
と
島
牧
、
狩
場
山

(一

.

五
二

0
メ
ー
ト
ル
)
地
か
ら
下
り
る
白
糸
岬
に
梶
を
取
り
交
わ
す
と
船
舶
の

難
所
と
云
わ
れ
て
い
る
茂
津
多
岬
(
そ
の
昔
、
西
蝦
夷
三
峻
岬
〈
雄
冬
、
神

威
〉
の
一
つ
で
あ
っ
た
)
当
該
岬
を
過
ぎ
る
と
西
方
に
奥
尻
島
が
見
え
島
肌

に
向
け
て
舵
を
取
る
。
近
付
く
に
従
っ
て
島
の
難
所
と
云
わ
れ
る
稲
穂
岬
(養

の
河
原
)
が
行
く
手
に
迫
る
。
周
辺
は
遠
浅
で
幾
多
の
船
舶
が
乗
り
上
げ
る

海
難
事
故
が
あ
っ
た
由
、
海
図
を
脱
み
な
が
ら
ラ
ッ
ト

(舵
輪
)
を
握
る
。

ヤ
マ
セ
の
強
く
吹
く
と
き
は
茂
津
多
岬
か
ら
海
岸
に
沿
っ
て
北
檎
山
の
水
垂

岬
、
尾
花
岬
、
大
成
町
の
帆
越
岬
に
コ
ン
パ
ス
を
執
り
交
わ
す
と
熊
石
、
乙

部
、
江
差
の
街
並
を
左
に
見
て
進
む
。
右
手
後
方
に
奥
尻
島
、

右
西
方
向
に
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松
前
町
の
大
島
、
小
島
が
見
え
本
土

(
注
奥
尻
島
釣
懸
〈
奥
尻
港
〉
の
人
々

本
道
の
呼
び
名
)
と
小
島
の
聞
を
航
海
。
津
軽
海
峡
を
横
断
、
時
化
も
様

の
と
き
は
福
島
町
白
符
(
注
文
安
凹
(
一
四
四
七
)
年
陸
奥
〈
現
青
森
県

下
、
一
部
岩
手
県
、
下
北
半
島
の
市
〉
の
馬
之
助
を
云
う
人
が
こ
の
地
に
来

て
始
め
て
鯨
漁
を
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
)
周
辺
の
エ
ン
カ
マ
(
小
満
澗
)
。
尚
、

そ
の
右
手
、

山
頂
に
白
雪
を
頂
く
白
神
岳
(
一

二
三
一
一
メ
ー
ト
ル
)
、
裾
野

を
海
に
落
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
小
型
漁
船
な
ど
の
航
海
は
エ
ン
ヂ

ン
の
音
、
風
の
音
、
波
を
蹴
立
て
る
音
以
外
何
も
聞
こ
え
る
も
の
は
な
し
。

退
屈
だ
が
、
ど
っ
こ
い

「板
子
一
枚
地
獄
」
船
乗
家
業
の
宿
命
と
眠
気
を
覚

ま
し
て
ラ
ッ
ト
を
握
る
。

や
や
沿
岸
部
に
入
る
と
秋
田
音
頭
の
歌
詞
に
も
あ
る
「
八
森
ハ
タ
ハ
タ
」
の

八
森
の
街
並
が
聞
け
、
続
い
て
能
代
港
(
河
川
〈
米
代
川
〉
港
、
避
難
港
)

平
野
部
の
一
角
に
霞
む
に
見
え
、
や
が
て
生
剥
、
「
男
鹿
ブ
リ
コ
」
で
有
名

な
男
鹿
半
島
が
迫
り
随
一
湖
の
流
(
入
江
、
小
湾
)
に
入
り
避
難
、
納
ま
る

の
を
待
っ
て
青
森
県
竜
飛
岬
か
ら
小
泊
岬
に
針
路
を
執
る
。

O
函
館
港
(
粒
買
船
七
九
隻
、
陸
揚
港
〈
生
売
り
、
自
家
加
工
〉
)

O
青
森
港
(
粒
買
船
二
二
四
隻
、
陸
揚
港
〈
生
売
り
、
自
家
加
工
〉

O
青
森
県
八
戸
市
(
粒
買
船
二
六
隻
、
陸
揚
港
〈
生
売
り
、
自
家
加
工
〉
)

小
泊
岬
を
交
わ
す
と
鯵
ヶ
沢
(
河
川

〈
赤
石
川
〉
港
、
避
難
港
、

一
部
生
売

り
港
)
の
大
戸
瀬
岬
に
進
み
、
続
い
て
津
軽
最
西
端
の
黄
金
崎
、
艦
作
崎
、

右
西
方
に
久
六
島
を
眺
め
な
が
ら
ラ
ッ
ト
を
握
る
。
左
手
に
名
峰
岩
木
山

(
一
六
二
六
メ
ー
ト
ル
)
を
遠
望
す
る
に
つ
れ
速
入
道
崎
、
半
島
の
シ
ン
ボ

ル
本
山
(
七

一
六
メ
ー
ト
ル
)
を

一
巡
し
て
良
港
「
船
川
港
(
現
男
鹿
港
、

避
難
港
)
に
入
港
す
る
か
」
と
な
っ
た
が
、
積
み
荷
は
生
鯨
日
和
も
良
好
、
「航

海
は
急
げ
」
と
第
二
の
寄
航
港
土
崎
港
。
(
現
秋
田
港
、
河
川
〈
雄
物
川
〉
港
、

生
売
り
、
避
難
港
、
石
狩
船
は
多
く
陸
揚
げ
す
る
港
)

新
潟
港
に
向
か
う
。
船
は
男
鹿
半
島
入
道
崎
か
ら
出
羽
山
地
よ
り
降
り
る
平

野
を
左
手
に
し
な
が
ら
東
北
の
名
峰
鳥
海
山
(
二
，
二
三

0
メ
ー
ト
ル
山
形

県
領
)
を
遠
望
し
な
が
ら
右
手
に
浮
か
ぶ
飛
島
(
山
形
県
)
と
の
聞
を
進
む
。

や
が
て
か
つ
て
は
北
前
船
の
日
本
海
随
一
の
寄
港
地
で
あ
っ
た
酒
田
港
に
い

た
る
が
。

O
山
形
(
酒
田
港
、
河
川
(
最
上
川
)
港
、
粒
買
船

一
一
隻
、
陸
揚
港
〈
生
売

り
、
自
家
加
工
〉)

寄
航
せ
ず
、
土
崎
港
よ
り
新
潟
港
の
海
路
凡
そ
三
五
四
哩
を
粟
島

(
新
潟
県
)

を
右
に
見
て
進
路
を
新
潟
港
に
執
り
、
凡
そ
三
泊
余
(
八
四
時
間
強
)
の
航

海
を
終
え
て
レ
ツ
ト
(
測
深
索
)
を
打
ち
な
が
ら
新
潟
港
に
入
港
。

O
新
潟
港
(
河
川
〈
信
濃
川
〉
港
、
粒
買
船
八
隻
、
陸
揚
港
〈
生
売
り
、
自

家
加
工
〉
)

予
め
契
約
し
て
い
た
荷
受
人
に
引
き
渡
し
荷
揚
げ
し

一
泊
の
休
養
を
取
り
出

航
。
乗
組
員
六
名
の
う
ち
三
名
出
身
地
新
潟
県
北
蒲
原
群
南
浜
村
大
字
島
実

見
浜

(現
新
潟
市
北
区
島
見
町
)
を
横
目
(
懐
か
し
く
哀
愁
を
込
め
た
)
で

見
な
が
ら
五
月
二
O
日
北
千
島
鮭
鱒
流
網
出
漁
を
待
つ
僚
船
の
石
狩
港
を
目

差
し
て
粟
島
を
左
に
見
て
帰
路
に
つ
い
た
。
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I主

往
路
は
鯨
満
船
、
そ
の
上
対
馬
海
流
に
向
か
っ
て
進
む
の
で
船
足
は
遅
い
が
帰
路

は
空
船
、
対
馬
海
流
に
乗
っ
て
寄
港
す
る
こ
と
も
な
く

一
路
石
狩
港
に
来
る
の
で

二
昼
夜
弱
(
四
八
時
間
弱
)
の
航
海
だ
っ
た
。

昨
今
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
小
締
i
新
潟
問
(
ら
い
ら
っ
く
、

一
八
，
二
二
九
屯
速

力
二
二
.
七
ノ
ッ
ト
)
往
き
は
十
八
時
、
帰
り
は
十
六
時
間
で
航
海
し
て
い
る
。

i王

四
、
第
五
長
栄
丸
乗
組
員
及
び
昭
和
一
七
年
前
後
の
所
得

(
ご
粒
買
船
の
乗
組
員

粒
買
船
は
鯨
漁
期
の
一
時
的
に
業
と
す
る
船
で
専
問
の
船
で
は
な
い
。
手
頃

な
漁
船
(
独
航
船
)
が
そ
の
任
に
当
た
っ
た
。

注

二

O
屯
l一一
一
十
屯
で
は
五
人
か
ら
六
人
の
釆
組
員
だ
っ
た
。

第
5
長
栄
丸
(
二
四
.
九
三
屯
一
七
五
馬
力
、
九
ノ
ッ
ト
)
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明
治
四
二
年
九
月
五
日
生
一
(
父
母

船
長
吉
岡
芳
美

狩
町
)

機
関
士
岩
本
勇
作
明
治
四
五
年
三
月
3
日
生

(
石
狩
町
新
町
)

水
夫
長

小

畑

六

太

郎

大

正

四

年

一
O
月
六
日
生
(
石
狩
町
横
町
)

油

差

有

田

助

次

郎

大

正

十

一
年
八
月
十
七
日
生
(
島
見
浜
)

水

夫

有

田

三

郎

大

正

十
三
年
三
月
一

O
日
生
(
島
見
浜
、
助
次
郎
の
叔

父
)

水

夫

山

田

竹

雄

大

正

十

五
年

一
月
三

O
日
生
(
島
見
浜
)

合
乙

乗
組
員
の
所
得
注
粒
買
船
の
乗
組
み
は
本
業
に
非
ず
臨
時
収
入
で
あ

る。給
料船

長
百
二
十
円

機
関
士
百
十
五
円

油

差

八

十
円

水

夫

長

八

十
五
円

水
夫

七
十
五
円

歩
合
金

水
揚
げ
純
利
益
の
七
分
を
歩
合
金
と
す
る
。
但
し
生
鯨
貫
入
資
金
、
燃
料
其

の
他
鯨
買
入
売
り
場
に
用
す
る

一
切
の
費
用
通
信
費
、
消
耗
品
等
を
差
引
き

た
る
利
益
金
。
食
料
費
は
乗
組
員

一
人
に
付

一
ヶ
月
拾
八
円
の
割
り
で
支
給

さ
れ
る
。
以
上
連
合
会
。

航
海
手
配
な
ど

昭
和
十
七
年
三
月
九
日
石
狩
鯨
運
搬
船
統
制
組
合
生
錬
運
搬
船
協
定
事
項

(
こ
航
海
手
当
支
給
の
件

各
自
任
意
に
支
給
す
る
こ
と

但
し
乗
組
員
数
ヨ
リ
モ
一
人
分
多
ク
船
主
ヨ
リ
支
給
ス

其
ノ
配
当
方
法
、
船
長
五
分
、
機
関
士
三
分
、
水
夫
長
二
分
ノ
割
合
ト
ス

会
乙

漁
夫
歩
合
金
ノ
件

島
見
浜
生
れ

石

水
揚
げ
純
利
益
ノ
七
分
ヲ
歩
合
金
ト
シ
テ
支
給
ス
ル
事

但
シ
生
鯨
買
入
資
金
燃
料
、
其
ノ
他
練
買
入
売
場
二
用
ス
ル

一
切
ノ
費
用

通
信
費
、
消
耗
品
等
ヲ
差
引
キ
タ
ル
利
益
金

(
三
)
乗
組
員
の
食
費
支
給
ノ
件

食
料
費
ハ
乗
組
員
一
人
ニ
付
一
ヶ
月
拾
八
円
の
割
ヲ
持
テ
支
給
ス

(
四
)
買
入
品
以
外
ニ
乗
組
員
個
人

ニ
テ
別
途
積
込
セ
ル
鯨
其
ノ
他
鮮
魚
ト
言
ヒ

全
部
船
主
ノ
収
入
ト
ス
ル
事

右
四
項
ハ
大
型
船

ニ
ノ
ミ
適
用
ス

入
会
金
並
ニ
損
害
金
徴
収
ノ
件

①
石
狩
町
漁
搬
組
合
ニ
加
入
セ
ル
漁
船

一
隻
ニ
付
年
拾
円
也
ヲ
会
費
ト
シ
テ

納
入
ス
ル
コ
ト

②
右
ニ
加
入
セ
シ
漁
船
ハ
損
担
金
ト
シ
テ
公
称
馬
力

一
馬
力
ニ
対
シ
年
参
拾

銭
ノ
割
リ
ニ
テ
納
入
ス
ル
コ
ト

右
会
費
負
担
金
ハ
即
時
漁
業
組
合
ノ
係
員
ニ
納
入
ス
ル
コ
ト
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取
り
決
め
時
漁
組
内
に
漁
搬
書
記
を
置
き
同
十
七
、
八
年
は
順
調
に
処
理
さ
れ

て
い
た
が
、
十
九
年
二
十
年
は
戦
争
終
盤
に
な
り
海
運
危
険
に
陥
り
解
散
状
態
に

な
り
戦
後
(
昭
和
二
十
年
以
降
)
船
主
個
々
の
運
営
に
な
っ
た
。
(
金
銭
取
り
引

き
よ
り
物
々
交
換
が
横
行
し
、
公
定
価
格
が
無
視
さ
れ
闇
値
の
時
代
に
)

五
.
余
話

(
ご
厚
田
村
青
島
丘
陵
か
ら
見
る
粒
買
船
の
勇
壮

厚
田
村
(
現
石
狩
市
厚
田
区
)
の
青
島

(小
谷
村
)
の
ガ
ン
ケ
(
崖
)
に
立

ち
満
船
し
て
進
み
来
る
粒
買
船
の
波
を
蹴
立
て
る
勇
壮
を

一
同
悦
に
入
っ
て

見
守
る
。
昭
和
十
二
年
(
一
九
三
七
)
年
筆
者
小
学
校
六
年
生
の
五
月
上
旬

で
あ
る
、
厚
田
浜
の
練
漁
は
四
月
中
旬
頃
が
最
盛
期
で
近
海
の
粒
買
船
の
往

来
は
終
わ
っ
て
い
る
。
今
時
の
子
供
ら
は
集
ま
っ
て
路
傍
を
走
る
自
動
車
の

車
種
や
ら
色
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
当
て
合
い
悦
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
、



こ
の
頃
の
子
供
ら
も
海
上
を
往
き
来
す
る
船
舶
の
容
姿
や
数
な
ど
を
競
っ
た

も
の
で
あ
る
。

，白、

Jsb伶場

昭和 12年 5月上旬厚田村青島から愛冠岬を望む。ヤマセ(南東の風)強く吹くた

め昼粒買船が生鯨を積船して数十隻岸寄りに航海していた。悪友と海を蹴立て進

む雄姿と数を競って楽しんだものである。筆者小学校 6年生。

石
狩
湾
を
航
海
す
る
船
は
凪
の
日
は
遠
近
に
点
在
し
船
の
大
小
、
数
を
数

え
て
楽
し
む
が
、
ヤ
マ
セ
(
南
東
の
風
)
が
強
く
吹
く
時
は
雄
冬
岬
か
ら
愛

冠
岬
と
岸
寄
り
に
進
ん
で
来
る
。
特
に
石
狩
湾
の
四
月
、
五
月
は
出
し
風
(
ヤ

マ
セ
)
の
猛
烈
に
吹
く
時
期
で
「
寿
都
の
出
し
風
」
を
凌
ぐ
恐
さ
が
あ
る
。

こ
の
時
期
は
奥

(利
尻
、
礼
文
、
天
売
、
焼
尻
)
か
ら
粒
買
船
が
崎
、
さ
端
、
さ

愛
冠
岬
を
交
わ
し
て
小
型
船
程
岸
寄
り
し
て
来
る
。
大
型
船
で
も
風
波
を
避

け
湾
内
を
航
行
す
る
。
四
、
五
人
の
悪
童
が
「
オ
レ
は
五
十
五
隻
数
え
た
「
オ

ラ
は
五
十
七
隻
数
え
た
」
中
に
は
「
そ
っ
た
ら
に
居
ね
え
べ

l
五
十
五
隻
が

本
等
だ
べ
」
と
交
々
。
船
は
大
小
様
々

(
一
O
屯

1
一
O
O
屯
ま
で
)
、
数

も
然
る
こ
と
な
が
ら
速
さ
や
船
の
格
好
も
見
極
め
の
対
称
だ
っ
た
。

何
般
も
の
船
が
白
波
を
蹴
立
て
て
風
浪
に
突
っ
込
ん
で
は
紬
を
上
げ
て
来

る
様
は
活
動
写
真
で
見
る
軍
艦
(
駆
逐
艦
)
宛

(さ
な
が
)
ら
で
あ
る
。
波

を
掻
き
分
け
て
進
ん
で
来
る
姿
は
軍
艦
マ
l
チ
を
歌
い
な
が
ら
雄
姿
を
見

守
っ
た
も
の
あ
る
。
見
て
い
る
聞
に
白
波
を
分
け
進
ん
で
い
る
船
が

一
瞬
見

え
な
く
な
り
「
ア
レ
、
出
て
こ
な
い
、
沈
ん
だ
」
と
叫
ん
で
い
る
聞
に
頭

(紬
)

を
も
た
げ
て
乗
り
切
っ
て
進
む
、
皆
が
「
格
好
良
い
な
ア
」
「
駆
逐
艦
み
た

い
だ
な
ア
」
と
叫
ん
で
悦
に
な
っ
て
い
た
。
時
化
時
の
操
船
の
苦
労
も
知
ら

ず
早
く
大
人
に
な
っ
て
あ
の
よ
う
な
船
の
船
長
に
な
っ
て
舵
を
執
っ
て
見
た

い
と
思
っ
て
い
た
。

合
乙
魚
粕
と
米
の
物
交
(
物
々
交
換
)
の
時
代

昭
和
十
年
代
は
戦
争
最
中
(日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
)
の
時
代
で
諸
物
資
(衣

食
住
)
は
日
増
し
に
苦
し
く
な
り
、
統
制
経
済
著
し
く
金
銭
売
買
よ
り
物
々

交
換
が
主
体
と
な
っ
て
、
尚
戦
争
が
終
わ
っ
て
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
思
い
き

や
一
層
物
交
が
激
し
く
な
っ
た
。
統
制
は
解
け
ず
推
移
す
る
中
で
非
公
式
に

船
舶
に
よ
る
魚
粕
と
米
の
物
交
が
始
ま
っ
た
。

秋
田
県
土
崎
港
(
現
秋
田
港
)
に
行
き
、
米
処
の
大
曲

(現
秋
田
県
大
仙
市

大
曲
)
に
行
く
と
魚
粕

一
俵

(
正
味
二
十
四
貫
〈
九
0
キ
ロ
〉
)、
米
三
俵
(
一

俵
十
六
貫
〈
六
0
キ
ロ
〉
)
と
交
換
す
る
。
米
を
積
ん
で
利
尻
、
礼
文
島
に

行
く
と
こ
ん
ど
は
米

一
俵
で
魚
粕
三
俵
で
交
換
す
る
と
い
う
漁
家
と
農
家
が

欲
し
い
物
品
を
船
速
(
速
力
)
の
速
い
独
航
船
が
北
千
島
鮭
鱒
流
網
漁
に
出

漁
す
る
漁
閑
期
、
片
手
間
に
二
、
三
回
航
海
し
乗
組
員
の
臨
時
収
入
と
し
た
。

閤
商
売
で
あ
り
粒
買
船
の
グ
ル
ー
プ
と
は
別
行
動
で
あ
っ
た
。
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こ
の
頃
、
大
曲
の
農
家
で
は
普
通

一
段
歩
で
は
米
三
俵
し
か
獲
れ
な
い
が
一

段
歩
に
魚
粕

一
俵
入
れ
る
と
七
俵
の
収
穫
が
あ
り
北
海
道
か
ら
物
交
を
好
ん

で
い
た
と
云
、
っ
。

(
三
)
河
川
港
の
出
入
港
は
難
航
だ
っ
た

河
川
港
の
河
口
は
砂
泥
底
が
多
く
年
毎
に
浅
深
が
変
わ
り
船
舶
の
出
入
り
は

困
難
だ
っ
た
。
石
狩
川
河
口
を
認
め
る
と
、
川
幅
は
優
に
三
九
九
.
六
メ
ー

ト
ル
(
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
)
で
あ
る
が
、
水
深
は
本
流
で
四
、
五
メ
ー
ト

ル
、
そ
の
幅
は
四
、
五
十
メ
ー
ト
ル
で
左
右
は
二
、
三
メ
ー
ト
ル
で
浅
い
。
波

の
あ
る
日
は
波
立
っ
て
分
か
る
が
穏
や
か
な
と
き
は
ど
こ
が
深
い
か
分
か
ら

t

、。
ナ
旬
、

ν

出
入
り
は
一

O
屯
前
後
で
は
容
易
だ
が
二
O
屯
以
上
の
船
で
は
苦
労
す
る
。

一
番
深
い
所
で
二

O
屯
級
の
空
船
で
も
出
る
時
う
ね
り
に
よ
っ
て
船
底
(
竜

骨

・
キ
!
ル
)
が
ド
ス
ン
と
悶
え
て
気
味
が
悪
い
。
生
腕
を
満
船
し
て
は

一
O
屯
前
後
の
船
し
か
入
港
で
き
ず
、
時
化
早
い
早
春
で
は
生
売
り
は
小
樽

港
に
回
航
し
た
。

見
極
め
は
波
の
あ
る
時
、
左
右
川
尻
側
は
細
波
が
立
ち
三
角
波
が
伴
い
浅
い

と
分
か
る
が
凪
の
と
き
は
蕩
々
と
し
て
お
り
ど
こ
が
深
い
か
分
か
ら
な
い
。

そ
の
時
は
紬
に
立
っ
て
陸
(
地
形
)
を
見
な
が
ら
水
面
を
見
る
。
川
水
の
流

れ
の
早
い
所
、
海
水
を
押
し
切
り
若
干
盛
り
上
が
り
、
水
面
が
小
刻
み
に
走

り
、
そ
こ
が
河
口
深
部
と
分
か
る
。
(
注
石
狩
籍
船
舶
の
乗
組
員
の
体
験
)

夜
間
は
陸
上
来
札
、
緊
富
の
境
界
附
近
に
河
口
航
路
標
燈
(
柱
)
が
設
置
さ

れ
て
お
り
堤
に
従
っ
て
入
港
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
(
注
当
時
は
不
定
期

に
修
整
さ
れ
て
い
て
増
水
に
よ
っ
て
若
干
の
河
口
移
動
が
あ
り
注
意
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
何
処
の
河
口
港
で
相
当
熟
練
し
な
け
れ
ば
出
入
港

出
来
な
い
航
海
者
の
難
所
で
あ
っ
た
。

石
狩
港
で
は
二
O
屯
以
上
漁
船
を
中
型
船
と
呼
称
し
備
え
付
け
の
測
探
索

(
レ
ッ
ト
)
で
エ
ン
ヂ
ン
を
低
速
に
し
て
水
深
を
計
り
河
口
を
乗
り
切
っ
た

も
の
で
、
当
時
本
道
西
海
岸
で
は
留
萌
港
、
本
州
で
は
青
森
県
鯵
ケ
沢
港
、

秋
田
県
能
代
港
、
土
崎
港
(
現
秋
田
港
)
、

山
形
県
酒
田
港
、
新
潟
県
新
潟

港
な
ど
の
河
川
港
で
入
港
時
は
昼
夜
を
問
わ
ず
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
も
の
で

あ
る
。

注
航
路
標
記
燈

灯
光
、
形
象
、
彩
色
、

電
波
な
ど
に
よ
り
、
安
全
で
経
済
的
な
航
路
を
示
し
航

行
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
目
標
物
或
い
は
信
号
装
置
の
総
称
で
あ
る。

お
わ
り
に

昭
和
初
期
(
昭
和
三
O
年
頃
ま
で
)
の
中
小
型
の
漁
船
は
漁
携
上
木
造
で
あ
る

が
堅
牢
で
機
関
(
馬
力
)
も
一
般
迷
搬
船
よ
り
強
力
な
も
の
を
設
置
し
て
(
無
注

水
油
発
動
機
、
焼
玉
エ
ン
ヂ
ン
)
二

O
屯
以
下
は
単
簡
(
シ
リ
ン
ダ
ー

一
機
)

二
O
屯
以
上
は
概
ね
二
気
筒
シ
リ
ン
ダ
ー
二
機
復
簡
と
も
云
う
)
、
三
気
筒

(シ

リ
ン
ダ
三
機
)
を
搭
載
し
た
。
二
気
筒
、
三
気
筒
は
比
較
的
故
障
は
少
な
く
な
い

機
関
で
、
速
力
も

一
般
輸
送
船
は
五
、
六
ノ
ッ
ト
で
あ
る
が
漁
船
(
独
航
船
)
は
八
、

九
ノ
ッ
ト
で
走
行
し
て
い
た
。

エ
ン
ヂ
ン
(
神
戸
鉄
工
所
〈
通
称
神
戸
の
赤
。
シ
リ
ン
ダ
ー
を
赤
に
し
て
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
〉
新
潟
鉄
工
所
、
本
間
鉄
工
所
)
快
適
三
昼
夜
四
昼
夜
走
り
続
け
て
も

異
常
な
く
樺
太
西
海
岸
か
ら
内
地
(
本
州
)
新
潟
県
新
潟
港
ま
で
一二
、
四
日
凡
そ
七
、

八
百
哩
寄
航
せ
ず
異
常
な
し
と
。
乗
組
員
は
「
板
子

一
枚
下
は
地
蔵
」
と
云
い
な

が
ら
荒
波
と
闘
い
日
本
海
を
航
海
し
た
。

主
た
る
内
容
は
本
会
顧
問
田
中
賓
氏
、
秘
蔵
の
昭
和
十
七
年
度
石
狩
町
漁
船
組
合

長
金
田
寅
之
助
所
管
の
漁
船
組
合
関
係
綴
を
踏
襲
し
、
当
時
各
船
乗
組
員
で
あ
っ

た
先
輩
、
同
僚
か
ら
の
経
験
談
及
び
拙
い
自
ら
の
体
験
を
合
わ
せ
、
忍
ん
で
記
載

し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
等
に
未
だ
不
十
分
な
部
分
も
あ
る
が
話
者
等
に
感
謝
し
、

相
違
点
が
あ
れ
ば
ご
叱
責
、
ご
批
判
下
さ
れ
御
指
導
御
教
授
戴
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

終
り
で
す
が
監
修
し
て
く
だ
さ
っ
た
田
中
賓
郷
土
研
究
会
顧
問
の
ご
健
康
と

ご
活
躍
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
い
つ
も
拙
稿
を
校
正
点
検
し
、
入
力
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
=
一島
照
子
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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筆
者
的
八
十
九
歳

貴
重
な
体
験
談
を
お
話
頂
い
た
大
先
輩
諸
氏
に
敬
意
を
表
し
、
改
め
て
お
名
前

を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

話
者第

五
長
栄
丸
船
長

第
五
士
門
星
丸
船
長

福
連
丸
後
第
五
長
栄
丸
船
長

長
栄
丸
船
長

吉
岡
漁
業
部

三
之
助
孫

金
田
漁
業
部
長
男

後
藤
漁
業
部
三
男

吉
岡
芳
美

金
田
清
吉

金
田
平
治

石
黒
石
松

吉
岡
治
男

山
田
竹
雄

有
山
助
次
郎

佐
々
木
五
郎

金
田
芳
夫

岩
本
勇
作

小
畑
六
太
郎

長
谷
川
市

一

後
藤
国
男

山
下
義
一

大
河
以
幸
次
郎

阿
部
孝
太
郎

明
治
四
二
年
生

明
治
三
七
年
生

明
治
四
四
年
生

明
治
三
九
年
生

大
正
十
五
年
生

大
正
十
五
年
生

大
正
十
一
年
生

大
正
十
一
年
生

大
正
十
二
年
生

明
治
四
五
年
生

大
正
四
年
生

大
正
八
年
生

大
正
十
五
年
生

大
正
九
年
生

大
正
三
年
生

大
正
二
年
生

船
場
町

船
場
町

横
町

横
町

横
町

新
潟
県
南
浜
村

新
潟
県
南
浜
村

横
町

船
場
町

新
町

横
町

横
町

唱
兆
爪
岡
町
リ

4
2
4
dよ
nhuur

八
幡
町
来
札

古
平
町

横
町

資
料

①
昭
和
十
六
年
昭
和
十
七
年
石
狩
三
地
区
鯨
生
積
漁
(
粒
寅
)
船
調

参
考
資
料

石
狩
町
漁
船
組
合
関
係
資
料

昭
和
十
七
年
三
月
九
日

組
合
長
金
田
寅
之
助

練
生
積
漁
(
粒
買
)
船
調

北
海
道
の
歴
史
が
分
か
る
本

水
産
百
科
事
典

日
本
の
船

広
辞
苑
(
第
三
版
)

石
狩
漁
業
協
同
組
合
史

石
狩
町
年
表

北
前
の
記
憶

北
海
道
の
地
名

北
の
さ
か
な
た
ち

石
狩
町
誌
中
巻
二

北
海
道
の
地
名

都
太
文
学
の
旅

(下
)

蝦
夷
地
か
ら
北
海
道
へ

旅
と
い
こ
い
(
第

一一一
版
)

北
海
道
日
本
海
漁
携
漁
具
事
典

船
(
も
の
と
人
間
の
文
化
史
こ

昭
和
十
六
年
三
月
船
主
吉
岡
三
之
助

平
成
二
十
年
桑
原
真
人
ほ
か
亜
璃
西
社

昭
和
四
七
年

水
産
百
科
事
典
編
集
委
員
会
編
海
文
堂
出
版

昭
和
三
二
年
石
井
謙
治
東
京
創
元
社

昭
和
五
八
年
岩
波
書
庖

平
成
一
四
年
田
中
安
ほ
か

昭
和
四
三
年
田
中
賓
編

平

成

十

年

井

本

三

夫

桂

書

房

平
成
十
二
年

山
田
秀
三
草
風
社

平
成
三
年

北
海
道
新
聞
社

平

成

三

年

石

狩

町

平
成
一
八
年
平
凡
社

平

成

六

年

木

原

直

彦

共

同

文

化
社

平

成

一

六

年

田

端

宏

編

吉
川
弘
文
館

平
成
二
年

警
察
共
済
組
合
監
修
・
あ
さ
ひ
共
済
編

平
成
一
五
年
吉
岡
玉
吉
編

昭
和
四
三
年須

藤
利
一
編

法
政
大
学
出
版
局
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資料の 昭和 16年、昭和 17年石狩三地区鯨生稲漁(粒買)船調

キE
番登録号止名益、 船名 屯数 馬力 積載能力 運搬目的 陸揚地 運搬主氏名

947 第三熊野丸 30.81 65 11000 〆 自家加工 小樽留萌 福岡長次郎

948 第=相生丸 18.00 55 7500 〆 生売 小樽厚田 田村兵松

1002 間瀬丸 24.94 51 7500 々 生売 自家加工 小樽留萌 金田寅之助

1003 高歳丸 10.36 16 2500 々 生売 石狩 忠海多兵エ

1004 第一北洋丸 11.43 25 2200 々 々 石狩小樽 宮下 定吉

1005 第二吉星丸 24.94 80 10000 々 々 小樽 金田寅之助

石 1006 昭栄丸 5.44 12 1500 々 々 石狩 相原重治

狩 1007 長栄丸 25.21 54 10000 々 自家加工 小樽留萌 吉岡 三之助

1008 第五長栄丸 24.93 75 10000 々 生売 自家加工 々 々
連 1009 共徳丸 23.73 63 7000 々 自家加工 小樽 々

摘t 1010 白龍丸 24.96 70 8500 々 々 々 後藤要次郎

1011 第五白龍丸 24.84 60 8000 々 々 石狩 々
品企

1012 龍生丸 24.93 10000 生売 小樽留萌 柴田久吉75 々

統 1013 第三南丸 11.94 25 6500 々 々 小樽石狩 南甚一郎

市Ij
1014 南丸 5.70 8目。 1500 々 々 々 田中周作

1015 第五昭宝丸 24.96 70 7500 々 生売 自家加工 小樽留萌 吉田庄助

組 1016 第二長運丸 27.11 80 10000 々 々 々 有田留三郎

」口与、 1017 第二田村丸 9.00 12 2000 々 生売 小樽石狩 有国久治

1018 第幸徳丸 11.38 12 2500 々 々 々 高津貞雄

1019 扇松丸 10.00 25 3500 々 々 々 鈴木停吾

1020 昇龍丸 6.74 13 2500 々 々 々 吉岡興平

1021 第=梅丸 24.94 60 7500 々 生売 自家加工 小樽留萌 吉岡綱雄

1022 第二柏丸 19.38 50 6000 々 々 々 内山昇

1023 稲荷丸 5.80 8.0 1200 々 生売 小樽石狩 岸庄平

計 24隻
注、 24.5屯級の漁船は秋田土崎港、新潟港にー航海した。

組
登録1口』
番号

船名 屯数 馬力 積載能力 運搬目的 陸揚地 運搬主氏名
名

567 第二金比羅丸 8.39 16 500 〆 生売 小、留

厚 568 宝盛丸 4.80 8.0 1500 々 々
田 569 第二在盛丸 18.73 40 4000 々 生売 自家加工 小、留、厚 チャーター船

運 570 厚生丸 17.88 60 8000 々 生売 小、推 チャーター

明2 571 久吉丸 9.90 12 2500 々 々

均台 572 八幡丸 10.00 12 4500 々 々

統 573 更生丸 10.00 10 3000 々 々

市Ij 574 第二共盛丸 10.00 12 3500 々 々 々

組 575 八幡丸 19.50 40 5000 々 々 小、留、稚 チャーター

よ口』 576 第一漁吉丸 19.50 60 6000 々 ノ、ヲ 々 チャーター

577 大和丸 19.97 50 6000 々 々 々 チャーター

計 11隻
粒買船主、小山幸一、西田幸一郎、佐藤 (大正湯)、八烏政雄、佐藤常三郎、櫛引岩蔵、住谷治、伊藤市丈、
佐藤久五郎 (濃畳)、竹田盛爾 (古語)、河内久i~ (古i車)
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組
登番録号ぷロ色、 船名 屯数 馬力 積載能力 運搬目的 陸揚地 運搬主氏名

名

1032 はま丸 19.95 50 i兵益漁組

浜 1033 第一石狩丸 18.46 30 藤原右蔵

議 1034 第=0和洋丸 19.9 60 加賀谷多=郎
運

1035 八幡丸 19.02 60 工藤 勘次郎
掛2

1036 幸徳丸 10.39 12 i兵益j魚組
1売 1037 長栄丸 10.00 21.83 
市リ
組 1038 高盛丸 9.50 29.73 中島春吉
ぷロド 1039 進盛丸 19.00 35 工藤 勘次郎

1040 大福丸 4.80 6.0 高橋 銀次郎

合計 44隻

F
h
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石
狩
湾
漁
業
協
同
組
合
に
み
る
近
年
の
石
狩
市
漁
業
の
あ
れ
こ
れ

高

瀬

た

み

は
じ
め
に

私
は
石
狩
市
郷
土
研
究
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
何
処
か
で
役
に
た
て
た
い
と
思

い
、
い
し
か
り
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
会
員
と
な

っ
た
。

当
会
で
は
、
旧
石
狩
市
の
発
祥
の
地
で
あ
る
本
町
地
区
に
来
て
く
だ
さ
る
観
光
客
、

団
体
を
案
内
し
て
い
る
。

来
訪
者
(
観
光
客
)
は
海
辺
の
厳
し
い
環
境
で
育
つ
海
浜
植
物
を
含
め
た
自
然
、

石
狩
は
鮭
の
場
所
と
し
て
古
く
、
そ
の
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
を
求
め
て
来
て
下

さ
る
方
が
多
い
。

年
に
二
、
三
回
で
あ
る
が
対
象
が
厚
田
区

・
浜
益
区
を
含
め
た
団
体
も
あ
り
、

広
い
地
域
に
な
る
の
で
大
変
で
あ
る
。
平
成
の
市
町
村
合
併
で
、
ニ
シ
ン
で
賑
わ
っ

た
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
あ
る
厚
田
村
・
浜
益
村
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
新
石
狩
市
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
変
化
に
富
ん
だ
美
し
い
海
岸
線

に
あ
る
。
そ
こ
で
石
狩
市
の
漁
業
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
「
何

処
で
ど
の
よ
う
に
し
て
漁
獲
す
る
の
か
」
と
い
う
質
問
だ
っ
た
。
ま
た
パ
ス
の
中

で

「今
、
海
で
は
こ
ん
な
魚
が
獲
れ
て
い
ま
す
」
と
案
内
す
る
と
、
乗
客
は
一
斉

に
海
を
見
て
、
魚
が
泳
い
で
い
る
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
リ

ア
ル
な
案
内
に
興
味
を
示
す
の
だ
。

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
尋
ね
て
い
い
の
か
も
解
ら
な
い
農
家
育
ち
の
私
は
、

・

迷
惑
を
顧
み
ず
漁
組
、
石
狩
市
林
業
水
産
謀
、
漁
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
に
伺
い
ま

と
め
た
の
が
左
記
で
あ
る
。

一
.
石
狩
湾
漁
業
協
同
組
合

石
狩
湾
漁
業
協
同
組
合
は
石
狩
市
の
漁
業
者
の
協
同
組
織
で
あ
る
。

平
成

一
七
年

一
O
月
に
石
狩
市

・
厚
田
村

・
浜
益
村
の
協
同
組
合
が
合
併
し
て

結
成
さ
れ
た
。
合
併
に
先
立
ち
、
前
年
の
同
十
六
年

一
月
に
三
漁
協
が
合
併
し
、

石
狩
湾
漁
業
協
同
組
合
が
誕
生
、
本
所
を
厚
田
に
置
く
。

そ
の
範
聞
は
日
本
海
に
面
し
た
海
岸
根
約
七
五
回
に
及
ぶ
。
七
五
回
と
い
う
の

は
、
石
狩
湾
新
港
建
設
に
伴
い
、
小
樽
市
と
の
行
政
区
域
を
、
港
の
中
央
水
路
に

変
更
し
た
陸
上
の
境
界
ま
で
の
距
離
で
は
な
く、

従
来
ど
お
り
小
樽
内
川
ま
で
生

か
さ
れ
た
漁
業
権
海
域
の
距
離
で
あ
る
。

石
狩
の
砂
地
、
浜
抵
の
岩
礁
地
帯
、
そ
の
中
間
で
砂
地
と
岩
礁
地
帯
も
あ
る
厚

田
で
は
、
そ
こ
に
生
息
す
る
魚
種

・
海
藻
に
違
い
は
あ
る
が
、
捕
れ
る
種
類
は
多

い
。
漁
協
で
取
扱
っ
て
い
る
の
で
は
約
三
0
種
類
以
上
で
あ
る
。

地
域
の
気
候
は
、
対
馬
海
流
(
暖
流
)
の
影
響
に
よ
る
海
洋
性
気
候
で
、
春
か

ら
秋
ま
で
は
し
の
ぎ
や
す
い
。
冬
季
は
北
西
の
季
節
風
に
よ
り
波
浪
の
強
い
海
域

で
あ
る
が
、
気
温
は
零
下
一

O
度
以
下
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
、
本
道
の
中
で
は

比
較
的
温
暖
で
あ
る
。

漁
業
者
数
を
み
る
と
、

平
成
二
六
年
一
二
月
現
在
の
正
組
合
員
数
(
*
)
は
、

石
狩
支
所
四
三
名
、
厚
田
支
所
三
九
名
、
浜
益
支
所
三
五
名
、
法
人
の
三
を
入
れ

て
計
一
二

O
で
あ
る
。
年
齢
別
に
み
る
と
一ニ
O
代
ま
で
が
二

O
名
、
四
、
五
O
代

が
四
二
名
、
六

O
代
以
上
が
五
五
名
、
平
均
年
齢
が
約
五
八
歳
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
最
近
の
推
移
は
同
一
一
一
年
の

一
四
六
名
、
同
二
四
年
は

二
二
三
名
、
そ
し
て

同
二
六
年
一

二
O
名
で
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。

*

正
組
合
員
数
に
つ
い
て
は
、
後
記
に
昭
和
二
五
年
の
漁
業
者
の
正
組
合
員
数

を
記
載
し
た
。
現
在
と
資
格
基
準
が
違
う
の
で
後
記
と
し
た
が
、
ニ
シ
ン
が
来
な

く
な
っ
た
影
響
が
、

い
か
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
か
参
考
と
し
た
い
。

円，

L
ハ
h
u

二
.

漁
業
権
区
域

・
旧
漁
協
組
合
ご
と
に
持
つ
単
有
共
同
漁
業
権

石
狩
は
石
狩
川
嶋
中
心

1
小
樽
内
川
の
区
間
で
、
海
岸
線
約
二
ハ
同
×
距
岸

(
*
)
約
一

O
Mま
で
の
範
囲
。

厚
田
は
、
石
狩
川
幅
中
心

1
濃
昼
川
ま
で
の
区
域
で
、
海
岸
線
約
二
五
回
×
距

岸
約
一

O
Mま
で
の
範
囲
。

浜
益
は
波
唇
一
川
j
雄
冬
(
石
狩
市
の
行
政
境
界
)
ま
で
の
区
域
で
海
岸
線
約



三
四
回
×
距
岸
約
一

O
Mま
で
の
範
囲
。

・
複
数
の
漁
協
が
持
つ
共
有
共
同
漁
業
権
の
海
域
は
、
距
岸
約
一

O
M
よ
り
沖

二
0
1約
三
二
回
の
範
閣
で
、
石
狩
市
浜
議
区
雄
冬
か
ら
積
丹
町
の
区
間
で
設
定
。

こ
の
海
域
は
、
ニ
疋
の
漁
場
を
共
同
で
利
用
す
る
入
会
(
い
り
あ
い
)
海
域
と
な
る

0

・
内
水
面
(
石
狩
川
)
共
同
漁
場

石
狩
川
河
口
か
ら
一
二
同
上
流
の
学
園
都
市
線
辺
り
ま
で
。
茨
戸
川
は
観
音
橋

ま
で
が
、
内
水
面
共
同
漁
場
と
な
っ
て
い
る
。

*

距
岸
と
は
、
陸
地
の
端
か
ら
水
面
に
対
す
る
奥
行
き
の
長
さ
。

三
.
石
狩
の
特
色

石
狩
川
に
沢
山
の
鮭
が
遡
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
一
六

0
0年
代
に
松
前

藩
の
石
狩
場
所
が
設
定
さ
れ
て
以
来
、
鮭
漁
業
が
営
ま
れ
て
き
た
地
で
あ
る
。
鮭

は
現
在
も
石
狩
漁
業
の
太
宗
を
占
め
、
鮭
漁
の
山
一
旦
凶
が
旧
石
狩
漁
組
・
石
狩
湾
漁

組
に
影
響
を
与
え
る
魚
で
あ
る
。

昭
和
時
代
に
入
っ
て
鮭
は
衰
退
の
時
期
を
迎
え
る
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
戦
前

戦
後
の
北
洋
漁
業
に
活
路
を
聞
い
た
。
石
狩
川
の
汚
水
で
鮭
は
も
と
よ
り
ワ
カ
サ

ギ
や
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
な
ど
が
激
減
し
、
生
計
が
た
た
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
北
海

道
の
奨
励
す
る
副
業
の
養
豚
・
椎
茸
栽
培
を
受
け
入
れ
る
な
ど
漁
業
者
は
苦
労
を

重
ね
た
。
道
に
よ
る
鮭
の
鮮
化
事
業
、
川
の
汚
水
防
止
運
動
な
ど
の
努
力
が
実
り
、

昭
和
五

0
年
代
か
ら
鮭
の
漁
獲
荒
が
増
え
回
復
す
る
。

石
狩
の
海
域
は
砂
質
泥
土
の
た
め
根
付
魚
種
が
少
な
い
海
域
だ
っ
た
が
、
石
狩

湾
新
港
建
設
で
防
波
堤

・
埠
頭
に
海
藻
が
育
ち
、
そ
れ
に
付
随
し
て
、
ニ

シ
ン

・

ナ
マ
コ
・
タ
コ
な
ど
が
増
え
、

特
に

ニ
シ
ン
は
、

二
O
O
O
年
前
後
か
ら
捕
れ
、

厚
田
に
つ
ぐ
漁
獲
量
で
あ
る
。

ほ
ぽ
中
央
に
流
れ
る
大
河
石
狩
川
で
は
、
ワ
カ
サ
ギ
漁
・
カ
ワ
エ
ピ
漁

・
ヤ
ツ

メ
ウ
ナ
ギ
漁
の
、
内
水
面
漁
業
が
あ
る
の
が
特
色
と
い
え
る
。

四
.
厚
田
・
浜
益
の
特
色

岩
場

・
断
崖
の
続
く
海
岸
に
古
く
か
ら
豊
か
な
海
産
物
を
求
め
、
石
狩
同
様

一
六

0
0年
代
か
ら
北
前
船
に
よ
る
交
易
が
あ
っ
た
地
で
あ
る
。
や
が
て
北
上
し

て
き
た
練
が
群
来
、
厚
田

・
浜
益
両
場
所
は

ニ
シ
ン
の
千
石
場
所
と
な
り
、
江
戸

時
代
以
来
、
鯨
を
主
と
す
る
漁
業
が
営
ま
れ
て
き
た
地
で
あ
る
。

練
の
大
漁
は
一
年
間
暮
ら
せ
る
利
益
が
あ
っ
た
。
厚
田
・
浜
益
の
沿
岸
に
は
鯨

番
屋

・
加
工
施
設
な
ど
が
建
ち
、
綱
元
は
鯨
御
殿
を
建
て
た
。

し
か
し
、
ニ

シ
ン
は
両
地
区
と
も
昭
和
二
九
年
を
最
後
に
来
な
く
な
っ
た
。
そ

れ
で
も
網
や
船
を
保
存
し
、
ニ
シ
ン
刺
網
の
修
理
を
し
て
い
た
者
も
あ
っ
た
。
厚

田
・
浜
授
の
漁
業
者
は
ニ
シ
ン
を
追
っ
て
北
へ
、
樺
太
ま
で
ニ
シ
ン
の
出
稼
ぎ
、

道
路
工
事
・
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
か
か
わ
り
生
活
を
支
え
た
と
い
う
。

そ
の
問
、
四
O
年
余
り
ニ
シ
ン
は
幻
の
魚
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
道
に
よ
る
「
日
本
海
ニ
シ
ン
資
源
増
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
る
。

実
行
し
て
き
た
の
は
種
苗
放
流
と
資
源
管
理
な
ど
で
、
そ
の
結
果
、
平
成

一
O
年

頃
よ
り
ニ
シ
ン
の
群
来
(
く
き
)
が
み
ら
れ
漁
獲
是
が
増
加
し
た
。

サ
ケ
の
漁
獲
高
で
は
、
近
年

一
0
年
間
の
統
計
を
み
る
と
、
厚
田
が
石
狩
を
抜

い
て
多
く
、
浜
益
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
別
に
は
特
徴
的
魚
種
が
あ
り
、
タ
コ

・
ナ
マ
コ
の
漁
獲
が
多
く
、
特
に
厚

田
の
ハ
タ
ハ
タ
は
特
産
品
と
な
っ
て
い
る
。
浜
益
は
ホ
タ
テ
養
殖
事
業
が
盛
ん
で

ゑ

γ
。。

五
.
主
な
漁
業
の
種
類
と
経
営
者
数

・
刺
し
網
漁
業

(
ニ
シ
ン
、
カ
レ
イ
、

・
サ
ケ
定
世
網
漁
業

・
ナ
マ
コ
桁
曳
網
漁
業
(
け
た
ひ
き
)

.
ホ
ツ
キ
桁
曳
網
漁
業

・
ホ
タ
テ
醤
殖
業

・
採
介
藻
漁
業

(資
料
一

石
狩
湾
漁
業
協
同
組
合
)

ハ

タ

ハ

タ

他

)

四

九

O
経
営
体

一
二
経
営
体

五
三
経
営
体

三
八
経
営
体

五
経
営
体

二
二
経
営
体

円ぺ
u

p杓
U



高
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
表

'
ー
で
は
、
石
狩
湾
漁
協
の
取
扱
品
目
を
全
て
記
載
し
た
。
取
扱
高

の
少
な
い
も
の
は
そ
の
他
で
扱
っ
て
い
る
が
、
種
類
に
お
い
て
は
、

三

O
種
以
上

の
海
産
物
が
捕
れ
る
豊
か
な
海
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
二
五
年
の
漁
業
生
産
(
資
料

一
石
狩
湾
漁
港
)
を
み
る
と
、
総
漁
獲
目
一旦
は
約

四、

O
五
五
ト
ン
、
総
金
額
約
一
七
億

一
千
二
百
万
円
。
前
記
の
二
六
年
と
の
違

-
タ
コ
漁
業

・
春
先
の
小
型
定
置

九
二
経
営
体

三
O
経
営
体

六
.
漁
業
生
産
高

表

1
1
平
成
二
六
年
の
漁
業
生
産
に
つ
い
て
み
る
と
、
総
漁
獲
量
二
、
九
九
六

ト
ン
、
総
金
額
約

一
四
億
五
千
五
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
同

一
六
年
の
漁
協
合

併
時
は
六
千
ト
ン
以
上
だ
っ
た
漁
獲
量
が
、
同
二
O
年
に
は
半
分
近
く
ま
で
落
ち

込
み
、
さ
ら
に
、
同
二
六
年
に
は
三
千
ト
ン
を
き
っ
た
。
し
か
し
、
金
額
に
お
い

て
は
合
併
か
ら
五
年
間
の
平
均
よ
り
一
二
%
の
程
度
の
減
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
近
年
ニ
シ
ン
の
漁
獲
が
多
い
の
と
、
サ
ケ

・
ナ
マ
コ
の
単
価
が

口口口 日 数量 (kg) 金額 (円)

かれし冶 82.l8l.3 28.61l.461 
かすべ 26.834.0 13.446，898 
あんこう 3.797.9 2.30l.730 
ひらめ 6l.217.2 48.903，635 
たこ 93.896.0 5l.476，676 

鮮
にしん 690.745.5 250.782.283 
そい 20.174.9 11.836，，030 
いか 695.5 361.483 
ます 3，245.8 1.905.832 
はたはた 7.805.8 7.373.036 I 

伯 かじか 2.l34.4 560.443 
なまこ 75.635.6 265.338.963 
しゃこ 46.575.5 74.041.261 
ほっけ 678.9 98.750 
いわし 15.0 4.725 

類
ぶり 21.893.3 3.221.353 
しらうお 102.5 328.330 
さけ 925.515.4 405.548.303 
かに 9.362.5 5.l86.853 
わかさぎ 10.829.l 3，918，400 
その他の鮮魚、 8，602.9 2.744.697 
うに 4.489.2 18，028.936 
ほっき 46，253.0 19，113.443 

貝 あわび 528.6 2，987，437 
ほたて(成員 ) 211，928.9 45.581.146 

1異 ほたて (半成貝) 164.603.0 37.798.l10 
ほたて(稚貝) 466，249.l 148.176.835 
その他貝類 7.14l.4 1.321.190 
ぎんなんそう 210.5 210.500 
こんぶ(加工品) 3.204.5 3，818.048 
合計 2.996.027.2 1，455.026.787 

平成26年の生産高(資料石狩湾漁協)

漁業種類 数;量 (kg) 金額(千円)

1 5E1A且E サケ定置網漁業 925.515 405.548 
2 許可 ナマコ小型機船底引網漁業 75.635 265.338 
3 共同 ニシン刺網漁業 690.745 250.782 
4 区画 ホタァ養殖漁業 842.779 23l.555 
5 共同 シャコ漁業 46.575 74.041 
6 共同 タコ漁業 93.896 51，476 
7 共同 ヒフメ刺網漁業 61.217 48.903 
8 共同 カレイ刺網漁業 82.181 28，611 
9 共同 ホッキ貝小型機船底引網漁業 46.253 19.113 
10 共同 ウニ 4.489 18.028 

表 -1

平成 26年金額上位 10種(資料:石狩湾漁協)
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い
は
、
約
て
三
八
一

ト
ン
と
い
う
ニ
シ
ン
の
農
漁
に
あ
っ
た
。
金
額
に
し
て
約

四
億
五
千
五
百
万
円
。

い
か
に
ニ
シ
ン
が
重
要
な
魚
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
そ
れ

は
漁
業
者

・
石
狩
湾
漁
組

・
石
狩
市

・
北
海
道
の
ニ
シ
ン
増
大
に
向
け
た
各
機
闘

の
取
組
み
の
成
果
で
あ
っ
た
。

表

t
2
で
は
、
平
成
一一
六
年
の
金
額
上
位

一
O
種
で
あ
る
。
こ
れ
を
サ
ケ
定
置
網

が
全
体
金
額
の
約
二
八
%
を
占
め
、
続
い
て
ナ
マ
コ
底
引
き
一
八
%
、
ニ
シ
ン
刺

網
一
七
%
、
ホ
タ
テ
益
殖
二
ハ
%
で
、
こ
の
四
種
で
全
体
金
額
の
約
八
O
%
を
占

め
、
石
狩
市
の
水
産
を
支
え
て
い
る
。

七
.
漁
業
資
源
の
維
持
増
大
の
取
組
み
(
栽
培
漁
業
)

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
(
漁
場
づ
く
り
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
自
然
石
を
海
底
に
設
置
す
る
事
業
。
魚
類
や
ウ
ニ

な
ど
が
害
敵
か
ら
隠
れ
る
場
所
と
な
り
、
餌
と
な
る
海
草
を
育
て
、
ミ
ズ
ダ
コ
な

ど
が
生
息

・
産
卵
し
や
す
い
魚
礁
の
設
置
は
、
昭
和
五

0
年
代
か
ら
継
続
し
て
い

る
。厚

田
小
谷
地
区
で
は
、
主
に
ハ
タ
ハ
タ
が
産
卵
す
る
茎
の
し
っ
か
り
し
た

フ
シ
ス
ジ
モ
ク
と
い
う
海
藻
の
産
卵
藻
場
造
成
を
、
平
成
二
七
年
か
ら
実
施
し

て
生
息
地
域
回
復
に
努
め
て
い
る
。

一
方
で
は
豊
か
な
海
を
守
る
た
め
、
植
樹
な
ど
の
活
動
も
し
て
い
る
と
い
う

0

.
放
流

種
苗
膨
化
放
流
(
稚
目
(
類
)
:
・::・
ア
ワ
ビ

・
ウ
ニ

解
化
放
流
(
魚
類
)
:
:
:
サ
ケ

・
ヒ
ラ
メ

・
ニ
シ
ン

・
ハ
タ
ハ
タ

・
ワ
カ
サ
ギ

.
益
殖
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
-
ホ
タ
テ

八
.
漁
船
隻
数

平
成
二
六
年
の
漁
船
隻
数
は
三
五
三
隻
と
な
り
、
同
一
一
一
年
の
三
六
六
笠
か
ら

み
る
と
、

二
二
隻
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ト
ン
数
別
で
み
る
と
五
ト
ン
未
満
の
船

外
機
船
は
二
六
五
隻
で
全
体
の
七
五
%
を
占
め
、
主
に
刺
網
漁
業
、
ウ
ニ
や
ア
ワ

ピ
な
ど
の
採
介
藻
漁
業
、
定
置
漁
業
な
ど
に
操
業
し
て
い
る
。
三
ト
ン
ま
で
が

一
一
一
隻
、
三

1
五
ト
ン
未
満
が
凹
五
隻
、
五

1
一
0
ト
ン
未
満
で
二
三
隻
で
全
体

の
二
三

%
、
一

0
ト
ン
以
上
の
船
は
八
隻
で
二
%
、
大
半
が
サ
ケ
定
位
網
漁
業
に

着
業
し
て
い
る
。

九
.
主
要
魚
目
(
類
に
つ

い
て

付

サ
ケ
定
置
網
漁
業

八
月
末
に
な
る
と
、
沿
岸
ぞ
い
に
来
遊
し
て
く
る
鮭
を
取
り
込
ん
で
捕
獲
す
る

定
置
網
(
建
網
)
の
設
置
作
業
が
始
ま
る
。
そ
の
数
は
石
狩
に
四
カ
統
、
厚
田
に

八
カ
統
、
浜
益
に
三
カ
統
の
一
五
カ
統
。
海
岸
か
ら
沖
約
二

.
o
o
o
m前
後
以

内
の
沿
岸
に
網
を
入
れ
る
。
一
カ
統
と
は
一
場
所
の
こ
と
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。

生
れ
た
川
に
戻
っ
て
き
た
鮭
を
捕
る
た
め
に
仕
掛
け
た
定
置
網
の
仕
組
み
は
、

垣
根
の
よ
う
に
張
っ
た
垣
網
(
手
綱
)
で
、
運
動
場
と
呼
ば
れ
る
鮭
を
誘
い
込
む

身
綱
(
囲
い
網
)
と
、
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
落
し
網
(
袋
網
)
か
ら
な
る
。

石
狩
の
定
置
網
は
一
カ
統
に
約
六
O
O
も
の
錨
を
海
底
に
お
ろ
し
固
定
し
て
い
る

と
い
う
が
、
そ
れ
で
も
大
時
化
な
ど
で
網
が
破
損
し
た
り
流
さ
れ
た
り
す
る
被
害

が
で
る
。

鮭
の
漁
獲
は
昭
和
時
代
に
な
っ
て
、
石
狩
川
流
域
の
開
発
が
進
む
に
つ
れ
工
場

排
水

・
生
活
用
水
が
川
に
流
さ
れ
、
と
く
に
石
狩
の
鮭
が
著
し
く
減
少
し
た
。
昭

和
三
七
年
、
石
狩
町
が
中
心
と
な
っ
て
石
狩
川
流
域
市
町
村
に
呼
び
か
け
、
石
狩

川
汚
水
被
害
防
止
を
北
海
道

・
国

・
各
企
業
に
訴
え
、
一
方
で
は
鮭
僻
化
推
進
事

業
に
よ
り
、
昭
和
五

0
年
代
か
ら
徐
々
に
漁
獲
量
が
増
え
始
め
た
。

「
北
海
道
水
産
現
勢
」
に
よ
る
旧
三
漁
協
の
統
計
を
み
る
と
、
平
成
七
j

一
六

年
ま
で
一

0
年
間
の
年
平
均
漁
獲
量
は
、
約
二
、
六
五
九
ト
ン
、
金
額
に
し
て

五
億
五
千
八
百
万
円
。
平
成

一
七
j
二
六
年
ま
で
一

0
年
間
の
年
平
均
は
、
約

一
、

一
七
三
ト
ン
、
四
億
二
千
九
百
万
円
で
あ
る
。
尾
数
に
す
る
と
先
の
十
年
間
は
年

約
八
六
万
尾
で
、
後
の

一
0
年
間
は
年
約
三
八
万
尾
で
あ
っ
た
。
こ
の
減
少
は
温

暖
化
に
よ
る
高
水
温
の
影
響
で
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

p
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石
狩

・
岸
田

・
浜
話
三
支
所
別
に
み
る
過
去
三
年
の
年
平
均
尾
数
は
、
石
狩
と

厚
田
は
共
に
約
一
三
万
尾
、
浜
採
が
約
九
万
尾
で
あ
っ
た
。

平
成
二
七
年
の
放
流
は
、
京
極
町
で
僻
化
飼
育
し
た
稚
魚
二
O
O万
尾
を
厚
田

川
の
支
流
、
三

O
O万
尾
を
浜
話
川
で
二
次
飼
育
し
て
放
流
し
て
い
る
。
な
、
ぜ
二

次
飼
育
を
す
る
の
か
と
い
う
と
、
ふ
る
さ
と
の
川
の
匂
い
な
ど
を
覚
え
さ
せ
、
回

帰
率
を
高
め
る
た
め
と
い
う
。
石
狩
川
に
は
千
歳
ふ
化
場
な
ど
か
ら
放
流
し
て
い

る
。
鮭
は
餌
が
笠
宮
固
な
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
・
北
太
平
洋
・
ベ

ー
リ
ン
グ
海

・
ア
ラ
ス

カ
湾
の
北
洋
を
四
年
前
後
回
避
し
て
母
川
回
帰
す
る
。

秋
に
な
る
と
浜
が
活
気
づ
き
、
漁
業
者
は
血
が
騒
ぐ
と
い
う
鮭
漁
。
そ
の
定
置

網
の
準
備
は
、
八
月
二
O
日
過
ぎ
か
ら
枠
入
れ
が
始
ま
り
、
九
月

一
日
に
網
を
入

れ
る
と
漁
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
盛
漁
期
は

一
O
月
二
O
日
頃
ま
で
約
二
ヶ
月
間
あ

る
。石

狩
支
所
は
石
狩
湾
新
港
建
設
に
よ
っ
て
、
海
域
が
約
三
分
の
こ
に
な
っ
た
。

生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
、
個
人
で
持
つ
サ
ケ
定
置
網
の
権
利
を
組
合
が
買
い
、

資
本
の
効
率
化
、
所
得
の
分
配
を
図
る
た
め
に
鮭
の
生
産
組
合
を
つ
く
っ
た
。
よ
っ

て
石
狩
支
所
の
鮭
漁
は
「
石
狩
さ
け
定
置
網
漁
業
生
産
組
合
」
が
経
営
す
る
。
浜

益
の
二
経
営
体
は
有
限
会
社
が
経
営
す
る
。
そ
の
ほ
か
の
厚
田
、
浜
益
は
個
人
経

営
で
あ
る
。
計
一
一
一
経
営
体
。

操
業
漁
船
の
規
模
は

一
0
1
二
O
J前
後
が
主
流
で
、
石
狩
に
三
隻
、
厚
田
に

八
隻
、
浜
益
に
三
隻
あ
る
。

操
業
は
夜
明
け
前
の
五
時
前
後
に
出
航
し
、
七
時
前
後
(
漁
が
あ
れ
ば
八
時
頃
)

に
陸
揚
げ
さ
れ
、
仕
分
け
作
業
が
始
ま
る
。
オ
ス

・
メ
ス

・
銀
毛

・
成
熟
し
た
ブ

ナ

・
傷
物
な
ど
に
仕
分
け
ら
れ
出
荷
先
に
運
ば
れ
る
。
石
狩
の
鮭
の
ほ
と
ん
ど
は

佐
藤
水
産
側
に
出
荷
さ
れ
る
と
い
う
。
厚
田
は
漁
連
の
石
狩
工
場
、
浜
益
は
道
南

方
面
に
出
荷
し
て
い
る
と
い
う
。

サ
ケ
漁
以
外
は
朝
2
時
過
ぎ
に
起
き
て

3
時
過
ぎ
に
は
出
漁
す
る
。

に)

ニ
シ
ン
刺
網
漁
業

厚
田

・
浜
益
は
江
戸
時
代
か
ら
ニ
シ
ン
で
賑
わ
っ
た
が
、
昭
和
二
九
年
を
故
後

に
捕
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
頃
の
ニ
シ
ン
は
、
サ
ハ
リ
ン
沿
岸
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
ま
で
回
避
す
る
「
北
海
道

・
サ
ハ
リ
ン
系
群
ニ
シ
ン
」
で
、
春
ニ
シ
ン
と
い
わ

れ
三
月
末

i
五
月
に
押
し
帯
せ
た
。

近
年
増
え
て
い
る
ニ
シ
ン
は
「
石
狩
湾
系
群
ニ
シ
ン
」
で
、
漁
期
は
厳
寒
期
の

一
月
末
か
ら
始
ま
り
1
三
月
と
早
い
。

道
に
よ
る

ニ
シ
ン
の
種
苗
生
産
と
放
流
は
、
平
成
八
年
j

一
九
年
度
に
か
け
て

取
組
ま
れ
た
。
ニ
シ
ン
の
増
大
と
安
定
し
た
資
源
利
用
を
目
指
し
た
「
日
本
海
ニ

シ
ン
資
源
増
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

資
源
管
理
面
で
は
、
鯨
が
来
な
い
辛
さ
、
親
た
ち
の
苦
労
を
見
て
き
た
漁
業
者

た
ち
が
、
自
主
的
に
網
目
を
大
き
く
す
る
網
目
規
制
と
操
業
期
間
を
統
一
し
て
資

源
を
守
っ
た
。
現
在
は
「
日
本
海
北
部
ニ
シ
ン
栽
培
漁
業
推
進
委
員
会
」
が
事
業

を
継
続
し
て
い
る
。

平
成
八
年
以
前
は
漁
獲
量
が

一
1
四
ト
ン
未
満
の
聞
を
低
迷
し
て
い
た
が
、
同

九
年
頃
か
ら
回
帰
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
資
源
増
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

・
自
主
規
制
な
ど
に
よ
る
成
果
が
加
わ
り
、
同

一
O
年
以
降
は
四

0
1
二
0
0

ト
ン
近
く
ま
で
増
え
た
。

そ
し
て
同
一
六
年
の
過
去
最
高
の
豊
漁
を
迎
え
る
。
同
年
四
月
二
六
日
付
け
北

海
道
新
聞
の
記
述
に
よ
る
と
「
日
本
海
沿
岸
で
と
れ
る
石
狩
湾
系
ニ
シ
ン
が
今

春
、
過
去
最
高
の
千
二
百
ト
ン
を
記
録
し
た
。
(
中
略

)
驚
異
的
な
水
揚
げ
で
浜

は
沸
い
た
」
と
あ
る
。
石
狩
湾
漁
組
は
そ
の
う
ち
の
七
五
五
ト
ン
、
金
額
に
し
て

約
二
億
八
千
二
百
万
円
で
あ
っ
た
。

以
来
、
上
下
は
あ
る
が
、
「
北
海
道
水
産
現
勢
」
に
よ
る
石
狩
湾
漁
協
の
統
計

を
み
る
と
、
同

一
七

1
二
六
年
ま
で
一

0
年
間
の
年
平
均
漁
獲
量
は
、
約
八
二
0

ト
ン
、
金
額
に
し
て
約
三
億
三
千

一
百
万
円
で
、
将
来
を
託
せ
る
漁
業
に
復
活
し

た
。
こ
れ
を
三
支
所
別
に
み
る

一
0
年
間
の
年
平
均
漁
獲
量
と
年
平
均
金
額
は
、

石
狩
二
七
五
ト
ン
、
一
億
七
百
万
円
、
厚
田
四

一
四
ト
ン
、
一
億
七
千
一
百
万
円、

浜
益
二
ニ一

ト
ン
、

五
千
三
百
万
円
で
あ
る
。

戸

h
u

n
h
u
 



平
成
二
五
年
は
豊
漁
で
、
三
支
所
併
せ
て
約

一、

三
八

一
ト

ン
あ
り
、
約

四
億
五
千
五
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
同
年
度
取
扱
金
額

一
位
、だっ
た
。

種
苗
放
流
は
、
一
岸
田
産
の
親
魚
を
羽
幌
で
採
卵
し
、
約
六

m
に
な
っ
た
稚
魚
を

石
狩
は
新
港
の
西
埠
頭
、
厚
田
は
古
溜
、
浜
益
は
幌
の
海
に
放
流
し
て
い
る
。
ニ

シ
ン
は
沖
合
の
深
い
と
こ
ろ
に
棲
息
し
て
、
三
j
四
年
で
産
卵
期
を
迎
え
、
海
藻

の
生
え
て
い
る
沿
岸
の
浅
瀬
に
や
っ
て
く
る
。

資
源
保
護
の
た
め
一
箱
三
五
尾
以
上
に
な
る
と
小
さ
い
の
で
獲
ら
な
い
。

五
J
詰
め
三
五
尾
以
内
で
出
荷
し
て
い
る。

箱

臼

ホ
タ
テ
養
殖
漁
業

ニ
シ
ン
が
来
な
く
な
っ
た
打
撃
は
大
き
か
っ

た
。
そ
の
新
た
な
活
路
と
な
っ
た

の
が
、
昭
和
五
五
年
か
ら
着
手
し
た
ホ
タ
テ
の
養
殖
だ
っ
た
と
い
う
。

厚
田
と
浜
益
に
区
画
漁
業
権
を
設
定
、
両
地
区
あ
わ
せ
て
五
経
営
体
。

成
員

・
半
成
貝

・
稚
員
の
養
殖
を
行
な
っ
て
い
る
。
稚
員
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
方
面

の
猿
払
・
枝
幸
に
出
荷
。
半
成
員
は
東
北
の
宮
城

・
岩
手
に
種
苗
と
し
て
出
荷
。

成
貝
は
韓
国
に
生
食
(
活
貝
)
と
し
て
活
魚
車
で
運
ぶ
。
三

1
四
日
で
着
く
と
い

う
。
韓
国
向
け
の
活
買
が
堅
調
な
こ
と
か
ら
、
韓
国
向
け
の
活
貝
の
増
大
を
目
指

し
て
い
る
と
い
、
っ
。

ホ
タ
テ
養
殖
に
は
、
稚
員
を
海
に
放
流
し
海
底
で
育
て
る
地
撒
方
式
と
、
稚
貝

を
箆
に
入
れ
て

一
1
二
年
海
中
に
吊
る
し
育
て
る
垂
下
方
式
が
あ
る
。
厚
田
と
浜

益
は
垂
下
方
式
で
施
設

一
台
当
た
り
垂
下
連
数
回

O
O連
以
内
と
す
る
。

平
成
二
四
・
二
五
・二
六
年
の
過
去
三
年
間
の
平
均
生
産
高
は
、
数
量
で

一
千
ト

ン
前
後
、
金
額
で
二
億
八
千
万
円
前
後
で
あ
っ
た
。
全
金
額
の
約

一
八
%
を
占
め

る
重
要
な
資
源
で
あ
る
。

四

ナ

マ

コ

漁

業

漁
場
は
岩
礁

・
転
石
地
帯
の
浜
益
が
最
も
多
く
、
厚
田

・
浜
益
両
地
域
と
も
二

桁
台
の
ト
ン
数
。
と
こ
ろ
が
石
狩
湾
新
港
(
*
)
の
防
波
堤
を
守
る
た
め
外
海
、

内
海
に
積
ん
だ
石
や
四
ト
ン
ブ
ロ
ッ
ク
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
が
魚
礁
と
な
り
石
狩
で

も
捕
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
環
境
条
件
が
整
っ
た
り
だ
。

平
成
二
六
年
の
漁
獲
高
は
約
七
五
ト
ン
、
金
額
二
億
六
五

O
O万
円
で
上
位
四

種
目
に
入
る
。
生
の
ま
ま
出
荷
。

保
護
の
た
め
漁
獲
♀
を
取
り
決
め
、
決
め
た
漁
獲
量
に
達
し
た
ら
終
了
。
ほ
か

に
漁
期

・
サ
イ
ズ
の
制
限
も
行
い
徹
底
し
た
資
源
管
理
を
し
な
が
ら
操
業
。

中
華
料
理
と
し
て
人
気
の
高
い
ナ
マ
コ
は
、
中
国
経
済
の
成
長
に
伴
い
需
要
が

増
え
、
北
海
道
の
ナ
マ
コ
は
ブ
ラ
ン
ド
品
だ
と
い
う
。

ナ
マ
コ
漁
は
専
用
の
桁
曳
き
網
を
使
う
。
桁
と
網
と
の
間
に
あ
る
鉄
の
チ
ェ

ー

ン
の
衝
撃
で
、
ナ
マ
コ
が
ゴ
ム
鞠
み
た
い
に
な
っ
て
岩
か
ら
離
れ
網
に
入
る
構
造

に
な
っ
て
い
る
。
ナ
マ
コ
漁
は
最
も
危
険
な
の
で
穏
や
か
な
日
だ
け
操
業
す
る
と

い、っ
。

*
石
狩
湾
新
港
で
の
漁
は
突
起
物
に
支
障
の
な
い
限
り
使
用
可
能
。

回

シ

ャ

コ
刺
網
漁
業

シ
ャ
コ
の
漁
場
は
、
厚
田
と
石
狩
地
区
の
水
深

一
O

j
一一一

0
メ
ー
ト
ル
の
砂
泥

地
。
砂
と
泥
が
混
じ
っ
た
と
こ
ろ
に
潜
む
シ
ャ
コ
は
、
産
卵
期
を
迎
え
て
這
い
出

し
て
来
る
。
波
が
あ
る
と
ふ
わ
り
と
体
が
浮
い
て
網
に
か
か
る
の
で
、
波
の
で
た

と
き
の
方
が
か
か
り
が
い
い
と
い
う
。

漁
期
は
五

i
六
月
。
漁
港
内
で
茄
で
上
げ
、
朝
市
で
そ
の
日
の
う
ち
に
完
売
す
る

人
気
商
品
。
特
に
厚
田
の
朝
市
は
、
当
日
漁
獲
し
た
も
の
が
売
り
捌
け
る
ほ
ど
盛

況
だ
と
い
う

∞

タ
コ
漁
業

漁
場
は
主
に
浜
益
・厚
田
で
、
ミ
ズ
ダ
コ
を
漁
獲
す
る
。
自
然
石
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ

ッ
ク
な
ど
を
設
置
し
て
栽
培
漁
業
に
取
組
ん
で
い
る
。

身
を
守
る
堅
い
殻
な
ど
を
持
た
な
い
タ
コ
は
、
普
段
は
害
敵

・
潮
流
か
ら
体
を

守
る
た
め
海
底
の
岩
場
に
隠
れ
て
い
る
。
潮
流
が
穏
や
か
に
な
る
と
砂
場
で
小
魚
・
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貝
な
ど
を
餌
に
す
る
が
、
隠
れ
る
場
所
の
な
い
砂
場
は
危
険
で
、
そ
こ
に
タ
コ
査

と
呼
ば
れ
る
箱
が
あ
れ
ば
隠
れ
場
所
と
な
り
中
に
入
る
。
そ
れ
を
捕
獲
す
る
が
箱

漁
業
で
、

一
張
り
に
二
五
j
百
個
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
箱
が
付
く
。
浜
益
で
は
、

イ
サ
リ
と
い
う
仕
掛
け
を
付
け
た
樽
流
し
漁
業
で
捕
る
。
イ
サ
リ
を
獲
物
と
思
い

抱
き
つ
い
て
き
た
と
き
、
樽
が
浮
き
沈
み
す
る
の
で
か
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
仕

掛
7
0

生
き
た
ま
ま
か
、

茄
で
て
出
荷
す
る
。

出

カ

レ
イ
・
ヒ
ラ
メ
漁
業

沖
合
い
の
砂
浜
に
生
息
す
る
カ
レ
イ
類
。
そ
の
う
ち
主
に
マ
ガ
レ
イ
・
ス
ナ
ガ

レ
イ
・
ナ
メ
タ

・
ソ
ウ
ハ
チ
・
ア
カ
ガ
レ
イ
が
捕
れ
る
。
近
年
、
幻
の
魚
と
い
わ

れ
た
マ
ツ
カ
ワ
も
漁
獲
さ
れ
る
と
い
う
。

ヒ
ラ
メ
は
、
カ
レ
イ
類
と
同
じ
く
刺
網
や
底
建
網
で
漁
獲
す
る
。

日
本
海
の
ヒ
ラ
メ
種
苗
が
平
成
七
年
に
始
ま
り
、
以
降
漁
獲
は
伸
び
、
同
十
二
年

に
は

一
O
一
ト
ン
、
金
額
一
億
四
千
万
円
ま
で
に
な
っ
た
。
近
年
は
六

0
ト
ン
前

後
で
金
額
五
千
万
円
前
後
で
あ
る
。
活
魚
と
し
て
札
幌
市
場
に
出
荷
し
て
い
る
。

毎
年
、
北
海
道
栽
培
漁
業
羽
幌
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
た
種
苗
を
放
流
し
て
い
る
。

カ
レ
イ
・
ヒ
ラ
メ
は
砂
地
に
生
息
す
る
で
、
砂
地
の
石
狩
が
最
も
多
く
漁
獲
し

て
い
る
。

川

ホ

ッ

キ
員

(う
ば
が
い
)
桁
曳
き
漁
業

漁
場
は
主
に
石
狩
で
、
石
狩
川
が
運
ぶ
土
砂
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
砂
泥
地
帯
。

石
狩
湾
新
港
を
挟
む
沿
岸
地
域
だ
が
、
近
年
五

0
ト
ン
前
後
の
漁
獲
高
の
た
め
、

石
狩
で
は
新
港
の
南
地
域
だ
け
と
な
っ
た
。
漁
期
は
七

1
八
月
の
年
一
回
に
し
て
、

資
源
管
理
の
徹
底
を
図
る
。

同

採

介

藻

漁

業

(
*
)

漁
場
は
、
厚
田

・
浜
益
の
岩
礁
域
で
、

ニ
・
ア
ワ
ビ
は
種
苗
放
流
を
し
て
い
る
。

漁
業
関
係
者
か
ら
通
称
ノ
ナ
と
呼
ば
れ
る
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
が
主
に
捕
れ

る
。
ほ
と
ん
ど
が
浜
益
で
漁
獲
。
エ
ゾ
パ
フ
ン
ウ
ニ
(
ガ
ン
ゼ
)
は
捕
れ
な
く
な
っ

て
き
た
。
浜
益
で
は
、
船
上
か
ら
の
ぞ
き
ガ
ラ
ス
で
海
中
を
見
て
、
ウ
ニ

・
ア
ワ

ビ
を
捕
っ
て
い
る
。
厚
田
で
は
酸
素
ボ
ン
ベ
を
背
負
っ
て
海
に
潜
る
漁
法
。

コ
ン
ブ
の
漁
場
は
嶺
泊
か
ら
安
瀬
の
間
で
採
集
し
て
い
る
。

*
採
介
藻
(
さ
い
か
い
そ
う
)
と
は
、
素
潜
り
や
小
さ
な
船
上
か
ら
ヤ
ス
な
ど
の

道
具
を
使
っ
て
、
貝
や
海
市
械
を
採
捕
す
る
漁
業
。

ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
・
コ
ン
ブ
を
捕
る
。
ウ

制

ハ

タ

ハ

タ

漁
場
は
厚
田
・
浜
益
で
、
漁
期
は
一

一
月

1
一
一一
月
。

平
成
一

O
年
よ
り
「
ハ
タ
ハ
タ
増
殖
研
究
会
」
が
設
立
、
除
々
に
漁
獲
が
伸
び

同

一
五
年
に
二
五

一
ト
ン
、
同
二

O
年
に

一
O
八
ト
ン
あ
っ
た
の
が
、
同
二
四
年

か
ら
三
年
間
は

一
ト
ン
、
八
ト
ン
、
八
ト
ン
と
著
し
く
減
少
し
た
。
沖
捕
り
が
原
因

で
な
い
か
と
い
わ
れ
る
。

近
年
激
減
し
た
た
め
漁
協
青
年
部
が
主
体
と
な
り
、

自
然
僻
化
放
流
事
業
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
産
卵
場
所
は
フ
シ
ス
ジ
モ
ク

・
ツ
ノ
マ
タ

・
ホ
ソ
メ
コ
ン

ブ
な
ど
の
海
藻
群
落
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
八
年
か
ら
は
、
厚
田
の
小
谷
地

域
で
産
卵
深
場
造
成
に
取
組
む
と
い
う
。

ハ
タ
ハ
タ
と
い
う
漢
字
は
、
鮒
・
焔
と
書
い
て
ハ
タ
ハ
タ
と
読
む
。
鱒
は
と
ど

ろ
く
雷

(神
鳴
り
)

の
意
味
。
縮
は
カ
ミ
ナ
リ
ウ
オ
、
雷
が
鳴
る
ほ
ど
海
が
荒
れ

る
季
節
に
、
深
海
か
ら
沿
岸
に
産
卵
の
た
め
に
寄
る
の
を
漁
獲
す
る
。
ゆ
え
に

一
一
月

i
一一

一
月
の
漁
は
ハ
タ
ハ
タ
に
限
ら
ず
危
険
な
漁
で
あ
る
。

口むF
O
 

山山

内
水
面
漁
業
(
石
狩
川
)

漁
区
域
は
本
町
か
ら
札
幌
大
橋
辺
り
ま
で
。
そ
れ
よ
り
上
流
の
石
狩
川
は
江
別



漁
業
組
合
の
漁
区
と
な
る
。
ワ
カ
サ
ギ

・
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ

・
イ
ト
ヨ
な
ど
川
で
の

漁
は
、
川
中
央
が
深
い
の
で
川
淵
で
漁
を
し
て
い
る
と
い
う
。

ワ
カ
サ
ギ
漁
に
は
石
狩
地
区
の
組
合
員
の
ほ
ほ
全
員
が
操
業
。

シ
ジ
ミ
は
昭
和
四
六
年
か
ら
移
植
放
流
が
始
ま
っ
た
が
、
平
成
十
八
年
か
ら
漁

は
無
く
な
る
。

十
.
取
組
み
と
課
題

・
漁
組
が
取
組
む
各
地
区
で
開
催
す
る
朝
市
(
直
売
所
)
に
て
、
新
鮮
な
魚
介
類
、

加
工
品
を
提
供
し
浜
の
魅
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

・
漁
業
者
の
高
齢
化

・
減
少
に
対
し
て
、
担
い
手
の
育
成
、
新
規
漁
業
就
労
者
の

確
保
に
道

・
石
狩
市
が
取
組
ん
で
い
る
。

・
ト
ド

・
オ
ッ
ト
セ
イ

・
ア
ザ
ラ
シ
に
よ
る
食
害
と
漁
具
被
害
は
、
来
遊
数
が
増

え
た
近
年
、
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
現
状
の
対
策
と
し
て
、
強
化
網

・
銃
器

に
よ
る
追
い
払
い
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

・
現
在
、
建
設
中
の
火
力
発
電
所
の
海
に
与
え
る
影
響
、
計
画
中
で
あ
る
洋
上
で

の
風
力
発
電
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
等

+ 

弘
叉
コ
レ

ヨ
1
-
一=閑

(資
料
一

「水
産
業
協
同
組
合
要
覧
』
北
海
道
水
産
部
漁
政
課
)

石石 厚 浜
狩 狩 田 益
地町 j魚 j魚
区i魚 j巷 協
定港
世

...L. 
正一 一 /'¥ 

- ...L. 
組二二ノ、 一

九O 。五 」ロ5、

名名 名 名 員

昭和25年度三漁協

の組合員数

表-3

謝
辞資

料
作
成
に
あ
た
り
、
石
狩
市
林
業
水
産
課
、
石
狩
湾
漁
業
協
同
組
合
厚
田
本

所
、
石
狩
支
所
、
前
石
狩
漁
業
組
合
長
藤
井
重
行
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
ニ
シ
ン
漁
の
季
節
に
漁
組
厚
田
本
所
に
伺
っ
た
際
は
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
関
係
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
石
狩
市
郷
土
研
究
会
顧
問
の
田
中
賓
氏
か
ら
は
、
力
強
い
ご
助
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
考
資
料

『浜
話
村
史
』

『
石
狩
漁
業
協
同
組
合
史
』

『
石
狩
百
話
』

「
浜
話
村
勢
要
覧
」

『
石
狩
市
漁
業
振
興
計
画
E
』

「
北
海
道
水
産
現
勢
」

「
石
狩
管
内
水
産
業
の
概
要
」

二
O
一
五
年

石
狩
振
興
局
産
業
振
興
部
水
産
科

「浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」

北
海
道
新
聞
「
ニ
シ
ン
物
語

浜
益
村

田

中

費

筆

鈴
木
ト
ミ

エ
筆

浜
益
村

石
狩
市

北
海
道

一
九
八

O
年

二
O
O
二
年

一
九
九
六
年

二
0
0
0年

二
O

一O
年

石
狩
地
区
地
域
水
産
業
再
生
委
員
会

厚
田
村
か
ら
上
・
下
」

二
O
O
O年
三
月
一
一一

一日
、
同
年
三
月
二
四
日
付

北
海
道
新
聞
「
石
狩
湾
系
ニ
シ
ン
過
去
最
高
の
豊
漁
」

二
O
O
四
年
四
月
二
六
日
付

北
海
道
新
聞
「
石
狩
ニ
シ
ン
の
遺
伝
子
」

二
O
二
一
年
一
月
二
四
日
・
二
五
日

・
二
六
日
付
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石狩湾漁業協同組合

1月

かれい

かすべ

あんこう

ひらめ

海
た

、，
」ー

面
-・・・・・・.

I合 にしん
ーーーーーー

1‘EAF 4 .z 、二 v、

漁

業
まめいか

ま す
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八
幡
町
の
古
老
田
岡
定
男
が
残
し
た
石
狩
空
襲
の
記
録

昭
和
二
十
年
七
月
十
五
日
空
襲
見
た
ま
ま
の
記

三
島

照
子

は
じ
め
に

こ
の
文
章
は
、
故
田
岡
定
男
氏
が
書
き
残
し
て
く
れ
た
原
稿
を
活
字
化
し
た
も

の
で
す
。

戦
後
七
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
に
石
狩
の
地
に
空
襲
が
あ
っ
た
こ

と
が
忘
れ
去
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
空
襲
の
体
験
記
が
こ
こ
に
記
さ

れ
ま
す
。
記
録
し
、
後
世
に
残
す
こ
と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
田
岡
定
男
氏
は
、
石
狩
市
八
幡
町
で
呉
服
や
米
穀
を
扱
う

「
田
岡
商
庖
」

の
届
主
で
あ
り
、
か
つ
て
石
狩
町
の
教
育
委
員
な
ど
の
公
職
を
務
め
、
消
防
団
で

も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
年
四
月
二
九
日
に
消
防
功
労
で
、

勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

ム

そ
の
頃
の
ア
メ
リ
カ
の
本
土
空
襲
は
益
々
激
化
し
、
戦
略
的
に
価
値
の
な
い
よ

う
に
見
え
る
都
市
郊
外
の
小
集
落
を
攻
撃
し
て
退
路
を
断
っ
て
、
そ
の
後
中
心
都

市
を
攻
撃
す
る
ド
ー
ナ
ツ
作
戦
と
か
今
ま
で
に
な
い
戦
法
が
取
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

そ
う
な
る
と
中
心
都
市
札
幌
を
攻
撃
す
る
た
め
の
、
近
隣
小
集
落
と
い
え
ば
、

差
当
た
り
石
狩
は
石
油
パ
イ
プ
の
鉄
塔
な
ど
も
あ
り
最
初
の
目
標
と
さ
れ
る
。
「
石

狩
あ
た
り
は
明
日
か
も
し
れ
な
い
な
」
な
ど
と
町
内
の
物
知
り
が
大
解
説
を
す
る
。

そ
れ
に
半
畳
を
入
れ
て
「
ア
メ
リ
カ
参
謀
頑
張
れ
」
な
ど
と
大
笑
い
に
な
る
。

暑
い
の
で
路
上
の
空
箱
に
腰
掛
け
て
、
夕
涼
み
を
楽
し
み
な
が
ら
い
つ
も
の
通

り
た
わ

い
の
な
い
話
で
賑
わ

っ
て
い
た
。
明
日
の
大
事
を
知
る
も
の
は
誰
も
い
な

‘ν
 

ム

昭
和
二
十
年
七
月
十
五
日
は
、
朝
か
ら
薄
曇
り
で
日
は
照
っ
て
い
な
い
が
、
暖

か
く
お
だ
や
か
な
風
が
心
地
よ
い
日
和
だ
っ
た
。
朝
食
の

一
刻
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流

れ
る
各
方
面
の
戦
況
ニ
ュ
ー
ス
を
他
人
事
の
よ
う
に
聞
い
て
い
た
。
そ
の
時
で
あ

る
。
「
樽
川
で
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
に
牛
が
撃
た
れ
た
」
と
路
上
で
大
声
で
話
し

て
い
る
の
が
聞
え
た
。
又
、
別
の
誰
か
が
走
り
な
が
ら
「
飛
行
機
が
船
を
追
っ
か

け
て
い
る
」
「
石
狩
病
院
の
沖
だ
」
と
、
向
い
の
酒
屋
の
大
屋
根
か
ら
若
衆
が
叫

ん
で
い
る
。
「
見
え
る
、
見
え
る
」
と
沖
を
指
さ
し
て
い
る
。
方
々
の
屋
根
に
も

沢
山
の
人
が
登
っ
て
、
沖
を
見
て
い
る
。
「
本
物
だ
」
町
は
騒
然
と
な
っ
た
。
急

い
で
我
が
家
の
屋
根
に
登
っ
て
見
る
と
、
遠
く
川
向
こ
う
の
砂
丘
に
も
沢
山
の
人

が
沖
を
見
て
い
る
。

丁
度
、
石
狩
病
院
の
遥
か
沖
合
に
、
小
さ
な
発
動
機
船
が
見
え
た
。
飛
行
機
が

機
首
を
下
げ
て
向
っ
て
い
た
の
が
今
機
首
を
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
瞬

間
黒
い
煙
が
上
が
り
、
船
首
が
高
く
上
が
っ
た
。
音
は
全
く
聞
え
な
い
。
ま
る
で

無
声
映
画
を
見
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。
気
持
が
上
ず
り
、
音
が
耳
に
入
ら
な
か

っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

「
や
ら
れ
た
。
凄
い
も
ん
だ
な
あ
」
屋
根
同
志
が
大
声
で
叫
ぶ
よ
う
に
話
し
あ
っ

て
い
る
。
下
の
路
上
で
は
又
別
な
誰
か
が
「
札
幌
で
苗
秘
機
関
躍
が
や
ら
れ
て
い

る
」
「
丘
珠
の
変
電
所
も
機
銃
掃
射
を
喰
っ
て
い
る
」
、
又
別
な
声
で
「
小
樽
が
や

ら
れ
て
い
る
」
「
小
樽
は
煙
幕
を
張
っ
て
其
?
臼
だ
そ
う
だ
」
「
石
狩
の
船
も
行
っ

て
い
る
ど
」
「
宝
栄
丸
が
き
の
う
行
っ
た
ば
か
り
だ
」
。

こ
ん
な
事
態
に
な
っ
て
、
現
実
が
目
の
前
に
あ
る
の
に
、
次
に
こ
の
町
が
爆
撃

を
受
け
る
と
は
、
ま
だ
誰
も
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
だ
が
し
か
し
、
な
ん
と
な

く
不
安
で
仕
事
が
手
に
着
か
な
い
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
人
だ
か
り
が
で
き
て
、
何

か
喋
っ
て
い
る
。
後
で
知
っ
た
が
こ
の
時
の
噂
話
は
ほ
と
ん
ど
事
実
で
あ
っ
た
。

電
話
が
数
十
台
し
か
な
い
こ
の
町
に
、
ど
こ
か
ら
な
が
れ
た
話
だ
っ
た
の
か
、

そ
の
謎
は
と
け
な
い
。
ラ
ジ
オ
は
相
変
わ
ら
ず
軍
艦
マ

l
チ
を
流
し
て
戦
勝
の

ニ
ュ

ー
ス
ば
か
り
で
、
北
海
道
の
片
隅
に
起
き
た
小
船
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
。
つ

い
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に
石
狩
沖
の
小
船
の
爆
撃
事
件
は
ニ
ュ
ー
ス
に
な
ら
な
か
っ
た
。

町
内
の
警
戒
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
の
は
、
こ
の
一
騒
ぎ
の
後
だ
っ
た
。

本
町
に
行
く
べ
く
渡
船
場
に
行
っ
た
が
、
他
に
渡
る
人
も
い
な
く
、
サ
イ
レ
ン
が

鳴
っ
た
の
で
船
も
通
さ
な
い
よ
う
だ
。

「
サ
イ
レ
ン
を
い
い
こ
と
に
し
て
来
な
い

な」。日
頃
で
も
人
が
か
た
ま
ら
な
い
う
ち
は
な
か
な
か
来
な
い
渡
船
だ
か
ら
こ
ん
な

騒
ぎ
に
来
る
わ
け
な
い
さ
と
、
あ
き
ら
め
て
、
友
だ
ち
の
漁
師
の
磯
舟
を
借
り
て
、

若
生
町
側
の
岸
伝
い
に
川
上
に
少
し
ず
つ
漕
ぎ
進
ん
だ
。

川
向
か
い
の
(
役
場
裏
テ
イ
ネ
)
に
渡
ろ
う
と
し
て
、
石
油
油
送
管
を
渡
し
て

あ
る
鉄
塔
の
付
近
で
、
方
向
を
変
え
た
と
こ
ろ
、
不
意
に
川
下
の
方
か
ら
真
っ
黒

い
飛
行
機
が
超
低
空
で
来
た
。
見
た
と
思
っ
た
ら
、
次
の
瞬
間
、
機
は
頭
の
上
に

い
る
。
機
内
の
飛
行
士
の
下
を
向
い
た
顔
が
は
っ
き
り
見
え
る
。

石
油
パ
イ
プ
に
触
れ
る
ほ
ど
の
低
空
飛
行
で
来
た
。
船
を
漕
ぐ
力
も
失
せ
て
、

た
だ
廷
然
と
見
上
げ
て
い
た
。
飛
行
機
は
そ
の
ま
ま
向
き
を
小
縛
に
変
え
て
飛
び

去
っ
た
。

監
視
哨
の
サ
イ
レ
ン
は
鳴
ら
な
い
。
無
事
に
川
を
渡
り
、
早
速
み
ん
な
に
知
ら

せ
た
が
誰
も
信
用
し
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
低
空
で
川
の
上
を
飛
ん
だ
の
で
知
ら
な
い

人
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
が
第
一
回
目
の
飛
行
で
偵
察
の
目
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

後
で
知
る
。

ム

町
役
場
の
内
外
は
、
今
朝
の
一
騒
動
の
余
韻
が
残
っ
て
い
て
、

違
う
感
じ
だ
っ
た
。

こ
の
日
は
役
場
で
「
米
供
出
の
促
進
」
の
打
ち
合
わ
せ
が
あ
り
、

内
各
地
区
か
ら
集
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

樽
川
の
話
も
、
札
幌
の
話
も
、
小
樽
の
煙
幕
の
こ
と
も
み
ん
な
知
っ
て
い
た
。

格
別
に
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
な
い
が
、
そ
れ
で
も
新
知
識
を
広
げ
る
も
の
を
中
心

に
、
話
は
弾
ん
で
本
題
の
会
議
は
開
け
そ
う
も
な
か
っ
た
。
渡
船
も
運
行
が
平
常

通
り
で
な
い
し
、
人
も
集
ま
り
が
悪
い
、
打
ち
合
わ
せ
は
時
間
を
延
ば
す
こ
と
に

い
つ
も
の
朝
と

関
係
者
が
町

な
っ
て
席
を
立
つ
者
も
で
た
。

役
場
付
近
の
人
も
な
ん
と
な
く
、
落
ち
着
き
が
悪
い
、
町
の
お
城
で
あ
る
役
場

門
前
に
集
ま
り
、
新
し
い
話
で
も
聞
け
る
か
と
人
だ
か
り
し
て
い
た
。
既
に
東
京

で
空
襲
を
体
験
し
た
者
も
お
り
、

「
防
空
壕
に
入
っ
た
方
が
い
い
」
、
「
石
狩
な
ん

か
来
な
い
さ
」
等
々
だ
が

一
時
間
後
の
大
惨
事
を
何
と
な
く
予
感
し
た
も
の
も
い

た
。再

び
議
場
に
集
ま
り
始
め
た
頃
、

「望
来
に
真
っ
黒
な
煙
が
見
え
る
」
と
騒
ぎ

出
し
た
。
程
な
く

「望
来
農
業
倉
庫
に
焼
夷
弾
が
落
ち
た
」
、
「
死
傷
者
も
出
て
い

る
ら
し
い
」
。
こ
の
知
ら
せ
が
入
っ
て
間
も
な
く
監
視
哨
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
出

し
た
。
敵
機
襲
来
。
人
々
は
顔
色
を
変
え
て
防
空
壕
に
走
っ
た
。
し
か
し
ま
だ
場

内
で
は
、
安
易
な
気
持
で
様
子
を
見
て
い
る
者
が
多
く
、
壕
に
も
入
ら
ず
、
自
席

に
す
わ
っ
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
。

ム

小
樽
方
面
の
沖
合
い
に
爆
音
が
聞
こ
え
た
。
機
銃
の
音
は
す
る
。
窓
か
ら
見
る

と
、
真
っ
黒
い
塊
の
様
な
飛
行
機
が
先
端
か
ら
火
を
吹
い
て
来
る
。
次
に

「キ
i

、、
、
‘、

石狩河畔の送油塔
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ン
」
と
い
う
発
射
の
連
続
音
だ

っ
た
。
聞
を
置
か
ず
雷
の
よ
う
な
音
と
空
気
の
振

動
感
だ

っ
た
。
発
射
音
と
爆
音
が
同
時
に
聞
こ
え
る
。
全
く
同
時
に
瞥
察
所
の
玄

関
ガ
ラ
ス
の
破
れ
る
音
、
事
務
所
の
戸
棚
の
破
れ
る
音
、
法
規
類
集
の
大
棚
が
落

十
つ
ヲ
h
v

。
然
し
、
こ
れ
ら
は
総
べ
て
同
時
進
行
で

一
瞬
の
出
来
事
で
あ
る
。
次
の
瞬
間
空

気
が
動
い
て
、
落
雷
の
よ
う
な
音
が
頭
を
過
ぎ
た
、
飛
び
去
っ
た
音
だ
ろ
う
。
今

更
な
が
ら
防
空
壌
に
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
る
。恐
怖
l
恐
怖
!
ど
う
す
る
。

頭
は
空
っ
ぽ
で
、
第
一
、
身
体
の
動
き
が
止
ま
っ
た
よ
う
だ
。

女
子
職
員
も
声
が
出
な
い
、
泣
き
声
も
な
く
床
に
座
っ
て
し
ま
う
。
飛
行
機
は

掃
射
を
し
た
た
け
で
、
対
岸
の
若
生
町
の
方
に
旋
回
し
去
っ
た
。
町
の
中
に
は
別

な
一
機
が
来
て
い
る
ら
し
く
、
機
銃
音
と
爆
音
が
聞
こ
え
る
。
悲
鳴
が
聞
こ
え
た

が
、
こ
れ
も
飛
び
去
っ
た
の
か
、
一
切
の
音
は
遠
く
な
っ
た
。
「
こ
れ
で
終
わ
っ

た
ん
だ
ろ
う
か
」
。
表
に
出
て
見
る
が
、
人
影
は
全
く
見
え
な
い
、
ど
こ
も
変
わ
っ

た
処
も
な
く
、
唯
静
か
だ
。

ム

若
生
町
を
旋
回
し
た
飛
行
機
は
、
若
生
小
学
校
に
機
銃
掃
射
と
爆
弾

一
個
を
グ

ラ
ン
ド
に
落
し
て
行
っ
た
。
学
校
の
ガ
ラ
ス
は
一
枚
も
な
く
破
れ
、
校
長
室
に
あ
っ

た
若
林
久
男
氏
寄
贈
の
飾
り
ケ
l
ス
を
打
ち
抜
い
た
。
後
日
修
繕
し
た
が
、

「作

る
時
よ
り
手
聞
が
か
か
っ
た
」
と
贈
り
主
は
笑
っ
て
い
た
。

機
銃
の

一
弾
は
学
校
の
付
近
の
民
家
の
屋
根
を
抜
き
、
逃
げ
遅
れ
て
押
し
入
れ

で
布
団
を
被
っ
て
い
た
角
井
の
母
さ
ん
(
角
井
ミ
サ
オ
三
十
七
歳
)
に
当
た
っ
た
。

町
内
の
人
が
見
つ
け
た
時
は
患
が
き
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
病
院
に
と
運

び
出
し
た
。
渡
船
の
桟
橋
ま
で
来
た
と
き
は
、
再
び
爆
音
が
聞
こ
え
た
の
で
、
遺

体
を
置
い
て
逃
げ
出
し
た
。

誰
も
添
う
者
も
い
な
く
桟
橋
に
放
置
さ
れ
て
の
状
態
だ

っ
た
。
夫
は
当
別
に
出

張
中
の
出
来
事
だ
っ
た
。
こ
の
人
が
両
岸
最
初
の
犠
牲
者
だ
っ
た
。

ム

此
の
時
の
攻
撃
は
終
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
始
ま
り
だ
と
い
う
こ
と
が
後
で
思

い
知
ら
さ
れ
た
。

町
を
出
て
体
勢
を
立
て
直
し
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
灯
台
の
方
か
ら
来
た
一
機

が
、
本
町
の
家
並
み
沿
い
を
屋
根
す
れ
す
れ
に
、
超
低
空
で
来
る
の
が
見
え
、
機

銃
の
音
と
先
端
か
ら
の
火
が
見
え
た
。

次
の
瞬
間
、
焼
夷
弾
で
あ
ろ
う
一
発
が
町
の
中
心
に
落
と
さ
れ
た
。

三
上
さ
ん

宅
に
直
撃
だ
っ
た
。
地
響
き
を
立
て
て
、
火
柱
が
立
ち
、
同
時
に
大
音
響
が
す
る
。

黒
い
煙
が
天
に
ま
っ
す
ぐ
立
っ
た
。
機
は
小
樽
方
面
沖
に
去
っ
た
が
、
町
中
は
蜂

の
巣
を
突
い
た
よ
う
な
騒
ぎ
に
な
っ
た。

男
た
ち
は
、
日
頃
の
訓
練
は
此
の
時
の
為
だ
、
と
ば
か
り
ポ
ン
プ
置
き
場
に
走

る
者
、
ホ
ー
ス
を
引
き
出
す
者
、
駆
け
回

っ
て
い
た
。
「
機
銃
に
や
ら
れ
た
者
が

い
る
」
、
こ
の
人
は
米
供
出
の
打
ち
合
わ
せ
に
来
て
い
た
筒
井
豊
次
さ
ん
だ
。
腹

に
銃
弾
を
受
け
て
、
電
業
所
の
壁
に
寄
り
掛
か
っ
て
い
た
。
本
町
側
の
最
初
の
負

傷
者
だ
っ
た
。

犠
牲
者
が
出
た
こ
と
が
、
口
伝
え
に
伝
わ
る
と
、
「
俺
の
出
番
だ
」
と
気
負
い
立

っ

た
連
中
や
、
ヤ
ジ
馬
で
火
事
場
に
は
人
集
り
が
出
来
た
。
此
の
時
、
た
だ
避
難
す

る
こ
と
だ
け
考
え
て
い
れ
ば
、
そ
の
後
の
傷
も
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
、
振
り

返
る
と
悔
や
ま
れ
る
。

消
防
団
の

一
行
は

一
所
懸
命
動
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
、
多
分

五
分
く
ら
い
に
す
ぎ
な
い
と
後
で
思

っ
た
。
「
来
た
来
た
」
と
叫
ぶ
声
が
泣
き
声

に
な
り
、
消
火
に
向
か
っ
て
行
っ
た
者
を
今
度
は
「
逃
げ
ろ
、
逃
げ
ろ
」
と
大
声

で
叫
び
な
が
ら
走
っ
た
。

黒
い
塊
か
ら
火
が
見
え
、
強
く
張
っ
た
糸
を
弾
く
よ
う
な
す
る
ど
い
音
、
全
く

同
時
に
ガ
ラ
ス
の
破
れ
る
音
、
そ
し
て
悲
鳴
、
泣
き
叫
ぶ
子
供
の
声
、
逃
げ
遅
れ

て
負
傷
し
た
者
が
何
人
も
出
た
の
は
、
こ
の
爆
撃
の
時
が

一
番
多
か
っ
た
。

横
町
一
帯
に
爆
弾
を
投
下
し
た
の
も
、

一
帯
の
火
災
を
引
き
起
こ
し
た
の
も
沢

山
の
被
害
が
出
た
の
も
、
み
な
こ
の
時
の
数
機
の
飛
行
機
の
一
斉
攻
撃
だ

っ
た
。

ム

役
場
と
警
察
所
(
部
長
派
出
所
)
は
隣
り
合
っ
て
建
っ
て
い
る
。
防
空
壕
が
そ
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の
前
庭
に
二
カ
所
、
枇
一
)
〕
察
横
に
一
カ
所
あ
り
、
職
員
と
そ
の
家
族
は
最
初
の
銃
撃

を
見
て
、
早
々
に
入
っ
て
避
難
し
た
。

第
三
波
の
飛
行
群
を
見
た
見
張
り
の
男
性
組
は
、
気
が
動
転
し
、
自
分
の
決
め

ら
れ
た
壕
に
入
ら
ず
、
手
近
な
壕
に
飛
び
込
ん
だ
。
壕
は
不
意
の
入
居
で
満
員
に

な
り
、
入
り
き
れ
な
い
人
が
で
た
。

入
り
き
れ
な
い
数
人
は
役
場
裏
の
畑
に
走
っ
た
。
飛
行
機
は
火
を
吹
く
、
機
銃

の
音
と
金
属
音
が
一
緒
に
な
っ
て
、
真
っ
黒
い
塊
に
な
っ
て
向
か
っ
て
き
た
。
役

場
裏
は
小
使
さ
ん
の
芋
畑
に
な
っ
て
い
る
。
お
り
よ
く
培
土
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ

で
溝
が
深
く
身
体
を
入
れ
て
伏
せ
る
の
に
都
合
が
よ
か
っ
た
。

こ
こ
に
伏
せ
て
い
た
者
が
そ
れ
か
ら
の
岡
の
様
子
を
自
分
の
日
で
確
か
め
て
い

た
た
め
、
後
々
の
世
話
人
に
な
っ
た
。
畑
に
身
体
を
伏
せ
る
と
同
時
に
、
至
近
距

離
に
地
響
き
を
立
て
て
爆
弾
が
落
ち
た
。
真
に
直
撃
命
中
で
あ
っ
た
。
警
察
所
が

天
を
覆
う
土
煙
の
中
に
あ
っ
た
。
煙
を
と
お
し
て
中
程
は
鰻
頭
の
簡
の
よ
う
に
、

か
た
ま
っ
た
真
っ
赤
な
火
だ
っ
た
。

見
た
と
き
は
ま
だ
役
場
に
延
焼
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
延
焼
す
る
に
は
時

間
は
い
ら
な
い
状
態
に
み
え
た
。
旋
回
し
た
機
か
、
又
、
別
の
機
か
、
機
銃
の
音
は
、

間
断
な
く
続
く
。
「
キ
l
ン
」
と
い
う
空
気
切
る
金
属
音
が
間
近
に
す
る
。
雷
鳴

の
よ
う
な
音
を
立
て
空
気
が
動
く
の
は
頭
上
を
飛
ぴ
去
っ
た
時
の
音
だ
ろ
う
。
地

響
き
が
身
体
に
伝
わ
っ
て
く
る
の
は
爆
弾
投
下
の
爆
発
音
で
あ
ろ
う
。

芋
畑
の
盛
土
に
ブ
ス
ブ
ス
と
土
煙
が

一
列
に
走
る
。
戦
争
映
画
の

一
シ
l
ン
そ

の
ま
ま
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
そ
の
時
感
じ
た
の
か
、
思
い
の
中
に
あ
っ
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
。

死
を
恐
ろ
し
く
感
じ
た
の
も
少
し
後
で
な
か
っ
た
か
、
そ
の
時
は
真
?
臼
で

あ
っ
た
。

遠
く
か
ら
地
響
き
が
す
る
。
横
町
の
方
か
ら
煙
が
立
っ
た
の
は
宮
下
さ
ん
宅
の

爆
撃
だ
っ
た
の
か
。
弁
天
町
の
方
か
ら
上
が
る
土
煙
は
高
橋
さ
ん

一
家
三
人
が
飛

ば
さ
れ
た
時
の
も
の
だ
っ
た
の
か
。

続
け
さ
ま
に
能
量
寺
付
近
の
土
煙
は
、

望
来
か
ら
銃
の
弾
を
作
る
為
に
集
め

た
貨
幣
を
背
負
っ
た
若
者
が
爆
風

に
飛
ば
さ
れ
た
時
の
音
で
あ
ろ
う
。

役
場
の
前
か
ら
の
爆
発
音
は
、
郵

便
局
の
角
に
お
ち
た
も
の
だ
っ
た
。

大
穴
が
何
日
も
放
つ
で
あ
っ
た
。

飛
行
機
は
海
上
に
出
て
旋
回
し
、

ま
た
向
か
っ
て
来
る
。
海
浜
ホ
テ

ル
に
集
中
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
る

の
が
よ
く
見
え
た
。
後
に
こ
の
焼

け
跡
か
ら
信
管
が
十
本
も
見
つ

か
っ
た
。
「
二
十
三
本
あ
っ
た
」「
い

や
三
十
本
は
あ
っ
た
」
な
ど
先
に

焼
け
跡
か
ら
一
本
拾
っ
て
来
た
者

が
、
数
を
想
像
し
て
話
の
種
に
し

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
噂
話
で
も
い

か
に
攻
撃
が
激
し
か
っ
た
の
を
伺
わ
せ
る
。

こ
の
ホ
テ
ル
は
十
六
日
か
ら
、
兵
隊
適
齢
期
の
青
年
で
身
体
の
弱
い
者
を
集
め

て
特
別
訓
練
を
す
る
所
謂
健
民
道
場
(
健
民
修
練
所
)
で
あ
っ
た
。
既
に
寝
具
類

が
梱
包
の
状
態
で
積
ん
で
あ
り
、
機
材
等
も
運
び
こ
ま
れ
で
あ
っ
た
が
総
て
灰
に

な
っ
た
。
当
然
訓
練
は
取
り
や
め
に
な
っ
た
が
、

一
日
早
か
っ
た
ら
犠
牲
者
が
出

た
で
あ
ろ
う
と
関
係
者
は
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。

ム

時
間
に
し
て
ど
の
く
ら
い
経
っ
た
の
か
。
十
分
か
十
五
分
ぐ
ら
い
か
、
そ
ん
な

に
長
い
時
間
で
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
気
が
つ
く
と
機
銃
の
音
も
爆
音
も

消
え
て
、
た
だ
別
な
不
気
味
な
音
が
地
表
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
響
き
は
壕

の
内
に
い
る
者
に
も
聞
こ
え
た
そ
う
だ
。
ま
だ
空
に
飛
行
機
が
い
る
か
の
よ
う
に

錯
覚
を
お
こ
し
て
、
人
々
は
壕
か
ら
で
ら
れ
な
い
で
い
た
。

町
内
は
静
か
だ
。
火
の
は
じ
け
る
音
だ
け
す
る
。
一
切
の
も
の
は
動
か
な
い
。
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人
声
も
勿
論
な
い
。
こ
の
静
け
さ
は
何
だ
ろ
う
。
不
気
味
だ
っ
た
。
死
の
世
界
と

は
こ
ん
な
も
の
か
と
思
わ
れ
た
。

一
瞬
町
の
人
は
全
部
死
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
。
地
表
を
伝
わ
っ
て
来
た
音
は
、

一
波
目
の
来
襲
の
時
に
消
防
車
が
エ
ン

ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
逃
げ
た
、

そ
の
エ
ン
ジ
ン
音
だ
と
気
が
つ

い
た
の
は
後
の
こ

と
。
「
残
念
な
こ
と
を
し
た
」

大
い
に
悔
し
が
っ
た
が
後
の
祭
り
で
あ
っ
た
。

川
向
こ
う
の
北
原
さ
ん
の
納
屋
の
窓
か
ら
火
が
見
え
た
。
今
な
ら
消
せ
る
の
に

誰
も
気
づ
い
て
い
な
い
様
だ
。
し
か
し
知
ら
せ
る
術
も
な
か
っ
た
。

ム

本
町
を
襲
い
対
岸
の
若
生
に
向
か
っ
た
何
機
か
は
、
大
き
い
建
物
は
学
校
と
農

業
倉
庫
よ
り
な
い
こ
の
集
落
に
も
、
何
発
か
の
爆
弾
を
投
下
し
て
い
る
。
農
業
倉

庫
を
狙
っ
た
爆
弾
は
、
不
幸
に
し
て
目
標
が
は
ず
れ
て
関
さ
ん
に
落
下
し
た
。
爆

風
と
共
に
、
隣
の
石
狩
病
院
出
張
所
に
家
屋
と
も
に
覆
い
重
な
り
、
病
院
を
押
し

つ
ぶ
し
て
、
二
戸
共
木
屑
に
し
て
し
ま
っ
た
。

消
防
団
員
だ
っ
た
関
さ
ん
(
関
多
一
・
五
二
歳
)
は
蹄
鉄
屋
が
本
業
で
、
此
の

日
は
朝
か
ら
消
防
番
屋
に
詰
め
て
い
た
が
、
何
か
用
事
で
帰
っ
た
処
へ
こ
の
一

弾
、
家
族
と
も
飛
ば
さ
れ
て
い
た
。
仲
間
が
気
づ
い
て
探
し
出
し
た
と
き
は
、
家

の
中
で
畳
の
間
に
挟
ま
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
た
。
若
い
時
に
苦
労
を
し
て
不
幸
な

人
だ
っ
た
。
町
内
の
人
も
日
頃
を
偲
ん
で
悲
し
ん
だ
。

別
な
一
弾
が
、
北
原
さ
ん
宅
に
落
下
、
油
脂
爆
弾
と
か
で
、
火
は
見
る
聞
に
広

が
っ
た
。
寺
尾
倉
庫
、
寺
尾
別
家
物
置
、
尾
崎
軍
平
、
北
原
風
巴
屋
、
岩
淵
馬
具

屋
、
松
木
食
堂
、
平
賀
洋
服
庖
、
次
々
に
火
は
う
つ
り
七
軒
が
焼
け
落
ち
た
。
手

押
し
ポ
ン
プ
よ
り
使
え
な
い
貧
弱
な
消
防
力
で
は
、
勢
い
づ
い
た
火
は
止
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

自
動
車
ポ
ン
プ
を
町
内
一
番
に
入
れ
て
消
防
力
を
誇
っ
て
い
た
の
に
、
本
番
に

な
っ
て
故
障
し
て
動
か
な
い
、
町
は
ず
れ
の
林
の
中
に
放
置
し
て
あ
っ
た
。
後
々

ま
で
消
防
は
人
々
に
抗
議
を
受
け
、
悔
い
を
残
し
た
。

ム

一
方
本
町
側
で
は
、
警
察
所
か
ら
移
っ
た
火
は
、

小
使
室
か
ら
役
場
本
庁
舎
に

燃
え
移
り
、
火
の
勢
い
は
益
々
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
壌
か
ら
二
人
の
職
員
が
飛
び
出
し
、
火
の
廻
っ
た
建
物
に
入
り
、
戸

籍
簿
と
兵
籍
簿
を
運
び
だ
し
た
。
何
度
も
入
る
内
に
体
に
火
が
つ
き
そ
う
で
あ
っ

た
と
い
う
。

職
員
の
二
人
は
、
中
島
武
、
民
団

一
郎
の
両
氏
で
人
々
は
金
鶏
勲
章
物
だ
と
賞

賛
し
た
。
丸
焼
け
の
庁
舎
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
は
、
こ
の
十
数
冊
の
原
簿
だ
け
だ

っ

た
。会

議
室
と
書
庫
に
は
、
町
内
か
ら
戦
争
の
た
め
に
供
出
さ
れ
た
色
々
の
物
資
が

運
び
出
さ
れ
る
寸
前
で
、
中
に
は
各
寺
の
仏
具
や
、
家
々
の
貴
重
な
金
属
類
で
あ
っ

た
。
い
ず
れ
も
そ
の
家
に
と
っ
て
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
猛
火
の
中
で
跡

形
も
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

隣
の
警
察
所
は
直
撃
の
故
か
土
台
石
が
数
個
転
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、
木
片
の

燃
え
が
ら
も
残
ら
な
か
っ
た
。
生
活
物
資
が
配
給
制
に
な
り
、
ゴ
ム
長
靴
が
、
米

一
俵
と
交
換
さ
れ
た
程
品
不
足
と
な
っ
た
こ
の
頃
に
、
役
場
に
久
し
ぶ
り
に
ゴ
ム

長
靴
が
配
送
さ
れ
て
、
到
着
し
た
ば
か
り
で
会
議
室
に
積
ま
れ
て
い
た
の
で
、
真
っ

赤
な
火
の
塊
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
口
惜
し
そ
う
に
形
だ
け
残
し
て
灰
に
な

っ
て

い
る
靴
に
さ
わ
っ
て
み
た
が
、
崩
れ
る
だ
け
だ

っ
た
。

ム

芋
畑
で
火
の
廻
る
の
を
見
て
い
て
、
後
で
考
え
る
と
十
分
運
び
出
せ
た
の
に
と

思
っ
た
が
、
気
が
動
転
し
て
体
が
動
か
せ
な
か
っ
た
。
情
け
な
い
有
様
で
人
に
は

語
れ
な
い
話
で
あ
っ
た
。

芋
畑
に
伏
せ
た
一

人
が
岬
き
声
を
出
し
て
い
る
。
隣
の
溝
に
伏
せ
て
い
た
小
枝

の
ト
ッ
チ
ャ
だ
。
肩
か
ら
首
の
あ
た
り
が
血
で
ピ
シ
ヨ
ピ
シ
ヨ
だ
。
這
い
上
が
っ

た
の
を
見
る
と
、
肩
に
機
銃
の
弾
が
当
た
っ
て
の
出
血
だ
。
「今
ま
で
声
を
出
さ

ず
に
我
慢
し
た
」
、
「
声
を
出
す
と
敵
に
知
れ
る
」
可
哀
相
だ
っ
た
。
さ
っ
き
の
目

の
前
に
小
さ
な
土
煙
を
あ
げ
て
刺
さ
っ
た
時
の
一
弾
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

何
と
か
止
血
で
も
と
思
っ
て
、
包
帯
替
わ
り
に
足
に
巻
い
て
い
た
巻
き
脚
粋
を

解
い
て
、
着
物
の
上
か
ら
肩
を
き
っ
く
巻
い
た
が
応
急
処
置
に
な
ら
な
か

っ
た
が
、
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気
を
鎮
め
る
の
に
は
役
に
立

っ
た
よ
う
だ

つ
た
。

「
家
に
帰
る
」
と
言
っ
て
歩
き
出
し
た
。
そ
の
後
札
幌
の
病
院
行
き
の
パ
ス
に

乗
れ
ず
手
当
が
遅
れ
て
、

回
復
に
長
い
こ
と
か
か
っ
た
の
は
気
の
毒
だ
っ
た
。

ム

巡
査
部
長
の
上
山
さ
ん
が
土
手
下
の
笹
薮
か
ら
出
て
き
た
。
防
空
壕
に
入
る
の

が
間
に
合
わ
ず
、
川
辺
の
窪
地
に
入
っ
て
い
た
と
か
。
互
い
に
無
事
を
喜
び
あ
い

な
が
ら
も
、
つ
い
数
分
前
ま
で
あ
っ
た
役
所
も
住
宅
も
何
に
も
無
い
。
数
個
の
石

こ
ろ
だ
け
で
総
て
灰
に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
家
を
建
て
る
た
め
に
地
な
ら
し
を
し

た
よ
う
な
光
景
を
見
て
、
唯
、
走
然
と
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

渡
辺
巡
査
も
壕
に
入
れ
な
い
で
、
付
近
の
溝
に
入
っ
て
い
た
が
、
「
人
の
声
が

す
る
の
で
」
と
言
い
残
し
て
家
族
の
入
っ
て
い
る
壕
の
方
へ
走
り
去
っ
た
。

学
校
の
建
物
は
被
爆
か
ら
逃
れ
て
建
っ
て
い
た
。
屋
根
か
ら
白
い
煙
が
所
々
見

え
た
。
後
で
聞
く
と
塚
谷
先
生
が
横
町
か
ら
火
の
粉
が
飛
ん
で
き
た
の
を
、
バ
ケ

ツ
の
水
で
消
し
止
め
た
名
残
の
白
煙
だ
っ
た
。

大
手
柄
で
あ
っ
た
。
学
校
が
残
っ
た
の
で
町
は
そ
の
後
ど
れ
ほ
ど
助
か
っ
た
こ

と
か
。
臨
時
の
役
場
に
な
っ
た
り
、
公
民
館
に
な

っ
た
り
ず
い
ぶ
ん
働
い
て
も
ら
っ

た
。飛

行
機
の
気
配
が
無
く
な
っ
た
の
で
路
上
に
出
て
み
る
と
、
遠
藤
校
長
と
女
教

師
の
橋
場
先
生
が
、
能
量
寺
の
{
装
手
か
ら
出
て
来
る
の
が
見
え
た
。
片
手
に
教
育

勅
語
の
入
っ
た
細
長
い
箱
を
持
ち
、
別
な
手
に
天
皇
陛
下
の
御
写
真
を
下
げ
て
い

る
。意

味
に
な
ら
な
い
言
葉
を
肢
い
て
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
い
て
き
た
。
普
通
の
精
神
状

態
に
は
見
え
な
か
っ
た
。
奉
安
殿
に
銃
撃
を
受
け
た
の
で
、
取
り
出
し
て
持
ち
歩

い
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

奉
安
殿
を
守
る
奉
仕
の
青
年
、
佐
藤
さ
ん
が
銃
撃
で
倒
れ
た
の
を
見
て
、
気
が

動
転
し
た
模
様
だ
っ
た
。
佐
藤
さ
ん
は
学
校
の
玄
関
に
運
ば
れ
た
が
、
出
血
多
量

で
重
体
で
あ
っ
た
。
病
院
に
運
ば
れ
た
が
、
つ
い
に
息
を
引
き
取
っ
て
、
一
家
の

大
黒
柱
を
失
っ
た
。
家
族
は
大
変
気
の
毒
で
あ
っ
た
。

能
量
寺
の
方
で
声
が
す
る
。
例
の
貨
幣
を
持
っ
て
札
幌
に
運
ぶ
途
中
の
若
者

が
、
爆
風
の
破
片
が
無
数
に
刺
さ
っ
て
全
身
血
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
る
の
を
、

近
所
の
ひ
と
が
防
空
壕
に
運
ん
で
手
当
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
傷
は
浅

く
割
合
元
気
だ
っ
た
。
仮
病
院
で
破
片
を
抜
い
た
が
、
九
十
個
以
上
の
鉄
片
が

出
た
そ
う
だ
。
付
近
に
は
貨
幣
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
が
、
誰
も
見
向
き
も
し
な
い
。

次
の
日
同
じ
所
を
通
っ
た
時
は

一
枚
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ど
こ
か
に
消
え

た
の
だ
ろ
、
っ
。

横
町
は
火
の
海
だ
っ
た
。
消
防
ホ
l
ス
を
引
く
人
も
な
く
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
も
な

い
。
唯

一
そ
の
家
財
を
一
つ
で
も
多
く
運
び
出
す
の
に
懸
命
な
人
。
怪
我
人
が
出

て
騒
い
で
い
る
人
、
み
ん
な
夢
中
だ
っ
た
。
寝
て
い
た
吉
岡
与
平
さ
ん
は
火
勢
が

強
く
て
ま
だ
運
び
だ
せ
な
い
と
か
。
泣
き
声
、
そ
し
て
家
族
の
励
ま
す
声
。

金
大
亭
の
庭
に
、
人
間
の
足
が
降
っ
て
き
た
。
竜
線
に
人
間
の
目
玉
が
下
が
っ
て

い
る
。
ま
る
で
秋
味
の
パ
ラ
子
の
よ
う
だ
と
。
電
柱
に
肉
片
が
貼
り
付
い
て
い
る

と
か
。
町
の
中
は
地
獄
絵
図
を
見
る
よ
う
だ
つ
た
。

こ
の
時
両
岸
で
三
十
六
戸
が
焼
失
、
全
壊
家
屋
三
十
八
戸，

小
中
被
害
百
五
十

戸
、
死
者
十
三
名、

負
傷
者
十
三
一名
出
し
た
。
余
煙
は
ま
だ
ま
だ
。
憲
兵
が
サ
イ

ド
カ
ー
に
乗
っ
て
、
町
に
来
た
の
は
丁
度
こ
の
頃
だ
っ
た
。
「
町
に
憲
兵
が
来
て

く
れ
た
」

頼
り
に
す
る
の
は
〈
兵
隊
さ
ん
〉
だ
け
だ
と
、
み
ん
な
は
何
か
期
待
し

た
。
し
か
し
、
車
か
ら
降
り
る
訳
で
も
な
し
、
町
の
人
に
話
し
掛
け
る
わ
け
で
も

な
く
、
唯

一
廻
り
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
「
何
し
に
来
た
ん
だ
」
み
ん
な
不
満
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
。

一
言
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
た
ら
、
み
ん
な
は
納
得
し
た
の
に
。

ム

午
後
四
時
を
過
ぎ
た
頃
か
、
怪
我
人
が
続
々
と
石
狩
病
院
前
庭
の
草
む
ら
に
集

ま
っ
て
き
た
。
病
院
で
は
折
か
ら
若
先
生

(鈴
木
繁
蔵
)
が
、
軍
医
に
招
集
さ
れ

て
休
業
状
態
だ
っ
た
。

こ
の
日
は
、
先
生
は
休
暇
で
帰
っ
て
い
た
が
、
薬
も
機
材
も
な
く
応
急
の
止
血

を
す
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。
札
幌
に
送
る
の
に
し
て
も
、
い
つ
空
襲
が
あ
る
の

か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
は
動
い
て
く
れ
る
パ
ス
も
な
い
。
み
ん
な
暗
い
気
持
ち
に
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な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
中
央
パ
ス
の
斉
藤
さ
ん
が
運
転
し
て
、

一
台
の
パ
ス
が
来

て
く
れ
た
。
地
獄
に
仏
と
は
こ
の
こ
と
か
と
拍
手
を
送
り
た
い
気
持
に
な
っ
た
。

日
頃
パ
ス
に
乗
る
と
き
は
、
無
口
で
無
愛
想
な
人
だ
っ
た
が
、
こ
ん
な
時
に
人
の

真
価
が
わ
か
る
も
の
だ
と
、
後
々
ま
で
語
り
継
が
れ
て
そ
の
後
パ
ス
に
乗
る
度
感

謝
し
た
。

病
院
前
の
草
む
ら
で
、
腹
を
撃
た
れ
た
じ
い
さ
ん
が
日
頃
腹
痛
の
時
治
療
を
受

け
た
痛
み
止
め
を
思
い
出
し
、
「
先
生
い
つ
も
の
薬
さ
打
っ
て
く
れ
」
と
岬
き
声

を
上
げ
て
い
た
。
哀
れ
だ
っ
た
。

痛
み
の
た
め
気
を
失
い
か
け
て
い
る
子
供
を
叱
る
母
親
が
悲
痛
な
声
を
上
げ
て

い
る
。
こ
ん
な
状
況
に
危
険
を
冒
し
て
来
て
く
れ
た
パ
ス
の
お
陰
で
み
ん
な

一
気

に
元
気
に
な
れ
た
。
パ
ス
が
小
型
な
の
で
全
員
乗
れ
そ
う
に
な
い
の
が
心
配
に

な
っ
た
。

パ
ス
の
両
窓
を
開
け
て
、
ロ
!
フ
を
通
し
て
戸
板
を
の
せ
る
と
二
階
建
て
の
パ

ス
が
で
き
る
。
全
員
を
乗
せ
る
最
も
い
い
考
え
だ
。
話
が
決
ま
れ
ば
、
機
転
の
き

く
漁
師
町
の
み
な
さ
ん
だ
。
早
速
近
所
か
ら
ロ

l
フ
を
借
り
出
し
、

戸
板
を
並
べ

て
、
立
派
な
二
階
建
て
パ
ス
が
出
来
上
が
っ
た
。

今
度
は
怪
我
人
を
乗
せ
る
の
に
大
苦
心
だ
。
体
の
大
き
い
筒
井
さ
ん
な
ど
押
す

人
引
く
人
で
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
、

二
時
間
以
上
も
か
か
っ
て
よ
う
や
く
全
員
押
し

込
ん
だ
。
パ
ス
は
札
幌
に
向
か
っ
た
が
、
今
度
は
家
族
の
足
が
な
い
。
こ
れ
を
工

面
す
る
の
に
家
族
は
苦
労
し
た
ら
し
い
。

こ
の
頃
に
な
っ
て
、
花
畔
、
樽
川
、
生
振
方
面
か
ら
警
防
団
が
救
援
に
き
て
く

れ
た
。
焼
け
跡
の
始
末
や
ら
、
残
り
火
の
処
理
に
夜
を
徹
し
て
手
助
け
を
し
て
く

れ
た
。パ

ス
が
出
発
し
て
一
息
つ
い
た
頃
、

江
別
方
面
か
ら
飛
行
機
の
爆
音
が
聞
こ
え

て
き
た
。
「
又
、
来
た
」
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
防
空
壕
に
走
り
込
ん
だ
。
飛
行
機
は

大
型
で
、
何
と
な
く
様
子
が
違
う
、
近
づ
い
て
来
た
の
を
見
上
げ
る
と
、
両
翼
に

鮮
や
か
に
日
の
丸
が
見
え
る
。
み
ん
な
路
上
に
出
て
手
を
振
っ
た
。
「
日
本
に
は

ま
だ
飛
行
機
が
あ
る
ん
だ
」
「
し
た
ら
な
し
て
や
ら
れ
て
い
る
時
来
な
い
ん
だ
」

喜
び
と
不
平
が
入
り
混
じ

っ
て
賑
や
か
に
な
っ
た
。

「
生
振
の
防
風
林
に
ゼ
ロ
戦
を
隠
し
て
あ
る
」
「ド
ラ
ム
缶
も

一
杯
積
ん
で
あ
る
」

「ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
」
み
ん
な

一
ヶ
月
後
の
敗
戦
を
想
像
出
来
な
か
っ
た
。

ム

防
空
壕
で
一
夜
を
明
か
し
て
翌
朝
、
又
磯
舟
を
借
り
て
川
を
渡
っ
た
。
今
朝
は

爆
音
も
な
く
い
つ
も
の
通
り
だ
が
、
役
場
前
の
惨
状
を
見
て
、
今
更
な
が
ら
恐
怖

が
よ
み
が
え
っ
た
。

「あ
れ
何
だ
」
桑
田
農
場
の
方
か
ら
頭
か
ら
布
団
を
か
ぶ
り
、
手
に
鍋
、
小
物

と
か
七
輪
を
下
げ
た
大
集
団
が
来
る
。
全
町
民
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
大
人
数

だ
っ
た
。

一
様
に
顔
は
汚
れ
、

目
を
窪
ま
せ
て
、
疲
労
の
あ
と
あ
り
あ
り
と
し
、

声
も
な
く
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
い
て
来
る
。
聞
い
て
み
る
と
不
安
で
町
に
居
ら
れ
ず
、

「
柏
木
」
の
林
の
中
で

一
夜
を
明
か
し
た
と
か
。

後
に
そ
の
夜
野
宿
し
た
連
中
を
、
談
笑
の
中
で
「
あ
の
行
進
は
二
度
と
見
ら
れ

な
い
な
あ
」
「
人
間
は
布
団
と
鍋
が
あ
れ
ば
事
足
り
る
も
ん
だ
」と
大
笑
い
し
た
が
、

そ
の
時
は
み
ん
な
真
剣
に
生
き
る
こ
と
だ
け
考
え
て
い
た
。

若
生
側
で
も
、
ま
た
空
襲
が
来
る
か
と
、

一
家
を
連
れ
て
山
に
逃
げ
よ
う
と、

馬
車
を
仕
立
て
走
り
出
し
た
佐
藤
さ
ん
が
、
気
が
付
い
て
み
る
と
家
族
を
乗
せ
る

の
を
忘
れ
て
、
ぬ
か
漬
け

一
樽
だ
け
積
ん
で
走
っ
て
い
た
。
「
こ
れ
は
大
変
」
と

引
き
返
し
て
き
た
。
沈
ん
だ
町
に
、
こ
の
愛
婿
の
あ
る
大
慌
て
は
町
内
に
時
な
ら

ぬ
笑
い
を
振
り
ま
い
て
気
休
め
と
な
っ
た
。

鈴
木
さ
ん
は
日
頃
か
ら
話
題
の
多
い
人
だ
っ
た
が
、
こ
の
日
も
足
に
大
袈
裟
に

白
布
を
巻
い
て
、
町
角
に
座
っ
て
通
る
人
ご
と
に

「俺
は
ア
メ
リ
カ
と
闘
っ
て
名

誉
の
負
傷
だ
」
と
言
っ
て
い
た
。
実
は
立
木
に
上
っ
て
様
子
を
見
て
い
る
内
に
、

飛
行
機
が
あ
ま
り
に
早
い
の
で
慌
て
て
木
か
ら
落
ち
て
転
ん
だ
と
言
う
話
で
苦
笑

い
を
し
た
が
、
こ
れ
も
沈
ん
だ
町
に
少
し
で
も
笑
い
で
も
と
気
遣
い
だ
っ
た
の
だ

ろ
、っ。札

幌
は
空
襲
が
心
配
だ
と
石
狩
に
疎
開
し
て
き
た
阿
部
さ
ん
の
親
類
の
親
子
連

れ
が
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
出
し
て
も
決
ま
っ
た
入
る
壕
も
な
く
、
信
教
寺
境
内
の
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ス
モ
モ
の
木
の
下
に
座
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
み
て
い
た
田
岡
の
じ
い
さ
ん
「
危
な

い
か
ら
入
れ
」
と
声
を
掛
け
た
。
早
く
も
飛
行
機
は
川
向
こ
う
に
見
え
る
。
大
急

ぎ
で
子
供
を
引
き
連
れ
て
走
り
込
ん
だ
。
ほ
と
ん
ど
同
時
に
物
凄
い
爆
発
音
が
近

く
で
聞
こ
え
た
。

壕
の
上
が
動
い
て
仕
切
の
板
の
聞
か
ら
砂
が
こ
ぼ
れ
る
。
生
き
埋
め
に
な
る
の

か
と
心
配
し
た
。
「
な
ん
ま
ん
だ
」
と
み
ん
な
で
叫
ぶ
よ
う
に
手
を
合
わ
せ
た
そ

う
だ
。

壕
は
無
事
で
全
員
助
か

っ
た
が
、壌
か
ら
顔
を
出
し
て
み
る
と
、先
程
ま
で
座
っ

て
い
た
木
が
な
い
、
か
わ
り
に
大
き
な
穴
が
あ
い
て
い
た
。
木
に
命
中
し
た
わ
け

で
、
爆
発
音
は
こ
こ
に
お
ち
た
も
の
だ

っ
た
。
も
し
あ
の
ま
ま
座
っ
て
い
た
ら
と
、

背
筋
が
冷
た
く
な
っ
た
。
命
を
助
け
ら
れ
た

一
家
は
早
々
に
札
幌
に
帰
っ
た
。
「運

の
無
い
人
と
は
こ
ん
な
も
の
だ
」
不
運
の
見
本
を
見
る
よ
う
で
気
の
毒
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
毎
年
七
月
十
五
日
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
命
の
思
人
に
お
礼
を
言
う
た
め
に

顔
を
見
せ
て
い
た
。
律
儀
な
人
だ
っ
た
。
こ
の
話
は
評
判
に
な
り
、
じ
い
さ
ん
は

大
層
株
を
上
げ
た
。
こ
ん
な
話
は
町
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
て
、
後
々
ま
で
親
類
付

き
合
い
を
す
る
家
な
ど
が
あ
っ
た
。

こ
の
木
に
お
ち
た
爆
弾
の
爆
風
は
、
一

番
近
い
お
寺
は
勿
論
の
こ
と
、
下
の
町

並
み
の
家
々
の
窓
を
抜
き
、
障
子
を
倒
し
、
家
具
を
壊
し
て
命
中
弾
と
同
じ
く
ら

い
の
悪
さ
を
し
て
復
旧
に
は
大
い
に
苦
労
を
し
た
。

「関
さ
ん
の
よ
う
に
な
ら
な
く
て
い
い
方
だ
」
と
近
所
の
者
は
話
し
て
い
た
が
、

そ
れ
に
し
て
も
「
関
さ
ん
や
焼
け
た
人
は
気
の
毒
だ
ね
」
が
話
の
落
ち
で
、
当
分

五
口
・
つ
工

事」
。

--h-nH
J
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，4凋
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そ
の
こ
ろ
周
辺
の
集
落
で
は
ど
う
だ
つ
た
ん
だ
ろ
う
。
町
か
ら
東
の
石
油
鉱
山

は
ど
う
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
山
に
は
行
か
な
か
っ
た
が
、
途
中
五
の
沢
集
落
で
は
、

誰
が
知
ら
せ
た
の
か
、
見
た
の
か
、
「
望
来
の
米
倉
庫
が
ア
メ
に
や
ら
れ
た
」
、
「
若

生
に
も
飛
行
機
が
来
た
」
と
二
十
戸
余
り
の
住
民
全
員
と
思
わ
れ
る
人
数
が
、
中

心
地
の
学
校
の
前
に
集
ま
っ
て
来
た
。

石狩湾

... 
手穏山

町
の
方
か
ら
地
響
き
が
伝
っ
て
く
る
。
聞
を
置
か
ず
に
黒
い
煙
が
立
ち
上
が
る

の
が
見
え
た
。

何
年
か
前
に
石
油
鉱
が
爆
発
し
た
時
と
似
て
い
る
。
「
き
っ
と
爆

弾
だ
」
。
み
ん
な
心
配
だ
っ
た
が
、
低
空
飛
行
な
の
で
山
越
え
に
は
見
え
な
か
っ

た
ら
し
い

3

望
来
方
面
の
煙
は
山
越
え
で
も
高
く
昇
っ
て
い
る
の
で
よ
く
見
え
た
。
あ
の
大

き
な
農
業
倉
庫
が
丸
焼
け
に
な
っ
た
。
火
だ
っ
て
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
望
来
集

落
よ
り
更
に

一
里
余
り
行
っ
た
と
こ
が
、
古
潔
村
だ
。
朝
八
時
頃
か
ら
小
樽
方
面

に
白
い
煙
が
見
え
る
。
い
つ
も
の
ガ
ス
と
違
う
ぞ
、

何
か
変
わ
っ
た
事
が
起
き
て

い
る
。
「
煙
幕
で
な
い
か
」
と
物
知
り
が
言
っ
て
説
明
し
て
い
た
と
言
う
。

「
石
狩
の
沖
で
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
る
」
神
社
の
丘
か
ら
石
狩
の
み
ん
な
が
見

た
あ
の
光
景
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
「
こ
れ
は
本
物
の
空
襲
だ
」
村
に

一
つ
大
き
い

壕
を
掘
つ
で
あ
っ
た
そ
こ
へ
走
り
込
ん
だ
。
然
し
こ
ん
な
小
さ
な
村
に
と
の
思
い

は
あ
っ
た
ら
し
い
。

骨量祭された地縫 8J3銃墜された地続

(林恒子 1982r札幌空襲の実態Jより)
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昼
近
く
に
浜
益
方
面
か
ら
爆
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
早
い
も
の
だ
。
何
だ
か
爆

音
が
し
た
な
と
思
っ
た
ら
村
中
火
の
海
に
な
っ
て
い
た
。
十
七
戸
が
一
度
に
燃
え

て
い
る
。

こ
の
集
落
の
近
く
の
一
軒
家
の
草
屋
根
に
機
銃
を
撃
ち
込
ん
で
来
た
。
鶏
が
異

常
に
驚
い
て
逃
げ
回
る
。
旋
回
す
る
飛
行
機
の
機
銃
掃
射
。
低
空
で
来
る
の
で
乗

員
の
顔
が
は
っ
き
り
見
え
た
と
言
う
。
ま
る
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

だ
つ
た
。
後
目
前
庭
か
ら
機
銃
の
弾
を
、
小
ザ
ル
に
一
杯
拾
っ
た
そ
う
だ
。

浜
伝
い
に
厚
田
村
を
少
し
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
、
送
毛
と
い
う
十
戸
程
の
集
落
が

あ
る
。
朝
か
ら
飛
行
機
が
機
銃
の
音
と
爆
音
を
響
か
せ
て
押
し
寄
せ
て
き
た
。
み

ん
な
防
空
壕
に
は
い
っ
て
息
を
殺
し
て
い
た
が
、
こ
の
集
落
に
は
一
発
の
弾
も
来

な
い
。村
の
片
側
に
切
り
立
っ
た
岩
を
目
標
と
つ
け
て
撃
っ
て
い
る
。
岩
に
向
か
っ

て
撃
つ
、
そ
し
て
上
空
に
回
転
し
て
き
て
又
、
撃
つ
、
何
回
も
繰
り
返
し
て
練
習

を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
う
ち
沖
に

一
隻
の
小
舟
が
紡
つ
で
あ
っ
た
。

こ
の
小
舟
に
爆
弾
を
投
下
し
始
め
た
。
太
い
水
柱
が
立
っ
て
船
が
見
え
な
く
な
る
。

「
や
ら
れ
た
」
と
息
を
の
ん
だ
が
、
水
柱
が
消
え
る
と
船
が
見
え
る
。
何
機
も
繰

り
返
し
た
が
船
は
生
き
て
い
た
。
見
て
い
る
者
も
そ
の
度
に

「
万
歳
」
と
叫
ん
で

大
拍
手
に
わ
い
た
。

飛
行
機
は
諦
め
た
の
か
、
石
狩
方
向
へ
行
っ
た
が
、
聞
を
置
か
ず
に
古
津
村
か

ら
火
が
上
が
る
の
が
見
え
た
。

「当
た
ら
な
い
か
ら
腹
い
せ
に
古
漕
を
、
や
つ
け

て
い
る
」
「
爆
弾
っ
て
当
た
ら
な
い
も
の
だ
な
」
「
下
手
く
そ
だ
か
ら
こ
こ
で
稽
古

し
て
い
た
ん
だ
べ
」
何
の
被
害
も
な
く
幸
い
だ
っ
た
。
こ
こ
の
人
達
は
勝
手
な
事

を
言
っ
て
笑
っ
た
り
漁
師
仲
間
の
古
津
の
人
達
を
気
の
毒
が
っ
た
り
し
て
、
持
ち

寄
り
の
唇
一
飯
を
壕
の
前
で
食
べ
た
。
男
ど
も
は
配
給
の
酒
を
持
ち
出
し
て
、
大
宴

会
と
な
っ
た
そ
う
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
石
狩
の
目
標
は
大
き
か
っ
た
故
か
よ
く
当
た
っ
た
。
石
狩
の
七

月
十
五
日
は
、

百
年
経
っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
程
長
い
一
目
だ
っ
た
。

、伍

関
連
文
献
と
し
て
、

『
石
狩
の
空
襲
を
語
り
つ
ぐ
』

(
A
5
一
一
ム
ハ
頁
)

石
狩
郷
土
研
究
会
発
行
、
昭
和
六
十
二
年
が
あ
り
ま
す
。
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o
 



石
狩
市
内
の
戦
争
に
関
連
す
る
石
碑
、
遺
構

親
船
町
共
同
墓
地
(
彰
徳
碑
の
左
右
)

昭
和
二
一
(
一
九
三
七
)
年
三
月

石
狩
町
軍
友
会

日
露
戦
争
以
後
昭
和
一
二
年
ま
で
の
石
狩
町
内

の
戦
病
死
者
ロ
名
の
墓
誌

石
狩
の
碑
第
二
輯
、
二
頁

の
碑親

船
町
共
同
墓
地

不
明
(
昭
和
五
年
こ
ろ
か
)

不
詳

碑
文
ほ
か
石
碑
表
面
摩
滅
の
た
め
大
部
分
が
解

読
不
能

石
狩
の
碑
第
二
輯
、

1
.
本
町
地
区

(
1
)
石
碑

①
彰
徳
碑

所
在
地

建
立
年
月
日

建
立
者

備
考

文
献

②
戦
死
者
墓
碑

所
在
地

建
立
年
月
日

建
立
者

備
考

文
献

③

「日
露
戦
役
」

所
在
地

建
立
年
月
日

建
立
者

備
考

文
献

④
殉
国
軍
馬
霊
碑

所
在
地

建
立
年
月
日

建
立
者

工
藤

親
船
町
共
同
墓
地

明
治
三
九
(
一
九

O
六
)
年
四
月

不
詳

旧

「忠
魂
碑
」
を
戦
後
改
称
、
改
刻

石
狩
の
碑
第
二
輯
、

一
O
頁

一
一一
百
λ

親
船
町
・
某
氏
住
宅
地
内

昭
和
一
六
(
一
九
四

一
)
年

一
O
月

盛
辰
次
郎

義
衛

備
考

日
支
事
変
等
で
徴
用
さ
れ
犠
牲
と
な
っ
た
軍
馬

の
慰
霊
碑
。
建
立
者
の
盛
氏
は
、
元
石
狩
郵
便

局
長
。

石
狩
の
碑
第
二
輯
、
九
頁

文
献

(
2
)
遺
構

①
中
島
家
の
墓

所
在
地

建
立
年
月
日

備
考

弁
天
町
・
曹
源
寺
境
内

明
治
二

O
(
一
八
八
七
)
年

石
狩
町
随
一
の
中
島
商
庖
を
経
営
し
た
中
島
家

の
墓
。
墓
石
上
部
の
破
損
は
、
昭
和
二

O
年
七

月

一
五
日
の
石
狩
空
襲
時
に
曹
源
寺
に
落
と
さ

れ
た
爆
弾
に
よ
る
も
の
。

文

献

石

狩

の

碑

第

三

輯

、

一

九

頁

②
石
狩
市
指
定
文
化
財
旧
長
野
商
庖

所

在

地

弁

天

町

建
設
年
月
日
明
治
二
七
(
一
八
九
四
)
年

備

考

旧

長

野

商

庖

は

、

石

狩

空

襲

の

際

に

庖

の

正

面

二
階
部
分
に
爆
弾
に
よ
っ
て
壁
に
穴
が
聞
い

た
。
平
成
一
六
年
に
親
船
町
か
ら
現
在
地
に
移

築
さ
れ
、
壁
の
穴
も
解
体
修
理
の
際
に
修
復
さ

れ
て
い
る
。

③
海
浜
ホ
テ
ル
跡
擬
定
地

所
在
地
石
狩
市
海
浜
植
物
保
護
セ
ン
タ
ー
付
近

経
緯
海
浜
植
物
保
護
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
か
ら
コ
ン

ク
リ
i
ト
製
の
土
台
様
の
も
の
が
発
見
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
昭
和
二

O
年
七
月
一
五
日
の
石

狩
空
襲
で
焼
失
し
た
海
浜
ホ
テ
ル
の
土
台
で
は

。。



な
い
か
と
す
る
説
が
あ
る
。
石
狩
海
浜
ホ
テ
ル

は
札
幌
の
建
築
家
田
上
義
也
氏
設
計
の
洋
風
ホ

テ
ル
。

2
M
花
畔
・
花
川
・

樽
川
地
区

(
l
)
石
碑

①
戦
勝
記
念
燈
篭

所

在

地

花

畔

神

社

境

内

建
立
年
月
日
明
治
三
七
(
一
九

O
四
)
年
九
月

一
O
日

建

立

者

花

畔

村

氏

子

中

文

献

石

狩

の

碑

第

二

輯

、

四

五

頁

②
明
治
世
七
八
年
戦
役
紀
念
碑

所

在

地

花

畔

神

社

境

内

建
立
年
月
日
明
治
四

O
(
一
九
O
七
)
年
九
月
一

O
日

建

立

者

発

起

人

会

備

考

日

露

戦

争

の

戦

勝

記

念

の

碑

。
題
字
は
乃
木
希

典
陸
軍
大
将
の
書
。
道
内
か
ら
の
召
集
者
を
中

心
に
編
成
さ
れ
た
旭
川
の
第
七
師
団
は
、
旅
順

要
塞
攻
略
戦
で
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
乃

木
将
軍
は
旅
順
攻
略
戦
の
総
指
揮
官
。

参
考
資
料
石
狩
の
碑
第
二
輯
、
四
六
頁

③
戦
没
者
慰
霊
平
和
祈
念
之
碑

所

在

地

花

畔

神

社

境

内

建
立
年
月
日

平
成
九
(
一
九
九
五
)
年
八
月

一
五
日

建

立

者

花

畔

地

区
戦
没
者
慰
霊
平
和
祈
念
之
碑
建
立
協

州
H
H
ム玄

前
大
戦
に
お
け
る
花
畔
地
域
の
戦
没
者
お
名
の

氏
名
と
戦
没
地
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

備
考

(2
)
遺
構

①
軍
用
機
格
納
庫
跡

所

在

地

不

詳

(

花

川
南
防
風
林
内
及
び
そ
の
周
辺
の
砂

丘
と
言
わ
れ
る
が
位
置
は
特
定
さ
れ
て
い
な

い
)

不
詳

(日
本
陸
軍
?
)

花
川
南
防
風
林
内
や
付
近
の
砂
丘
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
カ
マ
ボ
コ
型
の
格
納
庫
が
数
ヶ
所

作
ら
れ
た
と
い
う
。

二
人
乗
り
の
軍
用
機
を
見

た
と
い
う
証
言
も
あ
る
。
琴
似
に
つ
な
が
る
四

番
通
を
滑
走
路
に
す
る
計
画
も
あ
っ
た
と
言
わ

れ
る
。

石
狩
百
話
、
三
一一一

頁
、
第
五
五
話
「
防
風
林

に
格
納
庫
を
・・・」

参
考
資
料

④
忠
魂
碑

所
在
地

建
立
年
月
日

建
立
者

備
考

文
献

建
設
者

備
考

文
献

石
狩
の
碑
第
二
輯
、
四
人
頁

樽
川
神
社
境
内

明
治
三
七
(
一
九

O
四
)
年

一
一
一月
五
日

不
明
(
樽
川
村
有
志
)

日
露
戦
争
の
戦
死
者
慰
霊
の
た
め
樽
川
村
有
志

の
寄
付
に
よ
り
建
立
。
碑
文
は
摩
滅
し
て
解
読

で
き
な
い
が
、
台
座
に
寄
付
者
の
氏
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
な
お
樽
川
村
は
日
露
戦
争
で

3
名

の
戦
死
者
を
出
し
て
い
る
。

石
狩
の
碑
第
二
輯
、
六
三
頁

円
ノ
臼

凸

δ



3 

?生
ム振
ァ地

寝 言語 区
文建建所没文 備建建所没
献立立在者献 考立立在者

者年地慰 者 年地慰
月霊 月霊
日平 日平

手口 和
石生平創祈石のーた生生生平創祈
狩振成生念狩篤 O 生 振 振 振 成 生 念
の遺八園碑の志周振村地村二閏碑
碑族(内の碑寄年の開区百(内
第会一定石第付と墓村の二 一 (
三 九 72灯 三 をし苑百戦十九生
輯 九星篭輯受てで二病年九振

六呂 、け同あ 十 死記 O 五
)窓 ーて教る年者念)線
年 号 ー 建会弘記民事年北
七 一I 九立長照今て業八)

和月全長 頁さ佐会事 m 協月
ヱ れ 藤 ば 業 立 賛 一
品 た 隆 ら で す 会 五
1JZ 。宝とあ 2 日
νノ 師霊り三

、刻
か国

側) らのま

二
一

一一
白(

4
.
厚
田
区

(1
)
石
碑

①
平
和
祈
念
碑

所
在
地

建
立
年
月
日

建
立
者

備
考

望
来
神
社
境
内

平
成
田
(
一
九
九
二
)
年
七
月
一
五
日

祈
念
碑
建
立
遺
族
会

昭
和
二

O
年
七
月
一
五
日
の
北
海
道
空
襲
(
望

来
空
襲
)
の
際
に
犠
牲
と
な
っ
た
日
名
の
氏
名

が
刻
ま
れ
る
。

石
狩
の
碑
第
四
輯
(
厚
田
区
編
)
、
三

O
頁

参
考
資
料

5
.
浜
益
区

(1
)
石
碑

①
忠
魂
碑

所
夜
地

建
立
年
月
日

建
立
者

備
考

F

リ

寂
廿
口
刀

大
正
四
(
一
九

一
五
)
年

一
O
月

田
中
九
五
郎

陸
軍
中
将
宇
都
宮
太
郎
題
字
。
大
正
天
皇
即
位

記
念
事
業
と
し
て
建
立
か
。
石
碑
の
正
面
に
砲

弾
の
薬
爽
が
置
い
て
あ
る
。
も
と
は
茂
生
に

あ
っ
た
が
高
台
の
た
め
お
参
り
し
に
く
い
こ
と

か
ら
現
在
地
に
移
設
さ
れ
た
。

文

献

石

狩

の

碑

第
五
輯
(
浜
益
区
編
)
、
一
五

O
頁

②
寓
国
戦
死
殉
難
死
者
之
霊
位

所
在
地
山
一
且
隆
寺
境
内
装

建
立
年
月
日
昭
和
五
五

(
一
九
人

O
)
年
八
月
吉
日

建
立
者

第
五
世
住
職

白
井
宏
道

文
献
石
狩
の
碑
第
五
輯
(
浜
益
区
編
)
、
一

二
三
頁

①
故
陸
軍
歩
兵
上
等
兵
勲
八
等
功
七
級
岩
谷
富
雄
之
墓

所

在

地

大

心

寺

境

内

建
立
年
月
日
昭
和
九
(
一
九
三
四
)
年
一

O
月
五
日

建

立

者

岩

谷

富

太

郎

備

考

岩

田

富

雄

氏

が

戦

死

し

た

戦

闘

は

昭

和

六

年

に

起
こ
っ
た
い
わ
ゆ
る
満
州
事
変
で
、
満
州
国
に

接
す
る
熱
河
省
の
戦
闘
で
あ
っ
た
。

石
狩
の
碑
第
五
輯
(
浜
益
区
編
)
、

文
献

一一

O
頁

文
献

石
狩
町
郷
土
研
究
会
編

一
九
八

O

石
狩
の
碑
第
二
輯

内
《

uno 



石
狩
市
郷
土
研
究
会
編

石
狩
市
郷
土
研
究
会
編

石
狩
市
郷
土
研
究
会
編

鈴
木
ト
ミ
エ

二
O
O
六

二
O
一
二

二
O

二
ハ

九
九
六

石
狩
の
碑
第
三
輯

石
狩
の
碑
第
四
輯
(
厚
田
区
編
)

石
狩
の
碑
第
五
輯
(
浜
益
区
編
)

石
狩
百
話
石
狩
市

平
成
二
七

(二
O
一
五
)
年
は

「戦
後
初
年
」
の
年
で
、
石
狩
市
で
も
様
々
な

催
し
が
行
わ
れ
た
。
筆
者
の
勤
め
る
い
し
か
り
砂
丘
の
風
資
料
館
で
も
、
八
月
二

日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
「
石
狩
と
戦
争
」
と
題
し
て
市
内
に
あ
る
戦
争
に
関
る
石

碑
を
取
り
上
げ
た
展
示
を
行
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
際
に
作
成
し
た
資
料
に
加
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。

戦
争
に
関
連
す
る
石
碑
と
は
、
主
に
戦
勝
記
念
か
戦
没
者
の
慰
霊
を
目
的
に
建

立
さ
れ
た
石
碑
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
市
内
に
は
日
ヵ
所
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
は
先
の
大
戦
で
の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
も
の
だ
が
、
古
い
も
の
は
日
露

戦
争
の
戦
死
者
を
慰
霊
す
る
も
の
も
あ
る
。

北
海
道
は
昭
和
二

O
年
七
月

一
五
日
に
ア
メ
リ
カ
の
艦
載
機
に
よ
る
爆
撃
を
受

け
、
多
く
の
民
間
人
が
亡
く
な
っ
た
。
石
狩
で
は
7
名
が
、
厚
田
区
望
来
で
は
日

名
が
亡
く
な

っ
て
い
る
。
厚
田
区
望
来
の

「平
和
祈
念
碑
」
は
、
こ
の
と
き
に
望

来
地
区
で
亡
く
な
っ
た
方
々
を
慰
霊
す
る
石
碑
で
あ
る
。

こ
う
し
た
直
接
的
な
戦
争
の
犠
牲
者
を
慰
霊
す
る
石
碑
の
ほ
か
、
市
内
各
地
に

は
地
元
か
ら
出
征
し
、
亡
く
な
っ
た
方
の
名
前
を
刻
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
生
振
の

「
戦
没
者
慰
霊
平
和
祈
念
碑
」
に
は
生
振
か
ら
出
征
し
て
亡
く
な
っ
た
犯
名
が
、

花
畔
神
社
に
あ
る
「
戦
没
者
慰
霊
平
和
之
碑
」
に
は
あ
名
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

る
。こ

れ
ら
の
石
碑
の
ほ
と
ん
ど
は
遺
族
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
て
い
る
。
戦
没
者
は
戦
場
に
赴
く
前
、
地
域
社
会
の
重
要
な
構
成
員
の
一

人
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
べ
き
人
た
ち
の
多
く
を
失
う
事
は
、
家
族
だ
け
で

な
く
地
域
と
し
て
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
空
襲
と
は
別
に
こ

れ
も
戦
争
の
被
害
と
ニ
一
一
守
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
展
示
に
あ
た
っ
て
市
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
戦
争
に
関
る
石
碑
を
直
接
訪
れ

た
。
戦
没
者
の
お
名
前
が
刻
ま
れ
た
石
碑
の
前
に
立

っ
た
時
、
建
前
的
な
感
情
論

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
く
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
と
い
う
事
実
に
、

厳
粛
な
気
持
ち
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

戦
争
の
記
憶
の
風
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
も
ち
ろ
ん
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り

継
ぐ
事
は
大
事
で
あ
る
。
同
時
に
亡
く
な

っ
た
人
の
こ
と
を
思
っ
て
生
活
し
続
け

る
こ
と
も
難
し
い
。
人
は
過
去
だ
け
で
な
く
、

現
在
を
、
そ
し
て
未
来
を
生
き
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
忘
れ
る
こ
と
」
も
大
切
な
の
だ
と
思
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
石
碑
を
先
人
た
ち
の
痛
み
や
悲
し
み
を
思
い
出
し
、
受
け
止
め

る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
そ
れ
が
石
碑
を
建
て
た
方
々
の
願

い
な
の
だ
か
ら
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た

っ
て、

村
山
耀

一
石
狩
市
郷
土
研
究
会
会
長
、
当
会

顧
問
の
田
中
賓
氏
、
了
恵
寺
住
職
高
木
憲
了
師
に
は
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
の
内
容
の
大
部
分
は
、
郷
土

研
究
会
が
編
纂
さ
れ
て
き
た

『石
狩
の
碑
』
シ
リ
ー
ズ
に
よ

っ
て
い
ま
す
。
記
憶
、

記
録
を
未
来
に
伝
え
る
こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
郷
土
研
究

会
の
皆
厳
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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